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「秋ですねぇ……」

　教室を移動する途中の外そと回かい廊ろうで。

　はたと立ち止まったイリスは、見事に色づいた中庭の木々を見渡した。

「見てください、クレディオさん！　赤や黄色の葉っぱが、クルクル回りながら落ちています。まるで、ダンスを踊おどっているみたい」

　冷たい秋風に吹かれ、木この葉が空中でロンドのように舞う。

　熟うれ頃のリンゴのごとく、頰ほおを色いろ鮮あざやかな赤に染め上げて。落ち葉のダンスに見入っている主あるじへ、クレディオは制服のケープを着せかける。

「こんなところで立ち止まっていたら、身体からだを冷やしますよ。次の講義の時間も迫っていることですし、早く行きましょう」

「あ……そうですね。私ったらつい、〝レミリア〟のことを思い出していました」

「レミリア？　ご友人のことですか？」

「私の大好きな、『秋風の約束』という小説のヒロインです。何回も繰り返し読んでいるので、もうお友達みたいな感じです」

　梢こずえを大きく張り出した銀い杏ちようの木を指差して、イリスは語り続ける。

「ねぇ、あの木を見て。止やむこともなく散る木の葉が、まるで、私の命のようだと思わない？　きっと、私に残された時間も、あんな風に失われ続けているのよ」

　唐とう突とつなその言葉に、クレディオの表情が凍こおりつく。

「イリス様、何をおっしゃっているのですか？」

　常に前向きなところが、取とり柄えだというのに。

　急に不吉なことを口走った主に、思わず動揺した声を上げる。そんなクレディオの心しん中ちゆうなど知らず、当の本人は無邪気に笑う。

「どうです、詩人みたいでしょう？　恋人のクラトスに、車くるま椅い子すを押してもらいながらお散歩をする場面で、レミリアがこう言ったんです」

「……なんだ、小説の台詞せりふか」

「？　クレディオさん、少し顔色が悪いですよ？」

　どうかしましたか、と。

　無む垢くなどんぐり眼まなこで、イリスがまじまじと顔を覗のぞき込む。「何でもありません」と言い切ったクレディオは、ふいっとそっぽを向いた。

「物語のヒロインごっこはお終しまいです。さあ、次の教室へ急ぎますよ」

「えっ。これからクレディオさんに、クラトスの台詞を言ってもらおうと思ったのに」

「……まったく、人の気も知らないで」

　小さな声で独ひとりごち、クレディオはくしゃりと前髪を摑つかむ。

「いいですか、イリス様。以前から何度も申し上げておりますが、架か空くうの世界と、現実を混同するのはおやめください。物語は所しよ詮せん、絵空事です」

　それに――と。

　音もなく散り続ける落ち葉を、クレディオは横目で見やる。

「木の葉と人の命を一緒になどしないでください。樹木が葉を落とすのは、春に新しい緑息い吹ぶかせるための営いとなみです。けれど、人の命は違う。落としたら二度と戻らないのですから、もっと大切に考えていただかないと」

　真剣に諭さとされたイリスは、大きな双そう眸ぼうをぱちくりと瞬しばたたかせる。

　反省するかと思いきや……やがて彼女は、クスッと小さく微笑ほほえんだ。

「何がおかしいんですか？　俺は、笑える冗談を言った覚えはありませんよ」

「ごめんなさい。でも、びっくりしました。今のクレディオさんの言葉は、クラトスがレミリアに言った台詞と、ほとんど一緒だったんです。もしかして、『秋風の約束』を読んだことがあったり――」

「しません」

　苦にが々にがしい顔で、クレディオは即答する。

　対してイリスは、感激して両手を胸の前で組む。

「似たような場面で同じようなことを言うなんて、まるでクレディオさんは、本当のクラトスのようだわ」

「俺と、物語の登場人物を一緒にしないでください」

「だけど、本当に似てるんですよ？」

「たとえ似ていたとしても、紙の中の存在とは違いますから」

　さも不愉快だと言いたげな半はん眼がんで、クレディオはため息をつく。

　しかし彼は、不意に物もの憂うげな眼まな差ざしになる。

「まぁ……クラトスという男の気持ちは、分からないでもないがな」

「えっ？　今、何か言いましたか？」

「何でもありません。それより、いいかげんに先を急ぎましょう。遅刻をして、特別課題を出されたとしても、俺は手伝ってあげませんからね？」

「そ、それは大変です！」

　放課後はお気に入りの本を読みながら、秋の風景を堪たん能のうしようと計画していたのに。

　決して勉強が嫌いなわけではない。むしろ、講義は新発見の連続で楽しかった。けれど、今日ばかりは別だ。

（この景色は、今しか楽しめないもの）

　クレディオの言うように、秋に落葉した木々の枝は、春になれば新たな緑が芽め吹ぶく。夏にかけてすくすくと育った若葉は、再び秋が訪れることで、鮮やかに色づき人々の目を楽しませるだろう。

　でも、自分に与えられている未来は限られたものだ。

　次の秋まで日にち蝕しよくが起こらない保証はない。

「さぁ。クレディオさん、早く行きましょう！」

　クレディオの袖そでを、ぐいぐいと引いて。

　今を全力で生きるために、イリスは明るい笑顔で元気よく駆け出した。







　イリスとクレディオが、立ち去った後。

「……あれが、救きゆう国こくの聖女か」

　無人の外回廊を、校舎の二階の窓から見つめる者がいた。

　氷こおりのごとく凍いてついた眼差しの底には、抑えきれない悪意の炎が渦うず巻まいている。

「邪魔者は、一刻も早く始末しなければ」

　冴さえた瞳が、さらに厳しく眇すがめられる。

「すべては、愛いとしい我が主のために」

　ひそやかな呟つぶやきは、誰の耳にも届くことなく消えた。
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　深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれた長廊下を、おぼつかない足取りでイリスは進む。

（今日のドレスは、この前よりも豪ごう華かだわ）

　偽にせの日にち蝕しよくが起きた際に着たウェディングドレスも、素晴らしいものだった。

　けれど、この日のために用意されたドレスは、意い匠しようがよりきらびやかになっていた。

　聖女の証あかしである秘ひ石せきを見せるため、胸元が大きく開いているのは同じだ。しかし、それ以外のパーツはまったく違う。ほっそりとした腰のシルエットが美しい、白と青を基調としたデザインで、金きん糸しや銀ぎん糸しで細部まで刺し繡しゆうが施ほどこされている。

　リボンとフリルも、ふんだんに使われており――そのぶん、非常に動きにくかった。

（絵本に出てくるお姫様は、毎日ドレスを着ていて怪け我がとかしないのかしら？）

　注意して歩いていても、今にも裾すそを踏んで転びそうなのに。

（私だったら、毎日転んですり傷だらけになりそうだわ。もしかしてお姫様達は、受け身の練習とかしているのかしら？）

　そんなことを、頭の片隅で考えていた時。

　注意力が散さん漫まんになり、ついにイリスはドレスの裾を踏んでしまった。

「きゃっ！」

「おっと。大丈夫ですか？」

　倒れかけた身体が、咄とつ嗟さに支えられる。

　手を伸べてくれたのは、黒い軍服を着た騎き士しだ。剣を持つ者とは思えない、美しく整った顔を曇くもらせ、彼はイリスに問いかける。

「足を痛めてはおられませんか？　不都合があれば、遠えん慮りよなさらずにお申しつけください」

「私なら大丈夫です。助けてくださって、どうもありがとうございました」

　自分の足でしっかりと立ち、深々と頭を下げる。

　すると、麗うるわしの騎士は安あん堵どした様子で表情を和やわらげた。

「礼には及びません。これが私の務めですので。さぁ、謁えつ見けんの間まではあと少し。国王陛下と王妃様がお待ちですよ」

　そう言って微笑ほほえむと、騎士の青年は再び歩み出す。

　そうなのだ。ここは、王立ローザリア学院ではない。神聖ランディエル王国の政治の要かなめであり、王族の住まいであるグレーフェンベルク城だ。

　なぜイリスが、こんなところにいるのかといえば――三日前に、国王から『招待状』が届いたからである。

（本物の王様って、どんな人なのかしら？　やっぱり、絵本に出てくる王様みたいに、お髭ひげを生はやして王冠をかぶっているのかしら？）

　この王城を訪れたのは、今日が二度目だ。

　最初は、偽の日蝕が起きた時。王城の地下にある聖せい剣けんの間まで、聖女として儀式を行うためだった。けれど、あの日は物事が目まぐるしく動き、国王や王妃と顔を合わせる暇もなかった。

（それにしても……）

　案内役を務める騎士の背に、イリスはもやりとした想いを抱く。

　いつも傍かたわらにいる護衛騎士のクレディオが、青い軍服を纏まとっているせいだろうか？　先導してくれる騎士の、黒い軍服の後ろ姿を見ていると、なぜか落ち着かなくなる。

（クレディオさんも、一緒に来ればよかったのに）

　彼はこの国の第二王子でもあるのだから。

　国王は父、妃きさきは母である。久しぶりに家族と会える機会だというのに――生き真ま面じ目めなクレディオは、「今の俺は王子ではなく、イリス様の騎士です。一いつ介かいの騎士が謁見の間に入ることは、規則により禁じられておりますので」と言い、控えの間で待たい機きすることを選んだ。

　公こう私し混こん同どうをしないところは、彼らしいと思う。

（でも、家族と会わなくて、クレディオさんは寂さびしくないのかしら？）

　故郷を離れてから、まだ一カ月程度しか経たっていない。

　両親や兄に会えないのは、やっぱり寂しい。けれど、新発見に彩いろどられたローザリアでの生活が、心の隙すき間まを埋うめてくれた。

　それでも。

　ほんの僅わずかな時間でも、家族と会えるとしたら、

（私だったら、元気な姿を見せてあげたいと思うのに）

　たとえ、言葉を交わすことができないとしても。顔を見せるだけで、きっとみんな安心するはずだ。

　そんなことを、イリスが悶もん々もんと考えていた次の瞬間。

「ふみゅっ」

　ぽすっ――と。

　案内の騎士が、歩みを止めたことに気づかずに、彼の広い背へ顔から思いっきりぶつかってしまった。

「大丈夫ですか、聖女様？」

　振り返った騎士から、思案顔で問いかけられる。

　微かすかに赤くなった鼻はな頭がしらを押さえ、イリスは照れたように微笑む。

「私は平気です。それより、ぶつかってしまってすみません」

「いえ、急に立ち止まった私に非ひがあります。申し訳ありませんでした」

　悪いのは、前をちゃんと見ていなかった自分の方だ。けれど騎士の青年は、折り目正しく頭を下げて謝しや罪ざいをしてくる。

　クレディオ曰いわく、彼は王妃・アベルティーネ専属の騎士だという。

　彼女が嫁とついでくる際、実家から伴ともなってきたらしい。国王軍の濃のう緑りよくの軍服を着ていないのも、王妃のみに仕える騎士だからだ。

　短い銀髪を揺らして顔を上げた騎士は、銀ぎん朱しゆの瞳を横へ流す。

「こちらが、謁見の間です」

　彼の視線を追うと、そこには大きな扉があった。

（まるで、巨人さん用みたい）

　イリスの好奇心が、むくむくと成長している間にも。騎士の青年は、扉の両側を守る二名の兵士に、聖女が到着した旨むねを伝えた。

　すると、兵士達は巨大な扉を速すみやかに開き始める。

「聖女様。どうぞ、お進みください」

　扉が開ききると、騎士の青年は優雅な所作で入室を促うながす。

　それに対して、イリスはドレスの裾をちょこんと摘つまみ、作さ法ほうの授業で習った『淑しゆく女じよらしい』お辞じ儀ぎをする。

「ここまで案内してくださって、ありがとうございました」

　丁寧にお礼を述べて笑いかけると、騎士の青年は一瞬だけ驚いた顔をしたが――すぐに「どういたしまして」と、柔やわらかく微笑み返してくれた。







「聖女殿、よくぞ参られた」

　謁見の間の最さい奥おう。

　金きん銀ぎんに彩られた玉ぎよく座ざに、立派な髭をたくわえた壮年の男性がゆったりと座っている。彼こそ、現ランディエル国王、コーネリアス・フェルディナン・ブランシャールだ。

　ここでもイリスは、授業で学んだ成果を発はつ揮きしようとするが、

「本日はお招きいただき、ありがとうございます。えっと、ゴソンガンを拝はいし、た、タテマツリ……？」

　途中で台詞せりふが抜け落ちて、もごもごと口ごもってしまった。

　そんな彼女に、コーネリアスが笑顔で助け舟を出す。

「無理に、難しい言葉を使わずともよい。そなたはこの国――ひいては、世界を邪神の脅きよう威いから救った女じよ傑けつであるのだから」

「陛下のおっしゃる通りですよ、聖女様」

　王の隣に座る淡あわい菫すみれ色のドレスに身を包んだ女性が、優しい微び笑しようをたたえて言った。

「そのように気を張っていては、疲れてしまいますわ。遠慮なさらず、普段通りに振る舞ってくださいませ」

　年の頃は、とうに四十を過ぎていると思われるのに。

　笑みを深めた女性は、驚くほど美しかった。

（うわぁ～、とってもキレイな人だわ。この人が、クレディオさんのお母さんなのね）

　現在の王妃・アベルティーネは、本来は側そく室しつの立場だった。

　正妻のセレスティーヌは、三日三晩に及ぶ難産の末、一人息子のジェラルドを産み落とすと同時に息を引き取ったらしい。――村を出る前、父と兄が集めてきた情報の中に、そんな悲しい事実が紛まぎれていた。

　セレスティーヌの没ぼつ後ご。側室という立場はそのままに、実質的にアベルティーネが正妃としての務めをこなしているそうだ。

「それにしても、可か愛わいらしいこと。このように華きや奢しやなお身体で、彼かの恐ろしい邪神を退しりぞけるとは――きっと、素晴らしい力をお持ちなのでしょうね」

「うむ。歴史に名を刻きざむ聖女といえど、実際に邪神と対たい峙じした者は少ない。本日、そなたを城へ招いたのは、その時の状況を詳しく聞きたいからだ。分かる範囲のことを、ゆっくりでよい。我らに話してはくれまいか？」

　そんなコーネリアスの願いを、イリスは「もちろんです」と快かい諾だくした。

　すると、立ったままの彼女の元へ、一脚の椅い子すが運ばれてくる。「どうぞ、お座りください」と着席を促したのは、ここまで案内してくれた騎士の青年だった。

　笑顔で会え釈しやくをし腰掛けたイリスに、コーネリアスは早さつ速そく質問を繰り出す。月の女神・リュシアンの力や、秘石のこと。他にも難しいことを尋ねられ、質問の内容を理解できないことも多かったが――自分に分かることだけは、拙つたないながらもイリスは精一杯答えた。

「ほぉ。秘石の力は、聖女殿の意い思しで操あやつることはできないのか。そうなると、邪神と戦った際に発動できたのは、なぜであろうな？」

「それは、えっと……」

　秘石の力を借りて、死し霊りようや術式を浄化したことは覚えている。

　しかし、それ以外の記憶はおぼろげに霞かすんでいた。

「ごめんなさい。あの時は、私も必死で……自分がどうやって何をしたのか、はっきりと覚えていないんです」

「そうか。ならば、是ぜ非ひもない」

「ちゃんと答えられなくて、すみません」

　小さな身体からだをさらに縮ちぢめて、イリスはしょんぼりする。

　叱しかられた子犬のように恐きよう縮しゆくしている聖女に、コーネリアスは朗ほがらかに笑う。

「謝る必要などない。我が最初に言ったことをお忘れか？　そなたは、自分に知り得る範囲のことを、懸けん命めいに我らへ伝えようとしてくれた。それだけで十分だ」

　鷹おう揚ように頷うなずく夫に、アベルティーネも同意する。

「わたくしも、聖女様とお目にかかれた上に、こうしてお話まですることができて、とても楽しかったですよ」

「本当ですか？」

　おずおずと尋ねると、「もちろん」と微笑まれた。

「息子達と年が近いせいでしょうね。まるで、本当の娘とお喋しやべりをしているような心地のひとときを過ごせました。ラードルフとは言葉を交わすどころか、最近は、顔すら合わせていませんもの」

「そうなんですか？」

「えぇ。頑固で融ゆう通ずうが利きかない、困った子。あの子もオーヴィル殿下のように、誰にでも大らかに振る舞えたらいいのに。不器用な子なのです」

「でも、クレディオさん……えっと、ラードルフ殿下は、とてもいい人ですよ？」

　出会ってまだ、一カ月と少し。

　そんな短い期間でも、彼の性格を知ることだけはできた。

「課題で分からない問題があると、私が理解できるまで丁てい寧ねいに教えてくれます。寒い時は上着をかけてくれたり、ごはんの時は料理を取り分けてくれたり――私のために、邪神とも命がけで戦ってくれました」

「おぉ。聖女殿は、ラードルフのことを大層気に入っておるようだな」

　豊かな髭を撫なでつけながら、コーネリアスは楽しそうに碧へき眼がんを細める。

　これにイリスは、満面の笑顔で頷く。

「私、ラードルフ殿下のことが大好きです。もちろん、ジェラルド君……えっと、オーヴィル殿下のことも。殿下のお陰で、ちょっとだけノートの書き取りがうまくなって、先生に褒ほめられました」

「まぁ。二人とも、聖女様に慕したわれているのですね」

　紅こう玉ぎよくのような瞳を細め、アベルティーネはクスクスと笑う。

　その時、城内に建つ時計塔の鐘かねが鳴り響いた。

「おや、もうこのような時間か」

「名残なごり惜おしいですけれど、今日はこの辺でお開きにいたしましょう。あまり遅くなっては、聖女様の御おん身みも危険ですし……」












「いかにも。明るいうちに、学院に戻った方がよかろう」

　妻の控ひかえめな提案に、コーネリアスも同意する。

「聖女殿。今やそなたは、この国のみならず世界を救う希望である。時に辛つらく、苦しいことあらば、我が息子達を存分に頼るがよい」

「えっ……今でも頼りっぱなしなのに、もっと頼ってもいいんですか？」

「そなた一人護まもれぬようであれば、王として民を護ることもできぬ。あの二人のことだ。甘えは決して許さぬだろうが、そなたが真に苦難に直面しておるのであれば、必ずや救いの手を差し伸べよう」

　国家の統とう治ち者しやよりも、重じゆう責せきを課せられた少女。

　人々の期待を一身に背負い、国よりも大きなものを護ろうとしている。笑顔を絶やさぬ明るい娘だが、何かしらの屈くつ託たくを心に抱えているはずだ。そう思い、コーネリアスは助言したが……、

「だったら私も、二人から頼られるような人間になりますっ！」

　両手の拳こぶしを固く握り締め、イリスはいきなり興こう奮ふん気味に宣言した。

「頼ってばっかりなんて、ずるいと思うんです。だから、私も二人を支えられるように、いろんなことを頑張って強くなります！」

「…………」

　予想外な言葉に、コーネリアスは虚きよを突かれて目を丸くする。

　――が。次の瞬間、心底愉ゆ快かいそうに声を上げて笑いだした。

「これは、なんと頼もしい！　聖女殿にここまで想われているとは――もしや息子達は、すでにそなたから支えられておるやもしれんな」

「？　そうでしょうか？」

　赤と青。相あい反はんする二人の王子には、助けてもらってばかりだ。何の恩返しもできていないし、彼らの役に立った自覚もない。

　イリスが小首を傾かしげていると、コーネリアスの笑いがようやく収まった。

「心当たりがなければそれでよかろう。これからも、我が息子達の力になってくれ」

「わたくしからも、お頼み申し上げます」

　おもむろに席を立ったアベルティーネは、深々と頭を下げる。

「ラードルフだけでなく、オーヴィル殿下のことも、わたくしは実の息子のように想っております。聖女様、どうか〝息子達〟のことをよろしくお願いしますね」

　髪に挿さした、髪飾りをシャラリと揺らして。ゆっくりと顔を上げた彼女は、一国の王妃ではなく、我が子を案じる母親の面おも差ざしをしていた。

（不思議だわ……）

　姿形はまったく違うのに。

　一瞬だけアベルティーネに、故郷の母の姿が重なって見えた。

（王妃様は、クレディオさんとジェラルド君のことを、本当に心配しているのね）

　血の繋つながった息子の、クレディオだけではない。正室の息子であるジェラルドにすら、惜しみない愛情を注そそいでいる。

　そんなアベルティーネの姿が、イリスにはとても眩まぶしく感じられた。
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　王立ローザリア学院へ戻る、馬車の中。

「……何です、さっきから」

　対面の席から注がれる熱心な視線に、クレディオは眉まゆを顰ひそめる。

　謁見を終えて戻ってきてから、ずっとこうだ。何を言うでもなく、ただじーっと。イリスは興味深そうに、クレディオの顔を見つめていた。

「俺の顔に、何かついていますか？」

「いいえ、何もついてませんよ」

「だとしたら、どうしてさっきから俺の顔ばかり見ているのです？」

　キラキラと輝く空色の瞳。

　不愉快ではないが、こうも凝ぎよう視しされては落ち着かない。

「あっ、ごめんなさい。私ったらつい……」

　どうやら本人は、無意識だったようだ。

　我に返ったイリスは、頰ほおを朱に染め照れたように微笑む。

「クレディオさんって、ご両親とよく似ているんですね」

「俺が？」

　クレディオの眉み間けんに刻まれた皺しわが、イリスのひと言でさらに深くなる。

「兄上は幼少の頃から、父上に似ておられると評判でしたが……俺はそんなこと、初めて言われましたよ」

「確かに、ジェラルド君もそうですね」

　国王コーネリアスは、見事な金髪だ。

　父親からの遺伝だろう。ジェラルドの髪も、鮮やかな黄金こがね色いろだ。目を引く髪色なので、兄弟で見比べられた時、パッと見では彼の方が父親に似て見えるだろう。

　でも……と、イリスは座席から身を乗り出す。

「知ってましたか？　国王陛下の瞳は、クレディオさんと同じ海色なんですよ。髪の色は、王妃様とそっくりだし――ご両親から半分ずつ、命をもらったんだってよく分かります」

　先ほどよりも近くから、顔を覗のぞき込んで微笑む。

　すると、クレディオの手が伸びてきて、座席にしっかりと押し戻されてしまう。

「ちゃんと座っていてください。倒れて怪け我がをしたら大変でしょう」

　ぶっきらぼうに注意すると、イリスはきょとんと目を丸くして――やがて、クスクスと小さく笑いだした。

「何がおかしいんですか？」

「クレディオさんって、心配性ですよね。いつも私のことを気にかけてくれて、いろんなものから護ろうとしてくれます。そんなところが、王妃様にそっくりだと思って」

「母上が、心配性……？」

　怪け訝げんそうに眉根を寄せるクレディオに、こっくりと頷く。

「王妃様は、とても優しい人ですね。クレディオさんのことはもちろん、ジェラルド君のこともすごく心配していましたよ」

　だから――と、イリスは少しだけ眉を吊り上げて言う。

「たまには、王妃様に元気な姿を見せてあげてください。最近、クレディオさんが会いにきてくれないって、寂さびしそうにしていらしたから」

「……そう、母上がおっしゃっていたのですか？」

「はい。お城だったら、日帰りすることもできるじゃないですか。近くで暮らしているんだから、これからは月に一度くらい、王妃様に会いに行かないとダメですよ？」

　小さな唇を尖とがらせて、イリスが珍めずらしくまともな注意をする。

　そんな彼女に、クレディオが何事か言いかけた刹せつ那な――これまで軽快に走っていた馬車が、ガタンと大きく揺れた。

「きゃっ！」

「イリス様っ!?」

　座席から放り出されたイリスを、咄とつ嗟さにクレディオが抱き留める。

「大丈夫ですか？　お怪我は？」

「ありません。クレディオさんが庇かばってくれたから。それより今の揺れは……」

　外の様子を窺うかがうべく、窓の外を見ようとすると引き戻された。

「どうやら、刺し客かくのようですね」

「えっ」

　左手でイリスの肩を抱いたまま、右手で腰の長剣を抜く。

　片手で剣を構えると、クレディオは恐ろしいほど真剣な眼差しで告げる。

「イリス様、俺の側そばから離れないでください。これから、少しだけ怖い目に遭あうでしょうけれど――あなたのことは、俺が護りますから」

　彼がそう言い終わると同時に、馬車の扉が荒あら々あらしく蹴けり開けられた。

　現れたのは黒い法ほう衣いを纏い、覆ふく面めんで顔を隠した一団だ。少なくとも、五人以上はいるだろうか？　全員、黒くろ薔ば薇らのペンダントを身につけ、手には剣を握っている。

「黒衣に黒薔薇……貴様ら、邪教徒だな？」

　海色の双そう眸ぼうをきつく眇すがめ、クレディオが冷たい声こわ音ねで問う。

　質問に答えるつもりなどないのだろう。襲撃者の一人が、無言で斬りかかってくる。その一撃を刃やいばで弾はじいたクレディオは、隙のできた相手の腹部を、容よう赦しやなく軍ぐん靴かで蹴り飛ばした。

「馬車の中では、満足に戦えません。外に出ますよ」

「は、はい……っ！」

　突然の出来事に呆ぼう然ぜんとしていたイリスは、どうにか頷く。

　しっかりと肩を抱かれたまま馬車から飛び出すと、前方からただならぬ悲鳴が聞こえてきた。びくりと身体を震わせ、何事かとそちらを向こうとすると、

「見るなっ！」

　クレディオの鋭い一いつ喝かつに、イリスはぴたりと動きを止める。

「御ぎよ者しや席は絶対に見ないでください。この状況で、あなたが動けなくなりでもしたら困りますから」

「……っ」

　低く抑おさえられた声で囁ささやかれた内容に、背筋がぞわりと粟あわ立だつ。

　見た瞬間、自分がへたり込むような光景が、御者席に広がっている。それがどんなことなのか、さすがのイリスもすぐに理解した。

「クレディオさん、逃げてくださいっ！」

　相変わらず襲撃者達は、ひと言も発することなく攻撃だけ仕掛けてくる。

　物もの盗とりの類たぐいではない。彼らの狙ねらいは人の命だ。

「このままだと、あなたまで殺されてしまいます。私にかまわず、早くっ！」

　クレディオが武芸に秀ひいでていることは、偽の日蝕事件で知っていた。

　けれど、多勢に無勢だ。もし、クレディオまで御者と同じ運命を辿たどったら……と考えるだけで、足が竦すくむほどの恐怖に襲われた。

「馬鹿なことを言うなっ！」

　イリスの肩をさらに強く摑つかみ、クレディオは腹の底から怒ど鳴なる。

「あなたはどうして、いつも自分の命を後回しにするんですか？　俺はあなたを護ると約束しました。少しは、俺のことを信じてください」

「でもっ！　私がいると、足手まといじゃ……」

「俺はそこまで弱くありませんよ。少なくとも、この場を切り抜ける自信はあります」

　それに――と続け、襲撃者の猛もう攻こうを防ぎながら、クレディオはじりじりと後退していく。

「いつ俺が、こいつらと戦うと言いました？」

「えっ？」

「俺にとって大事なのは、あなたを護ること。敵に背を向けることは騎士の恥ですが、俺の誇りなんて今はどうでもいい」

　イリスにだけ聞こえるように、低い声が小さく囁く。

　次の瞬間、彼は馬車に繋がれた馬の胴どう引びき綱づなを断ち切った。そして、間かん髪はつ容いれずに白はく刃じんを真横に薙なぎ、襲撃者を大きく遠ざけた。

「逃げるのなら、二人一緒に」

　ヒラリと馬の背に跨またがったクレディオは、手にしていた剣を襲撃者達へ投げつけ、その隙に軽々とイリスを馬上へ引き上げた。

　母鳥が、卵を包み込むように。

　イリスをしっかりと胸に抱き込んだ彼は、軍靴の踵かかとで馬の腹を蹴った。

「鞍くらがなくて辛いでしょうが、学院までの我が慢まんです」

　長い手た綱づなを括くくり持ち、クレディオは器用に馬を操る。

　横抱きにされたイリスは、馬の背から振り落とされぬよう、彼の胸元にしがみつくだけで精一杯だった。

（あの人達は、いったい何者だったの？）

　闇の色を纏まとう無む慈じ悲ひな集団。

　彼らの犠牲になった御者の悲鳴が、耳に残って離れない。

「助けられなくて、ごめんなさい……」

　置き去りにしてしまった御者に、震える声で謝罪する。

　その声は、強い向かい風にはかなく掻かき消された。
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　謎なぞの襲撃者を振り切って、無事にローザリアへ辿り着いたイリス。

　ハイリア寮の自室へ戻った彼女は、部屋着に着替えると勉強机に向かった。

（多分、この辺に書いてあるはずなんだけど……）

　気持ちが落ち着くと、思考も冷静さを取り戻したらしい。

　クレディオは襲撃者のことを、『邪教徒』と言っていた。王おう国こく歴れきの授業でも、たびたび耳にする集団の呼こ称しようだ。そのことを思い出したイリスは、神学の指導書を開き、邪教徒について調べ始めた。

「えーっと……あっ、これだわ！」

　目的の頁ページを発見して、思わず声を上げる。

　鼻先が触れるほど顔を近づけ、文面に視線を走らせていたイリスは――次第に表情を、強こわ張ばらせていった。

「……なんで？」

　邪教徒とは、邪神ラーザの復活を切望する異い端たん者しや達であるらしい。

　黒い法衣を纏い、光を必要とせずに地下で咲くという、ある種の黒薔薇のペンダントが信者の証だという。邪神復活のためならば手段を選ばず、過去には封ふう呪じゆの門がある王城を攻め落とそうと、大規模な内乱をしばしば起こした。

　神聖ランディエル王国の法律では、邪神崇拝は禁じられている。

　邪教徒であることが発覚したら最後。待ち受けているのは、罪を贖あがなう断だん頭とう台だいだ。

（邪神が蘇よみがえったら、世界は滅ほろびてしまうわ）

　それなのに、進んで封印を解とこうとするなんて――イリスには、彼らの意い図とを理解することはできなかった。

（世界が滅びたら、自分達も死んじゃうのに。せっかく授かった命を、どうして無駄にしようとするの？）

　邪神にとって人の命など、羽よりも軽い。己おのれに心を寄せ、その身を差し出した者にすら、最終的に与えるものは死。そう――邪神に操られた薬草学の教師、リオールのように。

　秘石の力で一命は取り留めたが、仮にも腹部を刃やいばで貫つらぬかれ、灰かい燼じんになりかけた身体だ。後こう遺い症しようのせいで、いまだに彼は教きよう壇だんに立つことができずにいた。

（絶対に、ラーザを復活させたらいけないわ）

　今もなお、狂気に満ちた黄おう眼がんが脳のう裏りに焼きついている。

　人の弱みに付け込んで、心を玩具おもちやのように操る。そんな冷酷な存在がもたらすものは、逃れようのない〝終しゆう焉えん〟だ。

「そして……」

　イリスは、服の上から胸の秘石に手を当てる。

　女神リュシアンからこの石を託された聖女は、邪神の脅きよう威いから世界を護る希望の光。だとすると、ラーザ復活を望む者達からしてみれば、とんだお邪魔虫に違いない。

「イリス様、ただいま戻りました」

　その時、ノックの音が室内に響く。

　自室周囲の警備を強化するよう、部下に手配をすませたクレディオは、先ほどから外出していた。校長に、今回の一件を報告するためである。

「お帰りなさい、クレディオさん。あの、聞いてもらいたいことがあるんですけど――あっ、いけないわ」

　まろぶように扉へ駆け寄り、そのまま鍵を開けようとしたイリスは、あと少しのところで思いとどまった。

　こほんと咳せき払ばらいをした彼女は、改めて口を開く。

「合言葉を確認します。雪せつ原げん地ち帯たいに咲く、フィラ草の花言葉は？」

「……それは、今も言わなければいけませんか？」

「？　だって、合言葉ですから」

　最初は嫌々だった合言葉も、この頃ではクレディオも言い慣れてきた。けれど、今回はどこか様子がおかしい。

　もしかして――と、イリスは身み構がまえる。

「あなた、本当にクレディオさんなんですか？」

「は？」

「きっと、アードラの根を煎せんじた変へん声せい薬やくを飲んで、クレディオさんの声を真似してるんだわ！　だから、合言葉を知らないのよ。『食いしん坊狼おおかみと十匹のウサギ』で、狼さんが同じ手を使っていたもの」

「いや、俺は正しよう真しん正しよう銘めいのクレディオ・レジメントですから！」

「だったら、合言葉を言えるはずです」

　――さぁ、言ってください。

　頑かたくなに求めると、扉の向こうからため息が聞こえた。そして、地の底を這はうような低い声で、ぼそぼそと告げられる。

「……忍にん耐たい、幸運を告げる。私はあなたを護る希望です……」

「正解です。ちゃんと覚えてるじゃないですか」

　瞬しゆん時じに警戒を解といたイリスは、いそいそと鍵かぎを外して扉を開ける。

　次の瞬間、黄色の物体がいきなり飛びついてきた。

「イリスちゃ～ん、大丈夫だった!?　怪我とかしてないわよね？」

「ジュリちゃん？　どうしてここに？」

　扉が開くと同時に抱きついてきたのは、友達一号のジュリ・ラグハーレンだった。

「どうしてもこうしてもないわよっ！　大切なお友達が危険な目に遭ったって聞いて、どうしてジッとしてられるの？　今夜はあたしがこの部屋にお泊まりして、イリスちゃんを護ってあげるわ」

「お泊まりですか？　わあっ、なんだか楽しそうですね！　あ、でも……ジュリちゃんまで、危険な目には遭わせられません」

　相手は、無関係な御者の命を奪ったのだ。ジュリまで同じ運命を辿るなんて、とても耐たえられない。

　けれど、ジュリは「大丈夫よ」と断言する。

「これでもあたし、とーっても強いんだから。お泊まりグッズと一緒に、ちゃんと護身用の武器も用意してきたのよ？」

　片手に持った大きな鞄かばんから、黒光りするものが取り出された。

「それは……フライパン、ですよね？」

「これって意外と便利なのよ。殴ったら結構痛いし、盾たてにすることもできるんだもの。料理にも使えて武器にもできる。一粒で二度美お味いしいってこのことよね」

「というか、いつになったら僕の存在に気がつくのかな？　せっかくこうして、おチビちゃんの様子を見にきてやったんだぜ？」

　どこか揶や揄ゆするような声に、イリスはぱちくりと目を瞬しばたたかせる。

　ジュリの肩越しに、開け放たれたドアの向こうを見ると――クレディオの隣に、緩ゆるく腕組みをしたジェラルドが立っていた。

「ジェラルド君！　もしかして、私のことを心配してくれたんですか？」

「当然だろ。少しは僕のお気に入りだって自覚を持てよ。どこの誰とも分からない馬の骨に、傷一つでもつけられたらお仕置きだからな？　無論、あんたに傷を負わせた輩やからにも、僕が直じき々じきに〝特別なお仕置き〟をしてやるから安心しろ」

　それで……と。ジェラルドの赤せき眼がんが、イリスに張りついたままのジュリをとらえる。

「どさくさに紛まぎれて、お前はいつまでおチビちゃんにくっついてるつもりだ？」

「別にいいじゃない。あたし達、女の子同士だもの」

「何が女の子同士ですか。早くイリス様から離れてください」

　最後に室内へ入ったクレディオは、速すみやかに扉を施せ錠じようすると、ジュリの襟えり首くびをむんずと摑んだ。

　そのまま強引にイリスから引っぺがされ、ジュリは不満げに頰を膨ふくらませる。

「あたしにやきもちを焼くなんて、騎士さんは意外と独占欲が強いのね。二人だけの合言葉なんかも作ってるみたいだし、自分だけ楽しいことしちゃってさぁ～」

「つーか、あれは合言葉じゃなくてクイズだろ。妙にマニアックな知識だから、そう簡単に解ける奴はいないだろうが、他にマシなやつはなかったのか？」

　ジュリだけでなく、ジェラルドまで呆れて半眼になった。

　二人の冷ややかな反応に、クレディオは「仕方ないでしょう」と肩を落とす。

「この合言葉は、イリス様が考えたものですから。俺が提案したものは、残念ながらお気に召して頂けなかったんですよ」

「まぁ、あんまり難しいと、おチビちゃんには覚えられないだろうしな。それにしても、お前がおチビちゃんを護る希望ときたか」

「……不釣り合いなのは自覚しています」

　ニヤニヤと笑っている兄に、ムスッと答える。

　不機嫌を隠そうとしない弟に反して、ジェラルドの口こう端たんはますます吊り上がる。

「誰も、そんなことは言ってないだろ。むしろ今回の件に関しては、お前はよくやったと思うぜ？　邪教徒の連中から、おチビちゃんを護りぬいたんだ。さすが、おチビちゃんを護る希望を自称するだけはあるな」

「あの……そろそろ、俺をからかうのはやめてもらえませんか？」

　こうなることが予想できたから、合言葉は言いたくなかったんだ。クレディオがうつむいて、そんな後悔をしていた時――つんつんと、控えめに軍服の袖そでを引かれた。

　顔を上げると、いつになく真剣な様子でイリスがこちらを見つめているではないか。

「クレディオさん。私達を襲ったのは、邪教徒と呼ばれる人達なんですよね？」

「見た目の特徴が、完全に一致していましたから。間違いないでしょう」

「だとしたら、あの人達は私の命を狙ったんですよね？　聖女の私がいなくなれば、百年に一度の日蝕を終わらせる人がいなくなる。そうしたら、邪神が復活できるから」

「それ、おチビちゃんが一人で推理したのか？　だとしたら上出来だな」

　やればできるじゃないかと、ジェラルドがイリスの頭を撫でる。

　いつもなら、褒ほめられたら心がぽかぽかするのに。今日ばかりは逆に、胃いの腑ふがずっしりと重くなった。

「やっぱり、狙われたのは私だったんですね。でも、どうして邪教徒さん達は、邪神を復活させようとするんですか？　そんなことをしたら、自分達も死んじゃうのに……」

「簡単に言えば、認識の違いだな」

　ティータイム用のテーブルセットの椅子を引き、ジェラルドはどっかりと腰掛ける。

「ヴェレーデの経典には、百年に一度の日蝕は邪神出現の凶きよう兆ちようと記されている。邪神が復活すれば、この世は終わり。すべてが闇やみに支配され、生きとし生ける者はあまねく死に絶たえるであろう――ってな」

「……もしかして邪教徒さん達は、生きていることが嫌なんですか？」

　邪神が蘇よみがえれば、世界は滅びてしまう。そうと分かっていながら、邪教徒はラーザを再さい臨りんさせようとしている。

　それは明らかに、自ら死を手招く行為だ。

「なぁ、おチビちゃん。邪教の魔道書について知ってるか？」

　長い足を優雅に組み、ジェラルドはテーブルに頰杖をつく。

「誰が創そう唱しようしたのかは不明だが、存在だけは確認が取れている。教義にいわく、〝我らが主ラーザは死と再生の支配者である。大いなる闇に包まれた世界は、完全なる終末を経て生まれ変わる。原げん罪ざいの穢けがれとは一切無縁の嬰みどり児ごのごとく――〟とな」

「邪神が死と再生の神様なんて、そんなの噓うそですっ！　だって、ラーザは……」

「大丈夫ですよ。そんな眉まゆ唾つばものの話、本気で信じる者は少ないですから。まぁ、信じてしまった少数派の人間が、邪教を信仰しているのですけどね」

　珍しく声を荒立てるイリスを、クレディオは兄の向かいの席に座らせる。

「あたしの聞いた話によると、邪教徒はこの世の格差を嫉ねたんでるみたいよ？　分かりやすくたとえるなら、貧乏人がお金持ちを羨うらやましいと感じるみたいなもんね」

　持ってきた私物を部屋の隅すみに置きながら、ジュリが「信じられないわよねぇ」とぼやく。

「貧乏が嫌で邪神を復活させようとする暇があるなら、どん底から這はい上がる根こん性じようを見せなさいよ。身勝手なひがみに巻き込まれる方は、たまったもんじゃないわ」

　平民の出であるがゆえ、日々人一倍の努力を重ねてきたジュリは憤いきどおる。

「まぁ、邪神が再臨することで、ある意味この世は平等になるだろうよ。奴は生きとし生けるものすべてに、分け隔へだてなく死を与えるからな」

「だったら、邪教徒さん達にごはんの差し入れをしましょう！」

　パンッと両手を打ち合わせ、イリスがいきなり頓とん珍ちん漢かんなことを発案する。

　途端に、ピンッと張り詰めていた空気が軟なん化かした。

「あのなぁ、おチビちゃん。なんでそんな考えに辿り着いちまったんだ？」

　脱力したジェラルドの問いに、イリスは故郷での生活を語りだす。

「私の暮らしていた村は、とても貧しかったんです。税金を払うだけで精一杯な家も多くて、食べ物が足りない時は、森で調達することもありました」

　当時の自分は、今とは違って食欲の欠片かけらもなかった。なので、薄いお粥かゆの日々が続いても何とも思わなかったし、それを辛いとも思わなかった。

　けれど、健康な身体を手に入れた今だからこそ分かる。

　飢うえがどれだけ、心身を共に苦しめるかということを。

「お腹が空くと悪いことしか考えられなくなる。お父さんがよく、そう言っていました。だから、邪教徒さん達もお腹いっぱいになったら前向きになるはず。その状態で説得したら、成功すると思いませんか？」

「小さな村の諍いさかいくらいだったら、その方法で治まるかもしれない」

　でも――と、ジェラルドは赤眼を眇める。

「残念だが、邪教徒には通用しないだろうな。飯めしを食わせたところで、目を閉じて耳まで塞ふさいだ相手を、どうやって説得するんだ？」

「？　それって、どういうことですか？」

　意味が分からず、イリスは小首を傾げる。

　ジェラルドは気けだるげに髪を掻かき上げ、嫌味っぽく口端を吊り上げた。

「邪教徒どもは他者の言葉に耳を貸すことはない。邪教を崇すう拝はいする者は、縋すがれるものが邪神しかいない奴らだからな。自分が信じているただ一つのものを、他人から否定されたらどうなると思う？　――ヒント、四日前の王国歴で習った」

「四日前……」

　与えられたヒントを元に、記憶の頁ページを遡さかのぼる。

「えっと、あの日はルドロスの反乱を教わったはずですよね？　地方領主だったルドロスという人が率ひきいる反乱軍が、王都に攻め込んできたとか」

「そ。でもそれは、表で語られている歴史だ。実際のところは、田舎いなか貴族のルドロスは邪教の熱心な信者だった。それを知った当時の国王は、棄き教きようするようルドロスに迫ったが、それが引き金となって、大規模な反乱が起こったんだ」

「自分の信じてるものを、完全否定されたんだもの。おおかた、ヒステリーを起こして兵を挙げたんでしょう？　領りよう民みんの迷惑も考えない、とんだ馬鹿領主がいたもんね」

　荷に解ほどきをしながら、ジュリが「あー、やだやだ」と肩を竦すくめる。

「領主が謀む叛ほん人にんになったら、領民まで巻き添えになるのよ？　民を護るのが仕事なのに、何やってんだか」

「後に調べて判明したことだが、ルドロスの家系は代々邪教を信仰していたらしい。半なかば洗せん脳のうに近い形で、ガキの頃から邪神を崇拝してた狂信派だ。邪教では、教義に従わない者には粛しゆく清せいを与えることが掟おきてらしくてな。つまり、ルドロスは邪教を否定した国王を、異端者として断だん罪ざいしようとしたってわけだ」

　国王を異端視したルドロスの方が、今では異端者として歴史で語られている。

　皮肉なもんだと、ジェラルドが冷めた口調でこぼす。

「表おもて沙ざ汰たにされないだけで、邪教徒が絡んだ争いは今でも起きている。そのたびに、聖ルミナリア大神殿と王国が協力して説得を試みたが、毎度火に油を注ぐ結果で終わってるんだ。話が通じるような相手なら、とっくの昔に邪教なんてなくなってるだろうさ」

「そ、そんな……」

　邪教の魔導書に記されていることは、まやかしだ。

　偽いつわりの希望に縋りついて、邪教徒達は命を蔑ないがしろにしている。〝死〟の先にある理想郷を信じているからだ。けれど、そんな世界が創造されることはないと、イリス達は身をもって知っている。

　闇の帝王・ラーザは、絶やす術すべしか知らぬ神なのだから――。

「どうしましょう。お話を聞いてもらえなかったら、邪教徒さん達を助けることもできないし、襲しゆう撃げきもやめてもらえませんよね？」

　小さな両手を胸の前で組み、イリスは表情を曇らせる。

　今にも泣きだしそうな空色の瞳。そっと膝ひざをついたクレディオは、不安げな主と視線を合わせた。

「あれだけ怖い思いをしたのですから、恐れるなという方が無理でしょう。ですが、心配はいりませんよ。警備の強化はすでに手配済みですから」

　安心させるように、できる限りの優しい声で告げる。

　だが、イリスは首を左右に振って「違うんです」と訴える。

「私が襲われると、無関係な人達まで巻き込んでしまいます。クレディオさんも危険な目に遭わせてしまったし、御者さんだって……」

　ただ自分を乗せた馬車を、走らせていただけなのに。それだけのことで、御者は邪教徒の凶きよう刃じんに倒れた。

「どんな怖い目に遭っても、それが聖女の宿命なら我慢できます。でも、私を護るために誰かが傷つくのは、どうしても嫌なんです」

「だったら、約束してやるよ」

　イリスの手を取り、ジェラルドは小指同士を絡からませる。

「おチビちゃんが怪我をするなって言うなら、僕はこれからかすり傷一つ負わない。だから、あんたは黙って護られてろよ」

「ジェラルド君……」

　燃え立つ炎のような瞳には、自分の姿しか映っていない。

　普段の眠たそうな半眼とは違う。ジェラルドの真しん摯しな双眸に見入っていると、不意に自由な方の手を握られた。

「まったくあなたという人は、やはり何も分かっていませんね」

　ため息交じりにぼやきつつ。

　どこかぎこちない仕し種ぐさで、クレディオも小指同士を軽く絡ませる。












「俺は、あなたが傷つくことの方が辛い……いや、あなたに傷つかれると、護衛騎士として困るんです。少しは俺の実力を信じてください。あなたを護るだけの力は、持ち合わせているつもりです」

「クレディオさんまで……」

「あー、二人して抜け駆けしてっ！」

　イリスと指切りをする二人を見て、ジュリが甲かん高だかい声で叫ぶ。

「あたしだって、イリスちゃんに手を出すヤツがいたら黙ってないわよ！　自慢の鉄てつ拳けんをお見舞いして、やっつけてあげるんだから」

「えっと、それじゃあ……私もみんなを護れるように頑張ります！」

　護られてばかりは、絶対に嫌だ。

　しかし、まともに戦ったところで勝ち目はない。剣は重くて持てそうもないし、力一杯殴ったところで、自分の拳こぶしを痛めるだけだ。

「そうだわ！　ウルドの実のしぼり汁と、リーズの葉を混ぜて催さい涙るい薬やくを作りましょう。それをボールに入れて投げつけたら、みんな涙が出て戦えなくなるわ。あと、煙けむり茸だけの成分を利用して、煙えん幕まくみたいなものも作れないかしら？」

　力で戦えないのなら、得意の薬草の知識で戦おう。

　これは名案だ。イリスが内心で自じ賛さんしていると、ジェラルドが声を上げて笑いだした。

「さすが、この僕の興味を引いただけはある。相変わらずおチビちゃんは、頓とん珍ちん漢かんな発想をするから飽きなくていいな」

「？　私また、おかしなこと言いました？」

「自覚して直されたらつまらなくなるから、教えてやらないよ。僕は、世間一般から一本ズレた道を歩く、そんなおチビちゃんが好きだからな」

　繋いでいた小指を離して、ジェラルドは椅子から立ち上がる。

「さて、少しキッチンを借りるぞ。珍しい茶ちや葉ばが手に入ったから、おチビちゃんにもご馳ち走そうしてやろうと思って、わざわざ持ってきてやったんだ」

　制服のジャケットの内ポケットから、小さな缶が取り出された。

　手のひらに載るくらいのサイズだが、洒落しやれた模様が描かれている。ひと目見ただけで、庶民には手が出せないほど高価なものだと分かった。

「わぁ、ありがとうございます！　お茶の支し度たくなら私がします。ジェラルド君はお客さんなんですから、ゆっくり座っていてください」

「ダ～メ。ゆっくりしていなくちゃいけないのは、イリスちゃんの方でしょ」

　腰を浮かせかけたイリスを、ジュリが椅子に押し戻す。

「お茶の準備なら、あたしが手伝うから大丈夫よ。どうせストルヴィアのお坊ちゃまは、茶器の使い方も知らないだろうし。あたしが夜食用に持ってきたスイーツも、イリスちゃんにだけ分けてあげるからね」

「ジュリちゃんが選んだお菓子なら、きっと、ほっぺが落ちるほど美味しいんでしょうね。それじゃあお言葉に甘えて、私は少し休んでいます」

「よーっし。そうと決まったら、みんなでティータイムと洒落しやれ込みましょうか。騎士様、あたし達がキッチンにいる間、イリスちゃんのこと頼みますよ」

　パチンと片目を閉じたジュリは、ひと足先に席を立つ。

　ジェラルドも、ゆったりとした歩調で彼女の後に続き――不意に歩みを止めて、「そういえば」と唐突に切り出した。

「おチビちゃん、お得意の勘かん違ちがいをしてるだろ？」

「えっ？」

「襲撃で邪教徒にやられた御者、勝手に殺してやるなよ。おチビちゃん達が逃げた後、騎士団がちゃんと保護したそうだ。さすがに怪我はしていたみたいだが、ちょっとしたかすり傷程度らしいぞ」

　肩越しにそれだけ告げると、ジェラルドはキッチンの奥へと消えていく。

　思わぬ報告を受けたイリスは、しばし呆然としていたが、やがて一気に脱力した。その弾はずみで身体が揺らぎ、椅子から転げ落ちそうになったところを、すかさずクレディオが支える。

「イリス様、大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫です。ごめんなさい、びっくりしたら、身体から力が抜けてしまって……」

　椅子に座り直し、背もたれに寄りかかると我知らずため息がこぼれた。

「御者さん、生きてたんですね。よかったぁ……」

　ずっと、自分のせいで死んでしまったと思っていた。

　だからこそ、朗ろう報ほうに腰が抜けるほど驚いて――それ以上に、心の底から安堵する。

「そうだわ。催涙玉と煙玉を作る時、特製の傷薬も作りましょう！　あっ、でも……完成したお薬は、どうやって御者さんに届けたらいいのかしら？」

「騎士団で保護しているのであれば、医師の治療を受けているでしょう。あなたが薬を作らなくてもすぐによくなりますよ。それでも、どうしても薬を届けたいのなら俺に言ってください。部下に持っていかせますから」

「本当ですか!?　ありがとうございますっ！」

　極度の安心感から、ぼーっと放心していたかと思いきや。椅子からぴょこんと立ち上がり、イリスは深々と頭を下げる。

　主が護衛騎士に、そんな風に頭を下げてはいけない。

　そんな注意が、喉のど元もとまで出かかったが――イリスが顔を上げた瞬間、クレディオも思わず口元を緩ゆるめた。

「落ち込んでいるより、笑っている方が似合うな」

　まるで萎しおれていた花が、水を与えられて花弁を広げたようだ。

　気が緩ゆるんだせいで、うっかり心の声を漏もらしたクレディオは、「今、何か言いましたか？」とイリスから問われると、即座に澄まし顔を作り、「なんでもありません」とごまかした。







「珍しいこともある」

　棚から茶器を取り出しながら、ジュリはにやにやと笑う。

「本当に、イリスちゃんのことが気に入ってるんですねぇ。〝赤の若わか獅じ子し〟と称されるあなたが、まさか噓までついて女の子を励はげますだなんて……明日、空から槍やりでも降るんじゃ？」

「さぁ、何のことだろうな」

　茶葉を量はかるジェラルドは、あくまでシラを切ろうとする。

　そんな彼の反応に、ますますジュリの笑みが深まった。茶器を整ととのえ、沸わかしているお湯の様子を見つつ、翡ひ翠すい色いろの瞳を猫のように細める。

「私もさっき、部下から報告を受けたんですよね。襲撃に巻き込まれた御者、肩口から腹部にかけてばっさり斬られて、まだ危ない状態だとか」

「なんだ。お前のところにも、もう情報が伝わったのか」

「これでも、この国の軍事責任者ですから。あなたの部下は、私の部下でもあるってことをお忘れなく」

「それは悪かったな。〝ジュリちゃん〟でいる方が自然で、〝ジュリアーノ〟のことはつい忘れがちになるんだよ。この際、一生ジュリとして生きていけばどうだ？」

　作業の手を止めずに、さらりと皮肉る。

　――が、相手もさる者だった。

「私の変装と演技力は、諜ちよう報ほう部隊の連中よりも秀ひいでていますから。かの若獅子、我が国の第一王子オーヴィル殿下に、一瞬でも性別を忘れさせるだなんて、どんな勲くん章しようをもらうより名めい誉よなことです」

　さらっと嫌いや味みを受け流し、ジュリは「それにしても」と話題を戻す。

「生死の境をさまようほどの大怪我が、ちょっとしたかすり傷ですか」

「お前みたいな常人にとっては、重傷かもしれないな。だが、僕からしてみたらそんなもんだ。要は、身体の鍛きたえ方が違うってことだな」

「そういえばあなたは、全治一カ月の怪我を負いながら、一週間療養しただけで動き回っていましたからね。きっと、化け物じみた肉体構造をしてるんでしょう」

「いや、いくつも顔を持ってるような化け物には負けるさ」

「へぇー、そんな化け物がいるんですか。怖い怖い」

　口先だけで怯おびえ、沸ふつ騰とうした湯をポットとカップに注ぐ。

　そんなジュリを横目に、「食えない奴だ」とジェラルドは呟つぶやく。

「何にせよ、早いとこ敵の尻尾しつぽを摑まないとな。個人的だけでなく、この国の王子としても、おチビちゃんに死んでもらったら困るんだよ」

「引き続き部下が捜そう索さくを続けているので、新たな報告が入り次第お知らせしますよ。私としましても、毎日この部屋に泊まるわけにはいきませんから、全力で任務に当たらせています」

「おそらく、今夜はもう動きはないだろうが――相手が、邪教徒の中でもとりわけ狂信派なら、なりふり構わず仕掛けてくる可能性もある。お泊まり会とか浮かれずに、しっかり仕事をしてくれよな、〝ジュリちゃん〟」

　温ぬるくなったお湯を捨て、茶葉をポットの中へ落とす。

　海の向こうから取り寄せた、希少価値の高い茶葉だ。安眠作用があるので、眠れない夜などにジェラルドも愛飲していた。

（側にいてやれない代わりに、せめていい夢でも見せてあげるか）

　イリスと出会ってから、時折、弟のことを羨うらやましく感じるようになった。

　誰よりも側で、護ってやりたいのに。与えられた立場ゆえに、遠くから見守ることしかできない。それが、どうしようもなく歯は痒がゆくて――……、

（初めてだ。僕に気を遣つかわせるだけじゃなく、こんな風に思わせる人間なんて）

　焦しよう燥そう感かんですら、楽しいと感じさせる。

　飽きが訪れない上に、自分の心を動かす少女。このままイリスと共にいたら、この心は果たしてどうなるのだろう？

　その答えは、稀き代だいの超天才児にも分からなかった。
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　邪じや教きよう徒との襲撃を受けてから、三日目。

　いまだ襲撃者の身み柄がらが確保されず、緊張する周囲の人々をよそに。イリスは今日も、潑はつ溂らつとした笑顔で新しい朝を迎えていた。

「今日の朝ご飯は何を食べようかしら？　パンもいいけれど、一度でいいからジュリちゃんのように、お菓子だけお腹なかを一杯にしてみたいわ」

　食堂へ続く廊下をクレディオと並んで歩きながら、朝食のメニューに想いを馳はせる。

　さすがにジュリほどではないが、イリスも甘いお菓子は大好きだ。しかし、デザートに手をつける頃には、いつも主食で胃袋が占領されていた。

「よしっ！　今日は思いきって、デザート全種類制せい覇はに挑戦してみ――」

「いけません」

　イリスの宣言を、クレディオがきっぱりと遮さえぎる。

「あんな偏かたよった食生活をして、体調を崩したらどうするのですか？　食事はバランスよくとらなければ」

「あ、それもそうですね。糖分のとり過ぎで発症する病やまいもあると、医学書にも載っていましたから。お父さんもよく、お母さんに『お菓子を食べると横に広がるぞ』って言っていたので、きっと身体からだが膨ふくらむ病気なんですね」

「それはただ単に、太るという意味ですから」

　主あるじのとぼけた発言に、本日一度目のため息がこぼれた。

　そんな呆あきれ顔のクレディオに、イリスは不思議そうに尋たずねる。

「でも、ジュリちゃんはお菓子ばっかり食べていても元気ですよね？　病気にもならないし、太ったりもしませんよ？」

「あの人は特異体質なんですよ。そうでなければ、三食すべてをデザートだけですませていて、身体からだを壊さないわけがありません。それ以前に、デザートだけの甘ったるい食事など、常人なら三日で飽あきるでしょう」

「普通の人に無理なことができるなんて、やっぱりジュリちゃんはすごいですね。尊敬しちゃいます」

　澄んだ空色の瞳を輝かせ、素直に感動するイリス。また一つ嘆たん息そくしたクレディオは、「尊敬することではないだろう」とぼやく。

　そうこうしているうちに、二人は大食堂に辿たどり着いた。

（今日も、いろんなご馳ち走そうの匂いがするわ）

　巨大なホールに並べられた、六列の長テーブル。今朝もその上では、食べきれないほどの贅ぜいを尽つくした食事が、イリスを手招いていた。

　立ちのぼる香りに刺激され、空っぽの胃い袋ぶくろが愛らしく鳴く。

「もう、お腹がペコペコです……」

　早く食事を楽しみたくて、イリスがキョロキョロと空あいている席を探していると、聞き慣れた声に名前を呼ばれた。

「イリスちゃん、こっちこっち！」

　声のした方を見やると、ジュリが大きく手を振っていた。

　彼女の隣となりには、レーヴェ寮の友人であるルキノ・マリオンもいる。仲の良い友人を発見して、イリスの表情がパァッと華はなやいだ。

「ジュリちゃんにルキノ君、おはようございます」

　笑顔で挨あい拶さつをしながら、二人の対面の席にクレディオと並んで座る。

　ジュリとルキノも、それぞれイリスに朝の挨拶を述べた。

「よかったぁ、イリスちゃんが間に合って。あと少し来るのが遅かったら、寮まで呼びにいくところだったわよ」

「？　今日は、何か特別なことがあるんですか？」

　安あん堵どしたように笑うジュリに、イリスは小首を傾かしげる。

　そういえば――と、周囲を見渡す。着席している生徒達だが、食事を始める気配はない。心なしか、普段より緊張しているようにも見える。

「その様子だと、イリスさんは知らなかったみたいだね」

　ルキノが、菫すみれ色の瞳ひとみを細めて穏おだやかに微笑ほほえむ。

「今日はね、四寮りよう長ちようの〝朝礼〟があるんだよ」

「朝礼、ですか？」

「うん。四寮長が一いち堂どうに会かいするなんてあんまりないんだよね。だから、どうせなら一番近くで見ようって、ジュリさんから誘われて席を取ってたんだ」

「そうだったんですか」

　言われてみて初めて、なるほどと納得する。

　いつもなら、大食堂の後方。あまり目立たない、端はしっこの席で食事をとることが多いが、今日は最前列のど真ん中に二人は陣じん取どっていた。

「それにしても……」

　朝礼とは具体的に、どんなことが行われるのだろう？

　そう尋ねようとした時、ホールの喧けん騒そうがぴたりとやんだ。

「みんな、どうしたのかしら？」

　ぽつりと呟くと、隣から「しっ」とたしなめられる。

「どうやら、始まるようです」

　低く抑おさえた声で、クレディオが耳元で囁ささやく。

　彼の視線を辿ると、後方の大扉に行き着いた。

　ちょうど、扉をくぐって現れたのは、豪ごう奢しやな装飾が施ほどこされたケープを羽は織おった四人の生徒。各寮の制服を纏まとった彼らは、堂々とした足取りで食堂の前方に歩を進める。その後ろには、巨大な寮りよう旗きを掲かかげる生徒が続いた。

（あの人は……）

　青いケープをなびかせる、銀ぎん髪ぱつの女子生徒には見覚えがある。

　入学式が終わった後、寮まで案内してくれたハイリア寮の寮長だ。

（それじゃあ、この人達が四寮長さん達なのね）

　ローザリアには、東西南北に色違いの寮が四つある。

　それぞれの寮名は、神話に登場する四精霊の名を冠かんしていた。赤は炎の精霊アレス、青は水の精霊ハイリア。緑は風の精霊レーヴェ、黄は大地の精霊ディゼルトだ。

　威い風ふう堂どう々どうとした四寮長の入場を、誰もが黙って見つめている。お喋しやべり好きな生徒達も会話を忘れるほど、彼らは異質な雰ふん囲い気きを放っていた。

「全校生徒諸君。これより、四寮合同の朝礼を始める」

　イリス達の目の前。大食堂の一番高い壇だん上じように並び立つと、アレス寮の寮長と思われる赤いケープの女子生徒が、よく通る声で朗ろう々ろうと宣言する。

　彼女から目め配くばせされ、ディゼルト寮の寮長が言葉を引き継ぐ。

「僕達がこうして集まったのも、重大な発表があるからだ。――といっても、決して悪い報しらせではないから大丈夫だよ」

　そう言って、ディゼルト寮の寮長は片目を閉じる。

　柔にゆう和わな笑顔で微笑んではいるが、彼からも確かな威い厳げんが感じられた。他の寮長もタイプは違えど、侵おかし難い品格を自然と醸かもし出している。

「新入生にとっては初めての〝精せい霊れい祭〟が、二週間後に執とり行われることに決まった。今年は、風の精霊レーヴェを称たたえる音楽祭だ」

「音楽祭？」

　思わず声に出して繰り返すと、すかさずクレディオから口を塞ふさがれた。

　そして彼は、イリスにしか聞こえない声でぼそぼそと説明する。

「精霊祭は年に一度行われる、ローザリアの祭事です。開催日は、〈星ほし詠よみの巫み女こ〉の託たく宣せんで決まり、その年の精霊へ感謝を捧ささげるのですよ。今年はレーヴェ寮が主催となる、風の精霊祭が開かれるようですね」

「も、もが……」

　口は塞がれているので、何度も頷うなずいて理解したことを示す。

　最後に、「静かにしていてください」と釘くぎを刺さし、ようやくクレディオは手を離した。自由になった口で、イリスが新鮮な空気を吸い込んでいると、ハイリアの寮長が後を続けた。

「本日より授業は午前のみになり、午後からは各寮の学年ごとに、定められた演目の練習をしてください。精霊祭の最後には、仮面舞踏会が開かれます。そのため、昼休みには四寮合同でのダンス練習を行いますが、こちらは強制参加ではないので、参加するか否いなかは各自の判断に任せます」

　静かな声で言い終えると、ハイリアの寮長は隣を仰あおぎ見る。

　彼女が目顔で続きを促うながしたのは、レーヴェ寮の寮長だった。

（わぁ、懐かしい）

　レーヴェの寮長は、今日初めて目にしたはずだ。けれどイリスは、彼とよく似た顔を過去に知っていた。

　硬そうな短い黒髪。険けわしく顰ひそめられた眉根に、鋭するどい眼光。きつく引き結ばれた口と、がっしりした大きな身体つきは――やはり、似ている。

（お父さんとお兄ちゃんが獲ってきたクマさんも、こんなお顔をしてたわ！）

　初めてクマ鍋なべを食べた日。

　父と兄が、狩ってきたクマを誇ほこらしげに見せてくれた。その時のクマの顔こそが、レーヴェの寮長に瓜うり二ふたつだったのだ。

「ロイド、キミの番だよ」

　ディゼルトの寮長から促されるが、レーヴェの寮長は口を開こうとはしない。

　無言を貫つらぬく彼に、アレスの寮長が焦じれ始めた。

「エーベルスト、早く説明をしろ。今年はお前の寮が主催なのだぞ」

「…………」

　相変わらず沈黙を守る、レーヴェの寮長だったが――おもむろに懐ふところを探り、一巻きの羊よう皮ひ紙しを取り出した。

　そして彼は、大おお股またでゆったりと歩き出す。

「……立て」

「えっ」

　レーヴェの寮長が向かったのは、なぜかルキノの元だった。

　自寮の寮長から下された、突然の命令。頭の回転が速い特とく待たい生せいのルキノも、事態が呑のみ込めずに固まってしまう。

　だが、その硬こう直ちよくもすぐに解とけた。

「聞こえなかったのか？　立て」

「は、はいっ！」

　獣けものが唸うなるような低い声に、ルキノは慌あわてて立ち上がる。

　二人の間には、頭一つ分以上も身長差があった。睨にらみつけられるように見下ろしてくる寮長の目を、ルキノは怯おびえながらも視線を逸そらさずに見つめ返す。

　そんな彼に、レーヴェの寮長は持っていた羊皮紙を押しつけた。

「読め」

「ボ、ボクがですか？　でも……っ」

「いいから、読め」

　繰り返された指示には、有う無むを言わせぬ圧あつ力りよくが込められていた。

　野生のクマのような形ぎよう相そうで、こうもプレッシャーをかけられては、誰も断ることなどできまい。ルキノも戸惑いがちではあったが、言われた通りに羊皮紙を広げ、内容をたどたどしくだが読み上げ始めた。

「えっと……仮面舞踏会には、例年通り王族から来らい賓ひんを迎えます。今年は、第一王子のオーヴィル殿下が遊学先より一時帰国されるそうです」

「えっ。ジェラルド君が、出席するんで――もがっ」

　先ほどよりきわどい内容を口走ったイリスの口を、またしてもクレディオが塞ぐ。

　幸い、第一王子の参加を知らされ、周囲の生徒達は沸わき立っていた。お陰で、今しがたの失言は誰の耳にも届かずにすんだ。

「イリス様、人前で不用意な発言はなさらないでくださいっ」

「ら、らっふぇ……きにふぁっふぁんれふ」

「気になったからといって、誰かに聞かれたらどうするんです。下へ手たをすれば、俺と兄上が学院を去らねばならない事態になるのですよ」

「！　ふぉれは、いひゃれふ」

　もがもがと即答したイリスに、クレディオはため息をつく。

「本当にお嫌でしたら、軽けい率そつな言動は慎つつしんでください。仮面舞踏会については、後ほど説明しますから」

　分かりましたか？　と問われ、慎重に一度だけ頷く。

（二人と一緒にいられなくなるのは、絶対に嫌です）

　せっかく友達になれたのに。自分の発言が原因で、二人の王子と離ればなれになる危険があるというなら、おとなしく黙っていよう。

　心で強くそう思い、イリスはキュッと口を引き結んだ。

「……俺の言うべきことは、以上だ」

　ぼそりと呟いたレーヴェの寮長は、ルキノに向けて手を差し出す。自分の代理を務めさせた後輩から羊皮紙を受け取り、踵きびすを返そうとした彼は――ふと、イリスに目を留めた。

　ジッと、鋭い眼光が注がれる。

　他の生徒なら恐れおののいて逃げ出すかもしれないが、イリスは違った。次第に険しくなる視線を、最初は不思議そうに見返していたが……やがて彼女は、にっこりと愛らしく微笑んだ。

　すると、レーヴェの寮長の額ひたいにいくつもの青筋が浮かんだ。

「エーベルスト」

　その時。イリスと睨み合う（？）レーヴェの寮長の名を、アレスの寮長が呼ぶ。「朝礼中だ」と小声で諫いさめられた彼は、ようやくイリスから視線を外した。

　彼が壇上に戻ると、アレスの寮長が咳せき払ばらいをして注目を集める。

「風の精霊祭まで、準備期間は二週間しかない。各自最善を尽くし、レーヴェの御み心こころにかなう素晴らしい祝祭にしようではないか」

　男おとこ勝まさりな彼女のひと声に、食堂に集まった生徒全員が賛さん同どうの声を上げた。

　すでに精霊祭を経験した上級生は、興奮気味に。初体験の一年生も、噂うわさだけは知っている者が多いのだろう。しきりに、「楽しみだ」「ドレスを選ばなくちゃ」など、さっそく友人らと盛り上がっている。

　こうして拍はく手しゆ喝かつ采さいが巻き起こる中、初めての四寮合同の朝礼は終わりを迎えた。







「あーあ、なんか期待外はずれ」

　四寮長が退たい席せきすると、朝食が開始されたのだが……ジュリは不服そうに、スプーンでプティングをつついていた。

　パンを頰ほお張ばっていたイリスは、きょとんと目を丸くする。

「ジュリちゃん、何がそんなに残念なんですか？」

「だって……寮長ってもっと、華があってカッコいいと思ってたのにぃ～。一人だけ、猛もう獣じゆうみたいなのが紛まぎれ込んでるんだもの」

「それって、うちの寮長だよね。なんか……その、ごめん」

　話題の的が自寮の代表であったため、ルキノが気まずそうに謝あやまった。

　そんな彼に対して、「謝ることなんかないわよ」と、余計にジュリがぶすくれる。

「一番の被害者はルキノ君じゃない。いきなり近寄ってきたかと思ったら、後輩に自分の役目を押しつけるなんて……」

「まぁ、うちの寮長は無口だから」

「無口にしては、人を脅おどすのだけはお上手じようずみたいだけどね」

　ふんっと鼻を鳴らしたジュリは、大口を開けてプティングをむさぼる。

「イリスちゃん。レーヴェ寮の寮長さんには、近づかない方がいいわよ。さっきだって、すっごい睨まれてたし」

「でも、あの寮長さんは森のクマさんに似てますよ？　絵本の中のクマさんは、迷子まいごの女の子を助けたり、落とし物を拾ってくれる正義の味方です」

　強こわ面もてだから、村人に嫌われがちな設定もよくある話だ。

　けれどクレディオまで、ジュリの忠告に同調した。

「俺としても、信用できる者以外との接触は避けていただきたい。まぁ、それはレーヴェの寮長だけでなく、他の大多数にも言えることですがね」

「所属してる寮が違うんだし、イリスちゃんから近づかない限り、偶然遭そう遇ぐうする可能性は低いでしょ。だーかーら、絶対に会いに行ったりしちゃダメよ？　頭からぱくっと、丸呑みされちゃうかもしれないもの」

「むー……クマさんは、善よい動物さんだと思うけど……二人がそこまで言うのなら、クマさんとは会わないようにします」

　非常に渋々とだがイリスが納得すると、クレディオとジュリは胸を撫なで下ろす。

「それにしても、オーヴィル殿下もご苦労なもんよね。仮面舞踏会のためだけに、わざわざ遊学から戻ってくるなんて」

「でも、王族が学院の行事に参加するなんてすごいことだよね。ボクは一度も王子殿下の姿を見たことがないから、ちょっと楽しみだよ」

　ルキノは王子の来訪に好意的だが、ジュリは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

「ローザリアは王室が設立した学院だもの。その行事に参加するってことは、生徒の素そ行こうや内情を探るようなもんよ。いわば、監かん査さみたいなもんじゃないの？」

　でもまぁ……と、スプーンをくわえたジュリは、にやりと笑う。

「あたしの情報によると、仮面舞踏会に参加する王族は、毎年特別に選ばれた女子生徒と踊るそうよ。そのせいで、女の子の間では誰がパートナーになるのか、ものすっごい戦争が起きてたみたいだけど――今年は、イリスちゃんがいるから安心よね」

「私、ですか？」

「だって、イリスちゃんは未来の王妃様だもの。聖女様を押おし退のけてまで、王子殿下のお相手をする勇気なんか、いくら見み栄えっ張ぱりなお嬢様がたにだってないわよ」

「でも私は、ジェラ……いえ、オーヴィル殿下のお嫁さんになるって、決まったわけじゃないですよ？　クレ……えっと、ラードルフ殿下のお嫁さんになることだって、あるはずなんですけど」

　危うく口を滑すべらせかけながらも、おずおずと喋る。

　クレディオの様子を窺うかがうと、険しく眉み間けんに皺しわを寄せていたが、とりあえずは許きよ容よう範はん囲いらしい。今はまだ、黙ってイリスの好きにさせていた。

「そういえば、オーヴィル殿下の話はよく聞くけど、ラードルフ殿下については、あんまり噂を聞かないなぁ。いったい、どんな方なんだろう？」

　本人が目の前にいるとも知らず。

　何げなくルキノが口にした話題に、イリスがいち早く食いついた。

「とっても素敵な方ですよ！　真ま面じ目めで、すごく剣の扱いが上手なんです」

「へぇー、そうなんだ」

「寝ね癖ぐせがついていると直してくれるし、転びそうになると助けてくれます。いろんなことを教えてくれたりして――……」

　クレディオさんは、本当にいい人なんです。

　うっかり、そう口走りそうになったイリスの口に、すかさずパンが突っ込まれた。

「イリス様は、このレーズンパンがお好きでしたよね？　さぁ、遠えん慮りよせずにたんと召し上がってください」

「も、もがもが……」

「あと。お喋りは、口の中のものを呑み込んでからにしてくださいね」

　危うく、正体がバレるところだった。

　口内のパンと格闘しているイリスに、クレディオはげんなりと肩を落とす。そんな彼らを尻しり目めに、ジュリが素知らぬ顔で話を戻した。

「ラードルフ殿下の噂が少ないのは、昔から表に出たがらない人だからなのよ。どこぞのお嬢様がたは、〝影の王子〟とか言ってもてはやしてるみたいだけど、少しは日光浴びないとダメよね。じゃないと、今にカビが生えるわよ」

「カビって……ジュリさんは、いろんなことをはっきり言うよね」

「どうせ本人は聞いてないんだし、言いたいことを我慢するなんて、ストレスの原因になるもの。それなら、好きなこと言ってスッキリした方が楽よ」

　チラリとクレディオを見て、ニヤリと口こう角かくを吊り上げる。

　そんなジュリに、クレディオはますます眉間の皺を深くしたが――ルキノだけは、ひどく感心していた。

「ジュリさんはすごいよね。なんだかボク、憧あこがれちゃうな」

「そう？　あたしは別に、特別なことしてるつもりはないけど……」

「それでも、ボクはすごいと思うよ。自分の意見をはっきり言える、ジュリさんのそういう堂々としてるところ、ボクは好きだよ」

「へっ？　あっ、えっと……」

　どこか照れた様子のルキノから「好きだよ」と告げられ、ジュリは珍しく言葉を濁にごした。

　今度はそんな彼女を、クレディオが不敵に笑って眺めている。あたかも、「いい気味だ」と言わんばかりに。

「そ、それよりっ！　早くごはんを食べないとね！」

　ガッと器うつわを摑つかんだジュリは、残りのプティングを口内に流し込む。

　自や棄けになったようにデザートをがっつく彼女は、くぐもった声で周囲も急せかす。

「ほら、みんなも早くしないと！　朝礼があったせいで、いつもより朝食の時間は短いんだから。急がないと、午前の授業に遅刻しちゃうわよ」

「そうですね。私もジュリちゃんに負けないように、たくさん食べないと！」

　いろいろとはぐらかされたとも知らず。イリスもフォークを握り締め、大きな魚の香こう草そう焼やきにかぶりつく。

　マナーなどすっかり忘れ、食事に熱中する主に眉間を押さえ、

「時間ならまだありますから、もう少し落ち着いて食べてください」

　すっかり癖くせになったため息を、クレディオはひっそりとつくのだった。
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　風の精霊祭の開催が発表された、翌日。

「ジェラルド君達は、どんな演だしものをするんですか？」

　一緒に教室を移動する途中に、イリスは何げなくジェラルドに尋ねる。

　以前は、彼とクレディオが顔を合わせると険悪な空気が流れていた。けれど、今ではそのようなことはなくなり――逆に、二人の間で奇妙なやり取りが、頻ひん繁ぱんに交わされるようになった。

　決して、仲間には入れてもらえないけれど。

　二人が仲良くなったのはいいことだと、イリスはひそかに満足していたりする。

「人に何か尋ねる時は、まず自分から。僕はそう教わって育ったけど？」

「あっ、そうですね。私達ハイリア寮の一年生は、讃さん美び歌かの『美しき潮しお騒さいの調べ』という曲を歌うことになりました」

「へぇー。あの曲は割と簡単だから、間ま抜ぬけなおチビちゃんにも歌えるんじゃないか？」

「私、讃美歌なんて歌うのは初めてだから、たくさん練習するつもりです。一緒に歌うみんなに、迷惑はかけたくないので」

「んじゃ、せいぜい頑張るがいいさ。独こ楽ま鼠ねずみのようにな」

　他人が聞けば立派な皮肉も、イリスにとっては嬉しい応援だ。

　満面の笑顔で「頑張りますっ！」と言い、彼女はにこにこと言葉を続ける。

「それで、ジェラルド君達の演目は何なんですか？」

「そんなもの知らないよ。僕は最初から参加するつもりなんかないし、当日は余計なことしてる暇はないから」

「えっ？　それって、どういうことですか？」

「簡単に説明すると、こういうこと」

　ニヤリと笑ったジェラルドは、イリスの腰に手を伸ばす。そのまま身体を引っ張られ、気がつくとワルツのポーズを取らされていた。

　驚きに目を瞠みはるイリスの耳元で、ジェラルドは艶つややかな声で囁く。

「風の精霊祭の当日、僕は学生のジェラルド・ストルヴィアではいられないからな。未来の奥方と、ダンスを踊る予定があるから、忙しいってわけ」

「な、何をしているのですか！」

　黙って見ていれば、いきなりイリスと密着するなんて。

　上うわ擦ずった声で叫んだクレディオは、すぐさま兄と主を引き離した。そして彼は、兄をひきずって廊下から外回廊へ出る。

「こんな人目につきやすい場所で、不ふ埒らちなことはしないでくださいっ」

「だったら、人目がないところでなら何をしてもいいのか？」

　意地の悪い笑えみを浮かべたジェラルドに、クレディオが思わず怯ひるんだ。

　その隙すきに、表情から腹黒さを消したジェラルドは、爽さわやかにイリスへ語りかける。

「どうだい、おチビちゃん。今度、僕の部屋へ遊びにこないか？」

「えっ、でも……男の子のお部屋に、女の子は遊びにいったらいけないって、寮りよう則そくに書かれていましたよ？」

「大丈夫。寮りよう監かんの先生に、僕から許可をもらっておくから」

「脅おどして認めさせるの間違いでは……」

　クレディオがぼそりと呟くと、「何か言ったか？」と黒い笑みを向けられる。

　その迫力に気け圧おされ、何も言えずにいると――イリスが代わりに、能のう天てん気きな笑顔で口を開いた。

「それなら、今度クレディオさんと一緒に遊びに行きますね」

　彼女の無邪気な返答に、さしものジェラルドも頰を引きつらせる。

「あのさ。僕はおチビちゃんだけ、部屋に招待するつもりなんだけど？　どうして騎き士し様まで連れてくるんだよ」

「だって、クレディオさんは私の護衛騎士さんですから。どこに行くのだって、一緒じゃなきゃいけないんです。それに、遊ぶのなら大勢の方が楽しいじゃないですか」

　どうせなら、ジュリやルキノも呼ぼうか。

　わくわくと胸を弾ませ、遊びの計画を練りだすイリス。楽しそうな彼女を横目に、異母兄弟は揃そろって疲れた顔になる。

「僕ですら予想できない言動には飽きないけど……どうしてだろうな。時々無む性しように、おチビちゃんの反応が虚むなしく感じるのは気のせいか？」

「これくらいは日常茶さ飯はん事じですよ。報むくわれなくて残念でしたね」

「残念がってるようには、全然見えないがな。まぁ、お前に先を越されないように、これからじっくり攻めていくからいいさ」

「あぁ、そうですか。俺は護衛騎士として、全力で阻そ止しさせて頂きますけれど」

　チラッと視線を合わせ、同時に口端を吊り上げて笑う。

「あっ！　二人だけ仲良しなのは、ずるいですよ」

　笑顔で牽けん制せいし合う兄弟が、楽しい話題で盛り上がっていると勘違いしてか。「私も交ぜてください」と、一人だけ廊下にいたイリスが外そと回かい廊ろうに出た刹せつ那な――。

「……ん？」

　パラッと、空から何かが降ってきた。

　なんとはなしに上を見たクレディオは、大きく目を見開いた。

　開け放たれた三階の窓から、二本の腕が伸びている。その手が持っているのは、大きめの植木鉢だった。

「イリス様、危ないっ！」

　次の瞬間には植木鉢から手が離され、落下を始めた。

　このままでは、イリスに直撃する。頭で理解すると同時に自然と身体が動き、クレディオはイリスを突き飛ばした。

　彼女の代わりに、植木鉢の直撃を食らうことを覚悟していたが――、

「ぐ……!?」

　脇わき腹ばらを凄まじい衝撃が襲い、なぜか身体が真横に吹っ飛んだ。

　クレディオが地面に転がると同時に、陶器の割れる音が響いた。

「お前ら、大丈夫か!?」

　上体を起こして振り返ると、兄が蹴けりを入れた後の体勢をしていた。ついでに身を起こした弾みで、脇腹がズキリと痛んだ。

　――身体を吹っ飛ばした謎の力は、どうやら兄の蹴りだったらしい。

「あなたの脚きやく力りよくのお陰で、無事でしたよ」

「それなら、おチビちゃんのことは頼むぞ。捕ほ縛ばくは難しいと思うが、俺は部下達に繋ぎを取って、犯人を追う」

「そんな、危険です！　お待ちくださいっ！」

　必死に引き留めようと叫ぶが、兄の背中はあっという間に見えなくなった。

「まったく、無茶をするのだから……」

　第一王子という立場で、自みずから危険に飛び込むようなことをするなんて。大臣が知ったら卒そつ倒とうするだろう。

　その時、イリスがもぞりと身じろいだ。

「クレディオさん……今、何が起こったんですか？」

　廊下から出た途端に、いきなりクレディオから突き飛ばされた。そのまま地面に倒れ込み、訳が分からないまま今に至る。

　身を起こすと、クレディオの肩越しにあるものが見えた。

「あれは……っ！」

　外回廊の石いし畳だたみに叩きつけられ、植木鉢が無残に砕くだけているではないか。

　破片と土が飛び散っている。植えられていた小さな木も、落下の衝撃で、枝がところどころ折れてしまっていた。

「いったい、誰がこんなことを……」

「分かりません。兄上が今、犯人を追いに向かいましたが――捕まえるのは、難しいでしょう」

「邪教徒さん達だけじゃなくて、学院にまで、私のことを嫌いな人がいるのでしょうか？」

　立ち上がったイリスは、砕けた鉢植えの側そばまで行く。

　その場にしゃがみ込み、彼女はそっと折れた木を手にする。いつになく悲しそうなイリスの横顔に、クレディオの胸までチクリと痛む。

「鉢植えを落とした犯人の顔は見ていませんが、服の袖そでは緑色でした」

「緑ってことは、レーヴェ寮の人ですよね？」

「えぇ、おそらくは……」

「……そうですか」

　沈んだ声で呟き、イリスは俯うつむく。

　どんなに前向きでも、彼女だって年頃の少女なのだ。命の危険に何度も曝さらされ、怖くないはずはないだろう。

　そう思ったクレディオが、なぐさめようとした時だ。

「よかったぁ！　クレディオさん、この子はまだ助かりますよ」

「……は？」

　勢いよく立ち上がったかと思えば、何の脈みやく絡らくもないことを言いだす。

　何事かと目を丸くしていると、折れ曲がった木を突き出された。

「折れた部分を固定して、新しい鉢に植えてあげたら大丈夫です。でも、早く処置しないと、取り返しのつかないことになるでしょう」

「……まさか、今まで木の状態を診みていたのですか？」

「？　はい、そうですけど？」

　あっさりした回答に、がっくりと肩を落とす。

　謎の襲撃に怯おびえている。てっきり、そう思っていたのに――傷ついた木の心配をして、あんな悲しそうな顔をしていたとは。

「念のために聞きますが、痛いところはありませんか？」

「えっと、きっとこの枝の部分が痛いと思いますよ？　ぽっきり折れてますから」

「俺は木の心配ではなく、あなた自身の身体のことを聞いているんです。咄とつ嗟さに突き飛ばしてしまったので、怪け我がとかしていませんか？」

「クレディオさんが庇かばってくれたので、一つも怪我なんてしてません。それより、早く木の手当てをしなきゃ！」

　姿なき襲撃者を恐れるよりも、植物の手当てを優先させる。

（これはこれで、イリス様らしいと思うが……）

　暗殺を怖がろうとしない、彼女の突とつ飛ぴな行動が何を意味するのか。

　そのことを深く考えると、微かすかに胸が痛んだ。

「木の治療をするのでしたら、まずは安全な場所へ避難しましょう。兄上からの報告が入るまでは、授業に出るのも危険ですから」

　イリスが何を考えているのか、そんなことは分からない。だからこそ、クレディオは今の自分にできることをすることにした。

　そんな彼の複雑な心中を知らず、イリスは眩まばゆい笑顔で頷いた。
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　鉢植え投下事件の翌日。

　レーヴェ寮を中心に、徹底的な調査をしたにもかかわらず、犯人と思われる生徒を特定することはできなかった。馬車を襲撃した邪教徒の足取もいまだ摑めず――今まで以上にイリスの身辺警護は強化されていた。

　だが、相変わらず当の本人は、暢のん気きに日々の生活を楽しんでいたりする。

「クレディオさん、『美しき潮騒の調べ』ってキレイな曲なんですね！　歌詞にも、感動的な物語が込められていて――私、すごく大好きになりました」

　ついさっき、各寮学年別の練習が終わった。

　ハイリア寮の一年生は、大聖堂にて初となる通し練習リハーサルを行っていたのだが――どうやら、イリスの満足ゆく結果に終わったようだ。

　自室に戻りお茶を楽しむ彼女は、いつも以上に上機嫌だった。

「それはよかった。聖歌に興味を持つのはよいことです。他にも美しい曲は数多くありますので、これを機に、それらも覚えてはいかがでしょう？」

　いずれ聖歌の知識は、神学の授業に関わってくる。興味がある今のうちに覚えさせれば、後で教える手間が省はぶけるはずだ。

　そんな計画を、クレディオが練ねっているとも気づかず。

　イリスは花が綻ほころぶように、無邪気に微笑む。

「他の聖歌もきっと素敵なんでしょうね。風の精霊祭が終わったら、いろいろと歌えるように練習してみます。実は村にいた頃、歌をうたうことを家族から禁止されていて……だから、今は大きな声で自由に歌えて楽しいんです」

「歌を、禁止されていた？」

　にこにこと笑う主とは対照的に、クレディオは眉根を曇らせる。

「それは、身体が弱かったせいですか？」

「うーん……それが、私にもよく分からないんです。鼻歌をうたっているだけでも、『頼むからやめてくれ』って言われましたから。――あっ。そういえば、寮の皆と聖歌の練習をしている時も、似たようなことを言われましたよ」

「なんですって？」

「私が歌っていると、みんな苦しそうな顔になって、どんどん黙っていくんです。しばらくすると、ピアノの音も止まってしまって……そんなことが何回も続いて、六回目に指し揮きをしていた先生から、『少しお休みしてください』と言われました」

　みんなが練習をしているのに、自分だけ休むわけにはいかない。

　当然、イリスはそう訴うつたえたが――他の寮生までも、「イリスさんは休んでいて」と口を揃えるので、無理やり休きゆう憩けいを取らされてしまった。

「私は全然疲れていなかったのに、どうしてなんでしょう？」

　無自覚なだけで、自分は具合が悪そうな顔でもしていたのだろうか？

（そんなことはないわよね。だって、みんなの方が気持ち悪そうにしていたもの）

　もっと歌いたかったのに、と。

　残念そうにしているイリスに、恐おそる恐おそるクレディオが申し出る。

「あの。もしよろしかったら、今ここで課題曲を歌ってみてくれませんか？」

「えっ！　クレディオさん、私の歌を聞いてくれるんですか？」

　パッと表情を輝かせたイリスに、クレディオはやや引きつり気味の顔で頷く。

「個人的に、あなたの歌声には興味があるので……いろいろと」

「まぁ、嬉しいっ！　私の歌が聞きたいなんて、生まれて初めて言われたから、なんだかドキドキしちゃいます」

「俺もある意味で、ドキドキしていますよ」

　どうか、予想が外はずれていますように。

　クレディオはそう思いながら、心の中で十字を切る。

「それじゃあ、クレディオさんのために一生懸命歌いますね」

　ぴょこんと椅い子すから立ち上がり、胸の前で小さな手をそっと組む。

　目を閉じたイリスは、母なる大おお海うな原ばらに想いを馳はせ、深く息を吸い込み――次の瞬間、甲かん高だかい奇き声せいを発した。

「な、なんだこれは……っ!?」

　硝子ガラスを爪つめでひっかくよりも、強烈でいて凶悪な音だ。音程に合わせて、不快かつ不安定に変動する歌声に、背筋が一気に粟あわ立だつ。

　これは酷ひどい。気を抜くと、耳が破壊されてしまいそうだ。

　歌の威い力りよくも恐ろしいが、この破壊音を歌だと思い込む、イリスの聴覚が最も恐ろしい。

「も、もう結構ですっ！　やめてください！」

　耳を塞ふさぎたくなる衝動をこらえて必死に叫ぶと、拷ごう問もんじみた歌声がピタリと止まる。

　室内に静寂が戻り、クレディオはホッと胸を撫で下ろした。

「えっと、その……どうでしたか？」

　もじもじとスカートの裾すそを握りながら、空色の瞳が上うわ目め遣づかいに問う。

「あなたの歌を聞いて、予想が確信に変わりました」

「？　どういう意味ですか？」

　小動物のような仕草で、イリスは小首を傾げる。

　そんな彼女に、クレディオは「気にしないでください」と告げた。

「それより、イリス様は歌がお好きなんですよね？　今よりも、たくさん歌をうたいたいとは思いませんか？」

「当然じゃないですか。『小波さざなみの恋歌』という物語に、サーシャという歌姫が出てくるんです。彼女の歌声を聞いた者の心は癒いやされ、どんな悪人でも改かい心しんするんですよ。私もサーシャみたいに、誰からも愛される歌をうたってみたいから、もっと練習がしたいです」

「では、俺に任せてください。決して悪いようにはしませんので」

　誰からも愛される歌姫を目指す前に、耳を破壊する歌声を、まずは音おん痴ちレベルまで改善しなくては。でなければ、風の精霊祭当日の大聖堂を悲劇が見舞うだろう。

（聖歌が歌えない聖女というのも、あんまりだしな……）

　聴ちよう衆しゆうの鼓こ膜まくと、救国の聖女としての権けん威いを守るためにも。

　クレディオは早速、とある計画を練りだした。

　　　　　[image: ]

「さあっ！　ジュリ先生が教える、楽しいお歌の時間が始まるわよ」

　日当たりの悪い北校舎は、放課後になるとめっきり人ひと気けがなくなってしまう。

　三階には第三音楽室があり――寮別の練習を終えたイリスは、クレディオにここまで連れてこられていた。

「あの、これはいったい……？」

　音楽室には、ジュリとルキノの二人が揃っていた。

　ジュリは、女教師の真ま似ねでもしているのだろうか？　逆ぎやく三さん角かつ形けいの眼鏡をかけ、手には指タ揮ク棒トを持っている。ルキノといえば、窓辺にあるグランドピアノの前に座り、楽譜を譜面台に置いていた。

「そこの、澄まし顔の騎士様から頼まれたのよ。『イリス様のために、ひと肌脱いでほしい』ってね」

「えっ。クレディオさんが……？」

　驚いて振り仰ぐと、彼はばつが悪そうな顔をしていた。

「俺がお教えできたらよかったのですが、生あい憎にくと、芸術方面には疎うといもので。そこで、イリス様のご友人に力をお借りしたのです」

「そうだったんですか。私のためにここまでしてくれて、ありがとうございます！」

「いえ、感謝なさるのでしたら、ご友人がたになさってください。今回の俺は、努力するあなたを見守り、耐えることしかできませんから」

「耐える？　もしかして、何か我慢しているんですか？」

　我慢は身体に毒です。

　大おお真ま面じ目めに、そんな心配をするイリスには言えない。あなたの歌声の方が、我慢よりも余程性た質ちが悪い毒であるだなんて……。

「失礼。俺としたことが、言い間違いをしたようです。本当は、努力をするあなたを見守り、応援することしかできないと言いたかったのですよ」

　さすがに、苦しい言い訳だったかもしれない。

　イリスもどんぐり眼まなこを瞬しばたたかせ、きょとんとしていたが――やがて彼女は、晴れ晴れとした笑顔の花を咲かせた。

「なんだ、安心しました。クレディオさんが応援してくれるのなら百ひやく人にん力りきですね。頑張って歌うので、聞いていてくれると嬉しいです」

　頰を微かな朱しゆに染めて。

　ペコリと頭を下げたイリスは、小走りに友人の元へ走ってゆく。そんな彼女の背中を、クレディオは複雑な面持ちで見送った。

「二人とも、今日はよろしくお願いします！」

「こちらこそ、よろしく」

　やる気満々なイリスに、楽譜を渡しながらルキノが笑う。

「それじゃあ、まずは課題曲を歌ってみましょうか。あたしとルキノ君は、まだイリスちゃんの歌を聞いたことがないし」

　指揮者用の譜ふ面めん台だいに楽譜を載のせ、ジュリはタクトを構える。事前に打ち合わせ済みなのだろう。彼女に合わせて、ルキノも鍵けん盤ばんに両手を添えた。

　滑なめらかにタクトが動きだせば、少々ぎこちない音色が響き始める。

「うわぁ、ルキノ君はピアノが弾けたんですね」

「孤児院で暮らしていた時、神官様から教わったんだ。歌の時間とかには、ボクがオルガンで伴ばん奏そうをしていたんだよ」

　堅けん実じつな手つきで前奏を弾ひきながら、ルキノは苦笑する。

「一回目だし、発声練習だと思って気楽にいこうよ。実はボク、こんな立派なピアノに触るのは初めてで、少し緊張してるんだ」

「それじゃあ、ルキノ君の指慣らしもかねて。一度イリスちゃんには、自由に歌ってもらおうかしら」

「私の、自由に歌う……」

　友人達の助言に、「分かりました」と頷く。

　前奏の間に、イリスは深く息を吸い込む。そして、指揮をするジュリの合図と共に、彼女の唇は最初の音ね色いろを紡つむいだ。







「ダ、ダメだわ……っ」

　歌の練習を始めてから、早一時間。

　イリスの音痴が発覚すると、ルキノとジュリは懸けん命めいに改善を試みた。――が、何度もジュリが正しい音程で歌い、お手本になってみせても、イリスの崩れた旋せん律りつは直らない。むしろ、頑張れば頑張るほど、音痴に磨みがきがかかっていった。

　常に元気なことが売りのジュリも、さすがに疲労の色を隠しきれない。伴奏をし続けたルキノなど、蒼あおざめた顔色で、どこか虚うつろに微笑んでいる。

　壁かべ際ぎわで待たい機きしているクレディオも、苦々しい顔で歯を食いしばっていた。

「これだけ練習しても、上達しないなんて……」

「ど、どうしたらいいんだろう？　僕達の力じゃ、どうにもできないよ」

　イリスに聞こえないように、ジュリとルキノが声を潜めて相談している時――重い音を響かせて、音楽室の扉が廊下側から開かれた。

　熱心に楽譜を見ていたイリスは顔を上げ、瞬時に満面の笑みをたたえる。

「あっ、クマ寮長さんだわ」

　ノックもせず、のっそりと入室してきたのはレーヴェ寮の寮長だった。

　名前は、ロイド・エーベルストだったはずだが――どうやらイリスの中で、彼は『クマ寮長さん』という愛あい称しようで落ち着いてしまったらしい。

　初めて話す一年生から、堂々とクマ呼ばわりされたロイドはといえば、

「…………」

　無言で、悪魔のような形ぎよう相そうになっていた。

「主の不ぶ躾しつけな発言をお詫びします」

　危険を感じ取ったクレディオが、イリスを隠すようにロイドの前に立ちはだかって、すかさず謝罪をする。

　しかし、ロイドは彼の脇をずいっと通り抜け、イリスへと歩み寄る。

　片や、二メートルはあるだろうと思われる大男。

　片や、吹けば飛ぶような小柄な少女。

「こんにちは、クマ寮長さん」

「や、やっだ～、イリスちゃんってば。本当に冗談が好きなんだから。ちょっとワイルドだけど、この人は、どこからどう見てもクマさんじゃないでしょう？」

　クマ呼ばわりをやめないイリスを、ジュリが必死でフォローする。

　これ以上の失言が続けば、まさしく野生のクマのごとく、ロイドがイリスに牙きばを剝むきそうだったからだ。

「えっ。こんなに、クマさんに似ているじゃないですか。この前の朝礼の時は、とても堂々としていて尊そん敬けいしちゃいました」

「…………」

「それにしても、本当にそっくりだわ。私のお父さんは猟りよう師しをしているんですけど、森で獲とってくるクマさんも、こんなお顔をして――」

「そ、それにしても寮長！　音楽室に何かご用でもおありですか？」

　大声でイリスの言葉を遮さえぎったのは、先ほどよりも蒼ざめたルキノだった。

　同じ寮の後輩からの質問に、ロイドは初めて重い口を開く。

「……奇妙な音がしたので、様子を見にきた。あれは、何の生物の断だん末まつ魔まだ？」

「そ、それはですね……えっと……」

　怪かい音おんの正体が、イリスの歌声とは言えない。

　ルキノが戸惑って押し黙ると、本人がにこにこと馬鹿正直に答える。

「それはきっと、私の歌声じゃないでしょうか？」

「……あれが、歌声だと？」

「もしかして変でしたか？　どうやら私の歌い方は、一般的じゃないらしくて。頑張って直そうとしても、なかなか上手にできなくて困っていたんです」

「…………」

　またしてもロイドは、険しい顔で口を閉ざす。

　かと思えば、彼はのっしのっしとルキノの元へ向かった。

「……どけ」

「えっ？　りょ、寮長？」

「……聞こえなかったのか、どけと言ったんだ」

　低い声で脅おどすように言われ、ルキノは慌ててピアノの前から飛とび退のく。

　代わりに椅子に座ったロイドは、ごきごきと指の関節を鳴らす。

「……俺が、伴奏をしてやる」

　ぼそりと呟くと、節ふしくれ立った大きな手が鍵盤上を滑りだした。

　顔立ちはクマのようにいかめしいのに、不思議なものだ。ロイドの奏かなでる調べは、とても穏おだやかで、心が優しくなるものだった。

（まるで、クマ寮長さんの気持ちが伝わってくるみたい）

　言葉や表情の変化が乏とぼしい代わりに、音楽が彼の心を表しているようだ。

　そんなことを考えているうちに、前奏も終わりに近づく。

「……最後まで、お前の好きなように歌ってみろ」

「っ！」

　最後まで――その言葉に、胸がジンと熱くなる。

　いつも途中で止められてばかりで、一度も歌いきったことはなかった。それ故ゆえに、イリスは今まで以上に張り切って、「はいっ！」と元気よく頷いた。

　それからが、地獄だった。

　自由を得たイリスは、思うがままに伸び伸びと歌う。窓ガラスにヒビが入ったり、友人達やクレディオが、我慢できずに耳を塞いだことにも気づかずに……。

（あぁ、なんて気持ちがいいのかしら！　自由に歌うのって、こんなに素晴らしいことだったのね！）

　すっかり歌に集中して、周囲の状況が見えていないイリス。

　無む論ろん、演奏が進むにつれて増える、ロイドの眉間の皺も眼中になかった。












「ふう……っ！」

　最後のロングトーンを終え、大きく深呼吸をする。

　破壊的な歌声がやみ、耳を塞いでいた三人も嘆たん息そくするが――彼らはすぐに、表情を強こわ張ばらせた。伴奏を終えたロイドが、背せ筋すじの凍こおるような恐ろしい顔つきで立ち上がったからだ。

　もはや、悪魔を飛び越えて魔王の形相である。

「さ、さすが寮長だなぁ。ボクとは比べ物にならない、綺麗なピアノの音色だったよ」

「確かに。〝ピアノ〟はうまかったわよね」

　肉体派かと思いきや、あんな繊細な演奏をするなんて意外すぎた。

　ジュリがそんなことを思っていると、「そりゃあね」とルキノが続ける。

「うちの寮長、いろんな音楽祭で賞をもらっているらしいから。学院の大きな行事があるたびに、聖歌の伴奏もしてるんだよ」

「ウソっ!?　それって、まずいじゃない！　真面目に音楽をしている人が、イリスちゃんの歌を聴いたりしたら……絶対、タダじゃ済まないでしょ！」

「えっ。そ、そうかな？」

「自分の得意分野で絶望させられて、怒らない人間なんかいないわよっ」

　専門家が聞いたら、「音楽への冒ぼう瀆とくだ」と怒り狂うかもしれない歌声。イリスは、そんなレベルの音痴である。しかも彼女は、この歌を精霊に捧げる気満々なのだ。

　どうにかフォローしなければと、二人があわあわしている間に。

　ロイドが、イリスの前に仁に王おう立だちになった。

「すごいですっ！　私、本当に最後まで歌えました！」

　最後まで歌いきった興奮から、白い頰を薔ば薇ら色いろに染めて、イリスはその場でウサギのように跳はねる。

「音楽って、やっぱり楽しいですね。クマ寮長さんのピアノがとても優しい音色で、歌いやすかったです。あんな素敵な演奏ができるなんて、本当にすごいです」

「…………」

　ぴきぴき、と。

　イリスが言葉を重ねるごとに、ロイドの眉間の皺が増加してゆく。ついでに、額には青筋が浮かび、唇は限界まで引き結ばれていた。よく見ると、拳こぶしもきつく握り締められており、小刻みに震えているではないか。

　やはり、そんな彼の様子などちっとも目に入らず。

　イリスはまだまだ、無邪気に言葉を続ける。

「よかったら、また一緒に歌の練習をしてくれませんか？　クマ寮長さんがピアノを弾いてくれたら、最後まで歌うことができますから」

「……っ！」

　次の瞬間、ロイドの双そう眸ぼうがカッと見開かれた。

　ついに、我慢の限界でも訪れたのか。彼の震える拳がゆっくりと振り上げられ――その手は、イリスへと向けられた。

「いやぁっ！　ダメッ、殺さないでぇっ!!」

「寮長、何をするつもりですか！」

　イリスが殴られる。

　そう思ったジュリとルキノが、咄嗟に止めに入ろうとする。――が、彼らよりも早く行動へ移っていた者がいた。

「そこまでです」

　いつの間に、移動してきたのだろう？　クレディオが背後から、ロイドの手首をがっしりと摑んだ。

「俺はこの方の護衛騎士。そうたやすく、主に触れてもらっては困ります」

「…………」

　常人なら、恐れおののく強こわ面もてを真っ向から睨にらみつけ。クレディオは強い力で、ロイドの手首をギリギリと締しめ上げる。

　二人が睨み合うこと、十秒弱。

　ロイドの腕から力が抜けたことで、クレディオはようやく手首を離した。

「イリス様。今日の練習は、この辺で終わりにしておきましょう」

「えっ。でも、まだ時間はあるはずじゃ……？」

「予定変更です。午前の授業で、また特別課題が出されていたはず。通常の課題もありますし、早めに寮へ戻らなければ、今日中に終わらせることができません」

　このまま、ロイドと共にいると危険だ。そう判断を下したクレディオは、寮へ戻るまっとうな口実を述べた。

　最初こそ不服そうにしていたが、根は素直なイリスである。

「クレディオさんの言う通りですね。『ティタニア海の英雄』で、悪い海かい賊ぞくさんも、『こんなことになるのなら、楽しく歌い踊るより、もう少し勉強しとくんだった』って泣いていましたっけ」

　宝箱を護る番兵が繰くり出す難問が解とけず、悪い海賊は化け物にされた。ちなみに、主人公の善い船乗りはといえば。立ち寄る港町で様々な情報を集め、遊ぶ時間を削けずり知識を深めていたので、見事に問題を解いてみせた。

　歌をうたうのは楽しいが、勉強をおろそかにしてはいけない。

　物語に出てくる、悪い海賊と同じ末まつ路ろは辿りたくないから。

「クマ寮長さん。今日は本当に、ありがとうございました。私はお勉強をしなくてはいけないので、もう寮に戻りますね」

「じゃ、じゃあ、あたしもそうしようかしら。みんなで、途中まで一緒に行きましょうよ」

　すかさずジュリが提案すると、ルキノも賛同する。

「それじゃあ、またお会いましょう」

　礼儀正しく頭を下げ、イリスが音楽室を出て行こうとした時。

「……待て」

　威圧感のある低い声に呼び止められた。

　イリスが何なにげなく振り返ると、すぐ側にロイドが立っていた。クレディオが「離れてください」と制す間もなく、彼はぼそりと呟く。

「……帰り道には、気をつけることだ」

「えっ？」

　一方的にそう告げられると同時に、グイッと何かを押しつけられた。訳が分からず、イリスがそれを受け取ると、ロイドはさっさと音楽室から出ていってしまう。

　残された全員は、突然の出来事に束の間ぽかんとしていた。

「な、なんなの、今の言葉は……」

　真っ先に我われに返ったのは、ジュリだった。

　彼女の呟きに、クレディオも我を取り戻す。

「イリス様。今、何か渡されましたよね？」

「えぇ。これですけど……」

「――っ!?」

　イリスの手に握られたもの。

　それは、不気味な色合いの蔦つたが絡まる、凶悪な顔をした人形だった。

「あら、この蔦はドラージュだわ。砂漠の岩場でしか採とれない貴重な毒どく草そうを、実際に目にすることができるなんて――あぁ、幸せです」

「毒草、だと……!?」

　驚いたクレディオは、イリスがうっとりと撫でる人形を、目にも留まらぬ速さで取り上げる。

「イリス様にこんな物ぶつ騒そうなものを贈りつけるなんて、いったい何を考えているんだ！」

「あっ！　それはクマ寮長さんから、私へのプレゼントなのに……」

「これのどこが、善意のプレゼントに見えるんですか。どこからどう見ても、呪いの人形ではありませんか」

　後で処分しますと言い、クレディオは人形を軍服の内ポケットへ捻ねじ込む。

「いったい、レーヴェ寮の寮長さんって何なの？　女の子を殴ろうとした上に、毒草つきの人形をプレゼントするなんて……っ」

　平然としている本人に代わり、さかんに憤いきどおるジュリをルキノがなだめる。

「ジュリさん。気持ちは分かるけど、少し落ち着こうよ」

「だってあの寮長さん、絶対に危険人物よ。ルキノ君、同じ寮で暮らしてるんだから何か情報ないの？」

「そ、そんなこと言われても困るよ。うちの寮長は、滅めつ多たに自分の部屋から出てこないんだから。学年も違うし、部屋も別の階にあるから、顔を合わせる機会だってそんなにないんだ」

「だとしたら、あたしが徹底的に寮長さんのこと調べ上げてやるわ。情報通の情報網を、甘く見るんじゃないわよ」

　居もしない相手に、ジュリは威い勢せいよく啖たん呵かを切る。

　これにはルキノも、乾いた笑みを浮かべることしかできなかった。

「それにしても、人形以上に気がかりなのが最後の言葉ですね。『帰り道には、気をつけることだ』とか、言っていたはず……」

「夕方は暗くなって転びやすくなるから、気をつけてってことですね」

　真剣に悩むクレディオの傍かたわらで、イリスの楽天的な見解が述べられる。

　本当にそうなら、どんなにいいことか。重苦しいため息をついたクレディオは、そっとジュリに目配せした。

　その視線を受け取ったジュリは、顎あごを引いて頷き――、

「あっ、いっけなーい！　寮監の先生に呼び出されてたの、すっかり忘れてたわ！　みんな、また夕食の時に会いましょう」

　口早にそう言い残し、慌ただしく音楽室を飛び出していった。そんなジュリの後を、「楽譜忘れてるよー」とルキノまで追いかける。

　二人の足音が遠ざかると、クレディオは固い表情でイリスを促うながした。

「俺達は、寮へ戻りますよ」

　時刻はすでに、四時を回っていた。

　秋の日暮れはあっという間だ。もたついているうちに、辺りは一気に宵よい闇やみに包まれてしまうだろう。その前に、一刻も早く寮へ戻りたい。

　そうしなければ闇に乗じた何者かに、イリスが再び襲われそうな気がしたから。

「イリス様、早く行きましょう」

　嫌な予感を振り払うようにクレディオが急せかすと、イリスは嬉しそうに、「はい」と明るく返事をした。







「あの、クレディオさん」

　二人で帰路を急いでいる最中。

　広い北館を一階まで下りた頃に、イリスがおずおずと切り出す。

「やっぱり、クマ寮長さんに頂いたお人形、返してはもらえませんか？　せっかくのプレゼントですし、大事にしないといけません」

「却きやつ下かです。俺は呪のろいの類たぐいなど信じていませんが、何かあってからでは遅いのですから。少しでも怪しいものは、排はい除じよするに越したことはありません」

「で、でも……」

　なおもイリスが食い下がろうとした時。

　クレディオの視界の端を、キラリと輝く何かが掠かすめた。

「危ないっ！」

　突然身体を壁に押しつけられ、クレディオが覆いかぶさってくる。何事かとイリスが目を白黒させていると――すぐ近くで、ガラスが砕ける音が響いた。

　反射的に顔を上げると、窓ガラスの一枚が割れているではないか。

「やはり、嫌な予感は当たるものだな」

　イリスを背に庇うと、クレディオはスラリと腰の剣を抜く。

　見ると、壁には一本の矢が突き刺さっていた。おそらく、これが窓を割ったのだろう。

（もし、クレディオさんが気づかなかったら……）

　頭に矢を刺した自分を想像して、複雑な気分になる。

　世界を救えないどころか、シュールすぎる最さい期ごだ。お葬式に参列する人達も、きっと反応に困るだろう。

　イリスが暢のん気きにそんなことを考えている間にも、クレディオの緊張感は高まってゆく。

「警備担当者は、いったい何をしているんだ!?」

　深い海色の双眸が眇すがめられた瞬間。

　それまで無人だった一階の廊下に、五名の人物が姿を現した。黒装束を纏まとい、胸元に黒薔薇のペンダントを下げた――間違いなく邪教徒だ。

「あの日、馬車を襲ったのもお前達だな？」

　険けんのある声で問い詰めるが、邪教徒は無言を貫つらぬく。

　それどころか、法衣の中から取り出した武器を構え、臨戦態勢に入る始末だ。

「何度来ても無駄なことだ。俺が護衛騎士の任にある限り、返り討ちにしてくれる」

　静かな怒りを込め、クレディオが凜りん然ぜんと言い放つ。

　彼の言葉に刺し激げきされてか。邪教徒達がじりじりと、間合いを詰め始めた。

「イリス様、少しの辛しん抱ぼうですよ」

「わ、私ならまったくもって平気です。それよりもクレディオさん、絶対に、怪我なんてしないでくださいね？」

「まったく、あなたという人は……」

　自分のことには無む頓とん着ちやくなくせに、他人が傷つくのを極端に恐れる。

　そんなイリスにため息をついた瞬間、最初の一人が斬りかかってきた。大きく振りかぶられた剣を、最小限の動作で弾き返すと、すぐに次の攻撃が仕掛けられる。

　短剣の鋭い突きに、長剣の横よこ薙なぎ。

　クレディオはそれらの攻撃を、剣だけでなく蹴りも使って完かん璧ぺきに防ふせぐ。

（どうしよう。普通に走って逃げても、すぐに追いつかれちゃうだろうし……）

　多勢に無勢だ。まともに戦っていたら、いくら身体を鍛きたえているクレディオだって、途中で疲れてしまうだろう。

　けれど、逃げるにしたって方法がない。

（私にもなにか、できることがあったらいいのに）

　護られるばかりの自分が悔しくて、無意識にスカートの裾すそを握り締めた時。

「これは……」

　手のひらに硬い感触があり、イリスは大きく目を見開く。

　そういえば、すっかりこの存在を忘れていた。自習になっている薬草学の時間に、試作品を作っていたのだ。実験はすんでいないが、完成度と効果には自信がある。

「あっ！」

　ポケットの中から〝秘密兵器〟を取り出したイリスは、割れた窓の外に、六人目の邪教徒がいることに気がつく。弓矢を構えた男の狙いは、クレディオに定められている。

（このままだと、クレディオさんが……っ！）

　目の前の敵に専念している彼は、狙そ撃げきに気づく様子はない。

　――自分が戦わないで、誰がクレディオの命を救うのだ。

　覚悟を決めたイリスは、大きく右手を振りかぶる。

「クレディオさんを傷つけるなんて、私が許さないんだから！　天てん誅ちゆうですっ！」

　勢いよく投げられたのは、球状の物体だった。

　窓の側の床に落ちると同時に、中身の薬品が化学反応を起こし、異臭を放つ白はく煙えんを噴き出す。もろに煙に包まれた狙撃手は、激しくむせ返った。

「やったわ！　実験は大成功ね」

　今頃、狙撃手は咳せき込むだけでなく、涙が止まらなくなっているだろう。

　なにせ、投げつけた秘密兵器は、特製の催さい涙るい爆ばく弾だんなのだから。

「次は煙けむり玉だまの出番だわ」

　これで視界を眩くらませているうちに、逃げ切ることができるかもしれない。

「お待ちください」

　新たな秘密兵器を投げるため、再び右手を振りかぶるが――その手を背後から、優しく摑まれてギョッとする。

　小さく叫んで振り返ったイリスは、そこにある顔にさらに驚かされた。

「あなたは、確か……」

　頭の低い位置で束ねた赤毛と、翡ひ翠すい色の瞳。高位の軍服を纏まとう彼は、偽にせの日につ蝕しよく騒動中にお世話になった――、

「ジュリちゃんのお兄さんじゃないですか！」

　イリスのひと言に、ジュリの兄は片頰を引きつらせる。

「その設定、まだ覚えていたのか……」

「設定、ですか？」

「いえ、なんでもありません。そんなことよりも、聖女様、お助けに参りましたよ」

　ジュリの兄が短く指笛を吹くと、今度はどこからともなく、国王軍の軍服を纏う騎士達が現れた。

「殿下、ここは私どもにお任せください。今のうちに聖女様を安全な場所へ」

　そう告げるジュリ兄は、自らも戦うべく両手に短剣を持つ。

　今や邪教徒の一団は、騎士達と交戦している。クレディオは軽く呼吸を整えると、抑おさえた声でジュリ兄の耳元で囁く。

「随ずい分ぶんと遅いお出ましだったな」

「合図に気づかないよりもマシでしょうに。これでも、学院を守っている部下達を緊急招集して、ちゃちゃっと着替えてきたんですから」

「さすがに、〝妹〟は連れてこられないだろうからな」

「そういうことですよ。殿下ならば、私達の到着が多少遅れたところで、立派に聖女様を護まもりぬかれると信じておりましたし」

　調子のいい奴めと呟き、クレディオは腰の鞘さやに剣を収める。

「ジュリアーノ、今度は奴らを逃がすな。捕縛して、すべて吐かせろ」

「了解しましたから、もう行ってください。これから先の光景は、聖女様の目には毒でしかありません」

　翡翠の瞳が、刃やいばのごとく怜れい悧りに光る。

　彼の中に宿る、軍人としての血が騒いでいるのだろう。国王軍総そう督とくの戦いぶりは、まさに鬼神そのものだ。早急にこの場を離れなければ、イリスの心に傷を残しかねない。

「イリス様、今のうちに寮まで走りますよ」

　主の手首を摑むと、返事を待たずに外回廊へ飛び出す。

　半なかばひきずられるように並走するイリスは、後ろを振り返りながら尋ねる。

「クレディオさん、今の人達はどなたですか？」

「彼らは俺の部下です。腕の立つ連中ばかりなので、心配はいりません」

　あと――と、クレディオは言葉を続けた。

「あなたの秘密兵器がなければ、俺は今頃、弓で射いぬかれていたかもしれません。助けてくださって、ありがとうございました」

「クレディオさん……」

　冷たい秋風を切って走る、彼の頰が赤いのは寒さのせいだろうか？

　湧わき上がる喜びをこらえきれず、イリスはにっこりと微笑む。

「私の方こそ、いつも護ってもらっていますから。本当にありがとうございます」

　護られるだけでなく、護ることができた。

　それがイリスには、とてもすごいことのように感じられた。
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　真夜中の校舎内に響く、単調な足音。

　生徒のみならず、教師達も寝静まっている頃だ。このような時間帯に、一般生徒が寮から出ることは禁じられていたが、〝彼〟には規則など通用しなかった。

　なぜならば、彼自身が法律のような存在なのだから。

「…………」

　窓から射し込む、冴さえた月明かりに浮かぶ扉。プレートを指でなぞり、深夜の探究者――ジェラルドはニヤリと笑む。

　軽くノックをすると、すぐに中から返事があった。

「どうぞ、お入りください」

　遠慮なく扉を開けると、むせ返るような薬品臭が押し寄せてくる。

　これまで何度か通っているが、いまだこの臭においにだけは慣れなかった。

「相変わらず、鼻がもげそうになる部屋だな」

「とんでもない。心が落ち着く、至し高こうの香りではありませんか」

　部屋の主は、窓辺の揺り椅子に座っている。

　読書中だったらしく、傍らのテーブルでは蠟ろう燭そくの灯あかりが淡あわく照っていた。

「御用向きは、聖女様の件についてですね？」

「遊びや冷やかしで、こんな異臭しかしない部屋に来るほど、僕は暇ひま人じんじゃないんでね」

「なるほど、それもそうですね。そういえば三日前にも、同じようなことを客人に言われましたよ。くだらない話はいいから、さっさと本題に移れ……とね」

「僕も今、まさにそう言おうとしていたところだ」

　勧すすめられるのを待たずに、ジェラルドはどっかりとソファーに腰掛ける。

　偉えらそうに足と腕を組むと、切れ長な赤眼を細めて先を促うながす。

「で、調査の方はどうなってる？」

「順調とまではいえませんが、もしかしたら手掛かりが摑めるかもしれません。よくある伝説のようなもので、信しん憑ぴよう性せいもいま一つなのですが――調べるだけの価値はあるでしょう」

「そうか。なら、引き続き調査を進めてくれ。必要な文ぶん献けんがあれば、禁書でもなんでも持ってきてやるよ。おチビちゃんを救う方法なんて、生あい憎にくと凡ぼん人じんな僕には分からないからな」

　本の頁ページを繰くる手を止めず、部屋の主は「ご冗談を」と笑う。

「それにしても、聖女様は大事にされているのですね。まさか両殿下から直じき々じきに、彼女の命を救う方法を探せと命じられるとは、驚きましたよ」

「この手のことは、素人しろうとが手探りで調べても無駄だろうからな。それなら最初から、専門家に丸投げした方が楽な上に効率がいいだろ」

「まぁ、私としても興味のある分野ですから。楽しく研究させて頂いていますよ」

　卓上のノートを引き寄せ、気になった箇か所しよを書き写してゆく。

　メモを取り終えると、またも頁が繰られだす。

「両殿下からこれほど愛されているとは、聖女様は幸せな方ですね」

「さぁ、どうだろうな？　ラードルフはどうか知らんが、僕の場合は、単なる退屈しのぎの相手みたいなものだ」

「けれど、いなくなられては困るのでしょう？」

　揶や揄ゆするような問いに、ジェラルドは平然と「そりゃあ、困るさ」と答える。

「おチビちゃんがいなくなったら、僕の人生の九割はゴミになるんじゃないか？　それだけあの子は、僕の退屈を紛まぎらわせてくれてる貴重な人材だ」

「つまり、もう彼女なしの生活には戻れないということですか」

「そう言えば聞こえはいいが、実際は色っぽいことなんて一度も起きてないからな。こっちがその気になったとしても、向こうが軽く受け流す」

　報むくわれないだろう？　と肩を竦すくめると、クスクスと笑われた。

「あなたの場合は、報われないことすら楽しんでおられるのでしょう？　すぐにでも想いが成じよう就じゅしたら、つまらないとお思いになるのでは？」

「ご名答。甘い言葉を囁ささやくだけで、簡単になびく女になんざ興味はない。逆に振り回してくれるくらいが、僕の理想とするフィアンセだ」

「でしたら、私も頑張らなくてはいけませんね」

　鈍どん器きにもなりそうな本を読み終えると、部屋の主は新たな書物を開く。

　朝も昼も夜も、飽きることなく専門書を読み漁あさる。読破した本の数は三み桁けたを軽く超え、覚え書きも二十冊目だ。

「私個人としましても、聖女様には幸せになって頂きたいですからね。そのためには、彼女が女神の力を使い果たしても、生き残る術すべを早く見つけ出さなければ」

「いつ日にち蝕しよくが始まるかも、僕には予想できないからな」

　深くソファに沈み込むと、窓の外に不ぶ格かつ好こうな月が見えた。

（……皮肉なもんだ）

　太陽と月が重なり合うことを、日蝕だと言うのなら――イリスから命を奪うのは、邪神ではない。本来、聖女が最も愛されて然しかるべき絶対神が、彼女の命を摘つみ取るのだ。

　神の所しよ業ぎようを、これほどにも残酷に感じたことはない。

（神がおチビちゃんを見捨てるなら、僕がその命を救ってみせる）

　今はまだ、闇の中を手探りで進んでいるが、いつか必ず希望の光を見つけてみせる。だから、それまでは日蝕が起こらないように――。

　そんなジェラルドの願いは、果たして天に届いたのだろうか？

　月は相変わらず、夜の闇を優しく照らし出していた。
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　風の精せい霊れい祭さい当日まで、あと五日。

　本番が近づくにつれて、イリスの好こう奇き心しんは無限大に膨ふくらんでゆく。

「まさか私が、合唱の指し揮き者しやに選ばれるなんて……」

　自室にある簡かん易い浴室で身体からだを清きよめながら、イリスは上機嫌で下へ手たな鼻歌をうたっていた。

　そうなのだ。いくら特とつ訓くんしても音おん痴ちは改かい善ぜんされない。だからといって、式典に参加する全校生徒の前で彼女に歌わせれば、大だい惨さん事じになることは目に見えている。

　そこで、最終的に導き出された解決策が、イリスを指揮者にすることだった。

（指揮者って、オーケストラの中で一番偉えらいって聞いたわ。まさか私が、合唱のリーダーに選ばれるだなんて、なんだか夢みたい）

　歌わせないために、指揮者にされたとはつゆ知らず。気分はすっかり、一流オーケストラの指揮者である。

　タクトを振る動作も、魔法使いのようで気に入っていた。

　重大な役目を任され、大いに張り切ったイリスは、朝も早くからクレディオと共に走り込みをして――全身汗だくになった結果、こうして身を清めていたりする。

（今日はダンスの練習もあるし、頑張らなくちゃ！）

　気合を入れたイリスは、ザバァッと頭からお湯をかぶり、着替えを済ませようとして――床に落とした石せつ鹼けんを、うっかり踏んづけてしまった。

「きゃあっ!!」

　つるっと足が滑すべり、視界が反転する。

　派は手でに尻しりもちをついて、痛みで目尻に涙が滲にじむ。すぐに立ち上がることができず、臀でん部ぶの痛みが引くのを待っていると、些いささか乱暴に浴室の扉が開かれた。

「イリス様、どうかなさいましたか!?」

「……っ！」

　度重なる襲しゆう撃げきが続き、最近のクレディオは少々神経過か敏びんになっていた。

　ティーカップをうっかり落とした時や、強い風が吹いた時。怖い夢を見て飛び起きた時ですら、イリスが上げたどんな小さな悲鳴にも反応して、彼はすぐさま駆かけつけてきた。

　それは、今回も同じだったようで……、

「き、きゃあ――っ!!」

　かろうじて後ろ姿だったが、一いつ糸し纏まとわぬ姿を目撃され、先ほどよりも大きな悲鳴が上がる。

　クレディオはといえば、ギョッと目を瞠みはり、すぐさまイリスに背を向けた。












「す、すいませんっ！　てっきり、何者かに襲われたのかと思って。……あの、お怪け我がはありませんか？」

　近くにあったタオルでとっさに身体を包み、イリスは消え入りそうな声でぽつぽつと答える。

「えっと、その……石鹼で滑っただけなので、大丈夫です……」

「そ、それはよかった。いや、よくないか？　打ちどころが悪ければ、命に関わっていたでしょうし……って、今はそんなことを言ってる場合ではありませんね」

　珍めずらしく混乱したクレディオは、自や棄けになってぐしゃぐしゃと前髪を掻かき乱す。

　そんな彼に、イリスは顔を赤らめて尋ねる。

「あの、クレディオさん。胸を見られたら責任を取って、お嫁さんにしてもらわないといけないってことは私も知っているんですけど――全部見られた場合は、いったいどうすればいいんでしょう？」

「……は？」

「前に読んだ本には、『裸の付き合いで友情が深まる』って書いてありました。でも、あれって同性同士限定だったはずなんです。となると、異性に見られた時には、私の知らない他の習わしがあるんじゃないですか？」

　何を言いだすかと思えば、また頓とん珍ちん漢かんなことを。

　クレディオはがっくりと項うな垂だれ、大きく嘆たん息そくする。

「これは俗ぞくに言う、不ふ慮りよの事故というものです。もちろん、俺はすぐに忘れますから。イリス様も俺の非礼を許してくださるのなら……お互い、なかったことにしませんか？」

「そ、そうですね……不慮の事故なら、仕方ないですよね。もしかしたら、異性同士でも裸の付き合いで、友情が深まるかもしれませんし――今よりもっと、クレディオさんと仲良くなれるのなら、裸くらい安いもんですよね！」

「いや、それは違うと思いますが……まぁ、いいか」

　せっかく、気にしない方向でまとまりかけているのだ。それをわざわざ、元通りに軌き道どう修正することもあるまい。

　こほんと咳せき払ばらいをしたクレディオは、まっすぐ着替えを指差す。

「とにかく、まずは身み支じ度たくを整えててください。早くしないと、朝食の時間に遅れますよ？」

「急ぎたいのは、やまやまなんですけど……クレディオさんがそこにいると、私、着替えられません」

「――っ！」

　恥ずかしさをこらえて告げると、目に見えてクレディオが動どう揺ようする。

　次の瞬間、彼は「失礼しました！」とだけ言い残し、慌あわてて浴室から出ていった。

（あぁ、びっくりした）

　我知らず強こわ張ばらせていた身体から、一気に力が抜ける。

　秘ひ石せきが宿る胸を押さえると、心臓がバクバク激しく脈打っていた。まるで、全力疾しつ走そうした後のようで、顔も燃えるように熱い。

「まさか、こんなことになるなんて……」

　床の上に座り込んだ自分を見て、ひどく驚いていたクレディオ。

　彼の反応を思い出すと、胸の奥が何やらもぞもぞとこそばゆくなる。こんな気持ちになったのは、初めてだ。

（いけない！　さっきのは、なかったことにしなきゃいけないんだったわ）

　謎なぞのもぞもぞは気になる。けれど、約束を破ることはできない。

「さぁ、早く着替えましょう！　遅刻をしたら、クレディオさんだけじゃなくて、先生にまで怒られちゃうもの」

　プルプルと頭を振り、ついでにピシャリと頰ほおを叩たたいて立ち上がる。

　その瞬間、胃袋が空腹を訴うつたえて愛らしく鳴いた。

（そういえば、朝ご飯もまだだったわね）

　気合を入れて走り込みをしたので、いつも以上にお腹が減っている。

　空腹であることを自覚すると、もうダメだ。

「ふっくらした卵料理に、じゅわっと焼かれたお肉。あっさりしたお魚もいいし、新鮮なお野菜も捨てがたいわ」

　もぞもぞの正体は、ひとまず脇に置くことにして。

「今朝は、何を食べようかしら？」

　ごそごそと着替えながら、イリスは朝食のメニューに想いを馳はせた。
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　長い昼休み、イリスは南校舎の小ホールにやってきた。

　今日は、四寮りよう合同のダンス練習が行われている。

　イリスはこれまで、村の祭りにすら参加したことがなく、一切の踊おどりと無む縁えんに生きてきた。

　ローザリアの生徒は、幼い頃から社しや交こう界かいにいる貴族の子女がほとんどだ。

　ダンスなど踊れて当然な者ばかりで、練習に参加する人数はごく僅わずかだった。

「いっち、にぃ、さん。いっち、にぃ、さん……っ」

　三さん拍びよう子しを口に出して刻きざみながら、危なげな足取りでステップを踏ふむ。

　初心者のイリスにワルツを教えるのは、護ご衛えい騎き士しのクレディオだった。

　先日、北校舎で襲ってきた邪じや教きよう徒と達は、クレディオの部下が捕らえたらしい。だが、彼らは固く口を閉ざし、黙もく秘ひを続けているそうだ。

　本来なら、練習は生徒同士で行うものだが、今はいつ襲撃を受けるか分からない状況である。

『首しゆ謀ぼう者しやが捕まるまでは、いかなる時もお側から離れません。それが騎士の務めです』

　そう宣言したクレディオは、イリスの練習相手にも自ら立候補した。

（クレディオさんって、ダンスまで上手じようずなのね）

　最近はつい忘れがちになるが、彼はこの国の第二王子なのだ。強くて頭が良いうえに、礼儀作法も完かん璧ぺきで、ワルツも慣れた様子で踊る。

　まさに、理想の王子様ではないか。

「イリス様、足元ばかり気にしてはいけません。姿勢が悪くなっていますよ」

「あっ、そうでした」

　厳しい注意に、すぐさまシャキッと背せ筋すじを伸ばす。――が、その拍子に足がもつれ、前のめりに倒れ込んでしまう。

　クレディオの胸に顔面から突っ込み、潰つぶれた声を上げた。

「いっ、たた……」

「大丈夫ですか？　お怪我などしていませんか？」

　イリスの身体を支え、クレディオが不安そうに問う。

　彼の胸に縋すがりついたまま、どうにか体勢を立て直す。たくましい胸板にぶつけた額ひたいが痛むが、こんなのは放っておけば治る。

「私なら、転び慣れているので平気です」

　クレディオの胸元から顔を上げ、イリスは無む垢くに微笑ほほえむ。

　先ほどから踊り続けていたせいで、淡あわく上気した頰。額をぶつけた痛みによって、空色の瞳は微かすかにうるんでいる。

「……っ！」

　次の瞬間、カッと両目を見開いたクレディオは、勢いよくイリスを引き離した。

「？　クレディオさん、どうかしましたか？」

　不思議に思って顔を覗のぞき込もうとするが、両肩に置かれた腕を突っ張られて、どうにも距離を詰つめることができない。

　そっぽまで向かれてしまったので、顔色すら窺うかがうことができなかった。

「具合、悪いんですか？」

「ち、違います。俺のことは、どうかお気になさらずに……」

「いいえ、気にしますっ！　まさか、私がぶつかったせいですか？　そんなに石頭ではないと思うんですけど、自分の頭が凶器になるだなんて――あのっ、本当にごめんなさい」

「だから、それは違うと言って……っ！」

　弁解するために振り向いたクレディオだが、イリスの切なそうな表情を目まの当あたりにすると、瞬時に顔を背そむけてしまう。

「クレディオさん。無理をして、辛つらいのを隠さなくていいんですよ？　今日はもう練習は終わりにして、寮でお休みしましょう。私が責任を持って看病をしますから。夜だって、ずっと側から離れませんからね」

「け、結構です！　俺はいたって健康です。体調の心配などいりません」

「――だったら、早く練習の続きに戻ったらどうです？」

　大いに揶や揄ゆを含んだ指摘に、クレディオの眉み間けんに皺しわが寄る。

　声の主あるじは、踊りながら脇を通り過ぎたジュリだった。彼女はダンスが苦手なルキノのため、パートナーとして練習に参加していたが――こちらのコンビは相性がいいようだ。

「ルキノ君って、呑のみ込みが早いわね。もう、あたしが教えることは何もないわ」

「そうかな？　きっと、ジュリさんの教え方がうまいんだよ」

「褒ほめたって何にも出ないわよ？　でも、これだけ踊れるようになったら、舞ぶ踏とう会かいも大丈夫そうね。どんな女の子が相手でも、きっとリードすることができるわ」

　最初の頃は泣きそうな顔で、思いきりジュリの足を踏んだりしていたのに。今のルキノは穏おだやかな表情で、笑みをこぼす余裕すら見せていた。

「ルキノ君、すごいです。私も頑張ってうまく踊れるようにならないと！」

　優雅にターンする友人達に触発され、イリスのやる気に火がつく。

　深呼吸をして気持ちを鎮しずめると、クレディオは彼女に手を差し出す。

「では、練習に戻りましょうか。今日中に、完璧にステップを覚えてもらいますよ」

「えっ。でも、クレディオさんは具合が……」

「だから、具合は悪くありませんってば」

　強引にイリスの手を取った彼は、半なかば自や棄けになってダンスを再開させた。

　一方。それまで順調に踊っていたルキノは、ジュリから太たい鼓こ判ばんを押された途と端たん、急にその場で動きを止めてしまう。

「あ、あのさ。ジュリさんは、舞踏会のパートナーは決まってる？」

「へっ？」

　今までの笑顔はどこへやら。いきなり真剣な面おも持もちになったルキノに、さすがのジュリも戸と惑まどう。

　そんな彼女の両手を握にぎり、ルキノはどこまでも真まっ直すぐな眼まな差ざしで告げる。

「もし、まだ決まっていないのなら……本番でもボクのパートナーになって、一緒に踊ってくれませんか？」

「そ、そんなぁ！　あたしなんか、やめといた方がいいわよ？　ろくに踊りもしないで、スイーツばっかり食べてるだろうし。せっかくの舞踏会なんだから、あたしよりカワイイ女の子と楽しい想い出を作った方が――」

「ボクにとっては、ジュリさんが一番可愛い女の子だよ」

　気弱な友人が、いつになく強気に断言した。

　これにはジュリも、思わず言葉を失ってしまう。

「踊らないのなら、それでもいいんだ。キミがずっとお菓か子しを食べているのなら、ボクも側にいるから」

「でも、そんなの退屈でしょ？　だから、別の女の子と――」

「そんなことないよ。ジュリさんと一緒にいられるだけで、ボクは楽しいんだから。……あっ。やっぱり、もう相手が決まってたりする？」

　不自然なほど逃げ腰なジュリに、ルキノの眉まゆ尻じりがしょんぼりと下がる。

　叱しかられた子犬のような顔をされて、ジュリがなにごとか言いかけた時――彼女の肩を、ぽんっと叩いた者がいた。

「モテる〝女〟は辛いな、ジュリちゃん」

　振り返った先に立っていたのは、シニカルな笑みをたたえるジェラルドだ。

『棘いばらの王子』とも呼ばれる彼は、秘密裏に「見守る会」なるものが結成されるほど、学院一の色男である。他の女子生徒なら、声をかけられるだけで天にも昇る心地になるだろう。だが、ジュリは渋じゆう面めんで「げっ」と呻うめいた。

「ストルヴィアのお坊ちゃま。どうして、こんなところにいるのよ？」

「僕がどこにいようと、お前には関係ないだろ。それよりも、よかったじゃないか。これでお前も、舞踏会で独ひとり寂さびしく壁の花をしなくてすむな」

「ちょっ！　勝手に、そんなこと言って……っ」

　待ちなさいよと引き留められるが、ジェラルドは聞こえないフリをして二人に背を向ける。

　彼の本当の目的は、別にあったからだ。

「ジュリちゃんも、楽しいことになってるが――あいつらも、なかなかに面白そうなことになってるな」

　彼の細められた赤眼の先。

　そこでは、イリスとクレディオがぎくしゃくと踊っていた。

「あの、クレディオさん？　ワルツはもっと、くっついて踊るものじゃありませんでしたか？　なんだか、肩に力も入っているようですし……」

「そ、そうですか？　俺はいたって普通に、踊っているつもりですけど」

「でも、さっきはもっとちゃんとくっついてましたよ？」

「そ、それは……っ」

　しどろもどろになり、ついに押し黙ってしまったクレディオ。

　どうにも彼の態度は、さっきからおかしい。

（やっぱり、私のせいでどこか痛めたのかもしれないわ）

　よく見ると、心なしか顔も赤いような気がした。

「クレディオさん、ちょっとしゃがんでみてくれますか？」

「しゃがむ？」

　こうですかと、クレディオは僅かに背を屈かがめる。

　するとイリスはつま先立ちになり、彼の額と自分の額を重ね合わせた。

「んー。熱は、なさそうですね」

「――っ!?　あなたは、何をしているんですか！」

「お前こそ、さっきから何やってんだよ」

　またしてもクレディオが、ベリッとイリスを引き離した時。

　彼の背後から、呆あきれを含んだ嘆たん息そくが聞こえた。

　次の瞬間、イリスは横から伸びてきた腕に腰を引き寄せられ――本日二度目となる、顔面ダイブをしてしまう。

「きゃっ！」

「やあ、おチビちゃん。少しくらい、ダンスは上達したかな？」

「いたた……あ、ジェラルド君じゃないですか」

　ぶつけた鼻を押さえて顔を上げると、目の前には眩まばゆい王子スマイルが広がる。

　腹黒な性格とは裏腹に、ジェラルドは爽さわやかに微笑む。

「こんな情なさけない騎士様より、僕をパートナーに選ばないか？」

「えっ？」

「どうやら騎士様は、〝体調が悪い〟みたいだからな。少し休んでれば治るだろうから、その間、僕が相手をしてやるよ」

「お、お待ちください！　俺は体調など悪くないと、さっきから言って――……」

「なら、言葉を変えて質問してやろうか？」

　弟の反論を、低く落とした声で遮さえぎる。

　怜れい悧りな兄の赤眼に見み据すえられ、眼光の強さだけでクレディオはたじろぐ。

「今のお前に、おチビちゃんの相手が務まるのか？　何があったのかは知らないが、リードもできない男を相手に練習しても、恥をかくのはおチビちゃんだぞ？」

「……っ！」

「僕以上にうまく、おチビちゃんをリードしてやる自信があるか？　なければ、少し隅すみの方で頭でも冷やしてろ。今日のお前は、冗談抜きにどうかしてる」

　ジェラルドの意見は、厳しいけれど正論だ。

　だからこそクレディオは、おとなしく引き下がることしかできなかった。

「クレディオさん、大丈夫かしら？」

「おっと。僕の腕の中で、他の男のことは考えるなよ」

　去っていくクレディオの背中を見つめていると、急にジェラルドが踊りだす。

　無論、彼の胸に捕らわれていたイリスも、強制的に従うことになった。

　あまりに唐突で、足がもつれそうになる。どうにか持ちこたえて、ステップを確認するため足元を見ようとするが――より近くに抱き寄せられて、阻そ止しされてしまう。

「おチビちゃん。下ばかり見ていたって、何もいいものは落ちてないぞ。どうせなら、僕の顔を見ていろよ」

「だけど、ステップが分からなくて……」

「細かいことは気にしなくていい。おチビちゃんはただ、僕のことだけを考えていればいいんだ。僕を信じて、あんたのすべてを委ゆだねろ」

　顔を寄せ、紅こう玉ぎよくのような瞳で艶つやっぽく囁ささやかれる。

　すべてを委ねろと言われても、どうすればいいのかわからない。困惑に表情を曇くもらせると、ジェラルドから自信たっぷりに微笑まれる。

「怖がらなくていい。僕はおチビちゃんを、絶対に傷つけたりしない。それだけは約束する」

「ジェラルド君……」

「だから、僕を信じて身を委ねろ」

　彼が喋しやべるたびに、熱い吐と息いきが耳じ朶たを掠かすめる。

　くすぐったさ半分と――胸の奥で、こそばゆい感情が生じた。この気持ちは、今朝も感じた気がする。

（いけないわ！　今はジェラルド君のことだけしか、考えちゃダメなのよね）

　謎の感情のことは、一いつ旦たん忘れることにして。

　イリスは白く細い喉のどを、ごくりと上下させる。

「私、ジェラルド君のことを信じます」

　意を決したようにそう言うと、強張らせていた身体から力を抜く。無理にステップを踏むこともやめ、思いきって、クラゲのような脱力状態になってみた。

　動くことをやめたのだから、ダンスも止まってしまうだろう。

　そう思っていたが、イリスの予想は見事に破られてしまった。

「えっ、えっ？　これって、どうなってるの？」

　驚きのあまり、口からは上うわ擦ずった声が漏れてしまう。

　なにせ、動かそうとしていないのに、身体が勝手に動き続けているのだ。あれほどややこしかったステップも、しっかりとした三拍子を刻んでいる。

「どうだ？　僕に踊らされる感想は」

「すごいですっ！　私でもこんなに上手に踊れるなんて、すっごく感動しました」

「ワルツくらいなら、男がうまくリードすれば女は自然と踊れるものだ。ほら、こんなこともできるぞ」

「うわっ、わあっ！」

　クルッと一回転させられ、ふわりとスカートが花弁のように膨らむ。

　さっきまで、ぎくしゃく踊っていたのが噓うそのようだ。

「あの、ジェラルド君。私の身体には、見えない糸でもついているんですか？」

「楽しく踊ってる最中なのに、これまたおかしなことを言うな？」

「だって、マリオネットを動かすみたいに身体を操あやつらなければ、こんなに急にダンスがうまくなるはずありません。きっとジェラルド君は、私を糸で操ってるんですよ」

　違いますかと、澄んだ空色の瞳で尋ねられる。

　いかにもイリスらしい発想に、ジェラルドはこらえきれず噴ふき出した。

「おチビちゃんが、僕だけのマリオネットになったら面白いだろうな」

　でも――と続け、一度ターンさせたイリスを受け止め、ジェラルドは小さく笑む。

「僕が気に入っているのは、誰の色にも染まっていないおチビちゃんだ。誰かに操られるおチビちゃんなんて、たとえそれが僕であっても、つまらないだけだよ」

「そうなんですか？」

「あぁ。だから、そろそろマリオネットの糸を切ってやる」

　楽しい時間は早く過ぎるもので。壁の柱時計を見ると、踊り始めてからかなりの時間が過ぎていた。

　最後に二回転させられ、スカートと髪が大きく広がる。

　その間に、ジェラルドは静かに跪ひざまずいた。

「なかなか有意義な退屈しのぎだった。――本番も、楽しみにしてるぞ」

　回転が終わると同時に、彼はイリスの手の甲こうに口づけを落とす。












　学院一の色男と、聖女のダンスに思わず見入っていた他の生徒達は、その光景を目の当たりにして絶句する。当然、イリスは周囲の様子になど気づいていなかったが、ジェラルドだけは違った。

　彼はホールにいる生徒達に向かって、挑ちよう発はつ的てきに笑んだ。

　イリスに近づく者を、牽けん制せいするように。

「わ、私も楽しかったです。ありがとうございました」

　ようやく手が離され、イリスはペコリと勢いよく頭を下げる。

　一瞬だけ触れた唇の温もり。その熱が、肌を伝って顔まで移動してきたのだろうか？　なんだか頰が火ほ照てって、胸の奥がまたしてもこそばゆくなる。

（この感覚、発ほつ作さかしら？　でも、私の病気は治ったはずよね）

　もしかしたら、新しい病気かもしれないと考えていた時。

「あの、レルミットさん……」

　ジェラルドの圧力に怯おびえつつ、同じ寮の女子生徒が近寄ってきた。

「ダンスの邪魔になるから、渡すのが遅くなってしまったんだけど、これをあなたに預かっていたの」

　差し出されたのは、二つに折りたたまれた小さな紙片だった。

「これは、メモでしょうか？」

「え、えぇ。レルミットさんの護衛騎士様に、渡してほしいと頼まれたので……」

　役目を終えた女子生徒は、「失礼しました」と言って、そそくさと仲間の輪に戻ってゆく。

　慌てて彼女にお礼を告げたイリスは、早さつ速そくメモを開いた。

『少し外の空気を吸って、頭を冷やしてきます。俺が戻るまで、決してご友人の側から離れないように』

　達たつ筆ぴつな文字で書かれていたのは、たったそれだけのこと。

　脇からメモを覗き見たジェラルドは、形のいい眉を盛大にひそめる。

「いつまで経っても邪魔しにこないから、どうしたのかと思えば――あいつ、自分の役目をほったらかして、いったい何やってんだ。なぁ、おチビちゃんに心当たりはないのか？　騎士様の様子がおかしくなった原因とか」

「えっと……さっき私がワルツの練習中に転びかけて、クレディオさんの胸にぶつかっちゃったんです。具合が悪くなったのは、多分それからだったと思います」

「いや、それは違うだろ。おチビちゃんの頭ず突つきでどうにかなるほど、あいつも柔やわじゃないはずだ」

「だけど、ほらここに！　頭を冷やしてくるって書いてあります」

　熱が出ている証しよう拠こです、と。

　きっぱりと言い切ったイリスに、しばし無言で目を瞬しばたたかせ――再度ジェラルドは、くつくつと喉のどの奥で笑いだした。

「もうっ！　クレディオさんがどこかで苦しんでいるのに、笑っちゃダメですよ！」

「僕を笑わせたのは、おチビちゃんの方だろ」

　いつもの嫌味っぽさはどこへやら。年相応の顔で笑うジェラルドに、これまた周囲の生徒達の目が点になった。

　――棘の王子も、こんな風に笑うことがあるのか。

　同時に、彼にこんな表情をさせるイリスを、誰もが心の中でさすがだと尊敬した。
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　板石が敷しき詰められた中庭に、重い軍ぐん靴かの音が響く。

　南校舎から出てきたクレディオは、乱暴な足取りで昼下がりの中庭を突き進み――中央にある噴ふん水すいまで辿たどり着いた。

　獅し子しの頭に海かい竜りゆうの胴を持つ、伝説の獣けものを模もした石像。

　大きく開かれた口からは、とめどなく水が溢あふれ続けている。

「俺は馬鹿か……っ！」

　血を吐はくように呟き、流れ出る水で顔を洗う。

　だが、この程度では気持ちは治まらない。余計に苛いら立だったクレディオは、噴水の縁へりに両手をかけ、水の流れに頭を突っ込んだ。

（あれは不慮の事故で、なかったことにしようと言ったのは俺なのに……）

　文字通り頭を冷やしているのに、胸の内に宿る邪よこしまな想いは消えようとしない。

　むしろ、水の音で〝今朝〟の記憶が、より鮮明に甦よみがえった。

「思い出すなっ！」

　声に出して叫んで、ザバァッと頭を上げた。

　水が滴したたる髪をガシガシと掻かきむしり、記憶を追い払おうとする。しかし、忘れようとすればするほど、逆効果になっているようだ。

　ダンス練習までは、どうにか冷静さを保っていたのに。

　転んだイリスを受け止めてから、思考の暴走を止められなくなってしまった。

（邪教徒の襲撃は、まだ続いているんだぞ!?　気が抜けない状況なのに、俺ときたら……不ふ埒らちな考えは捨てろっ！）

　出会ったその日に胸を見た時は、なんとも思わなかったはずだ。

　それなのに、どうして今はこんなに心を乱しているのだろう？

「……俺の中で、何かが変わったのか？」

　服の上から胸を摑つかむ。自覚はないが、それしか考えられない。

　なんにせよ、このままでは非常に困る。

「俺は、護衛騎士なのに……」

　一刻も早く邪じや念ねんを払わなければ、イリスと顔を合わせることもできない。

（こうなったら、一か八かで柱に頭でもぶつけようか……）

　自棄になったクレディオが、半ば本気で危険な手段を検討していると――波打つ水面に、影が落ちた。

　何者かが、音もなく背後に忍しのび寄っていた。

　不穏な気配にその場から飛とび退のく。だが、それも僅かに遅かった。勢いよく突き出された刃やいばが右脇腹を掠かすめ、赤い花か弁べんのように鮮せん血けつが飛び散る。

「ぐ、あ……っ」

　傷口を押さえ、低く呻うめく。

　けれど、痛みを感じるのは後だ。強く奥歯を食いしばり、腰の剣を引き抜いたクレディオは、振り向きざまに刃を振るう。続いて繰り出された二回目の攻撃を弾はじくと、相手がその衝撃で剣を取り落とした。

　武器を拾っているひまがないと判断してか、謎の襲撃者は躊ちゆう躇ちよなく逃げ出す。

「ただで、逃がすものか……っ！」

　軍服の上着に仕込んでいた短刀を取り出し、クレディオは遠ざかる襲撃者に投げつけた。

　渾こん身しんの力を込めたせいで、脇腹の傷が広がる。あまりの激痛に膝ひざからくずおれるが、短刀からは決して目を離さなかった。

「ぐ……っ」

　空を切って飛んだ短刀は、襲撃者の左腕を掠める。

　思わぬ攻撃に驚いて振り返った襲撃者が、地面に座り込んだクレディオを見て、不ふ意いに足を止めた。今なら、とどめを刺せるとでも思ったのだろうか。引き返そうと、一歩踏み出しかけた時――、

「クレディオさーん、どこですかーっ？」

　自分の名を呼ぶ声が、どんどん近づいてきた。

　この声の主は、顔を見なくても分かる。友人の側から離れるなとメモを残したのに、どうやら彼女は、自分を捜しに来てしまったようだ。

「こっちに来るな！」

　傷口が開くのもかまわず、吼ほえるように叫ぶ。

　しかし、来るなと言ったところで、大人しく立ち止まるような相手ではない。案の定、声はあっという間に大きくなり――ついには中庭へ、イリスが駆け込んできてしまった。

　不幸中の幸さいわいなのは、彼女の後ろに見慣れた姿があることだ。

「クレディオさん、どうしたんですか!?」

　うずくまる自分を見て、イリスは悲鳴のような声を上げる。

　彼女についてきたのは、ジェラルドとジュリとルキノだ。

「……何者かに、刺されました。犯人は、向こうへ逃げたはずです……」

　イリス達が登場したことで、襲撃者は早々にこの場を去ったらしい。

　逃げた方角を指差すと、ジュリが素早く行動に移った。

「あたし、先生に知らせてくる！　みんなは騎士様のことよろしくね！」

　口早にそれだけ言い残すと、彼女は風のように走りだす。

（ジュリアーノに任せれば、後はどうにかなるだろう）

　安あん堵どして気が抜けた途端、身体からも力が抜けた。

　膝ひざ立だちをしていた体勢から、前のめりに倒れかけたところを、駆け寄ってきたイリスに抱き留められる。激痛でぼやける視界の中で、彼女は今にも泣きそうな顔をしていた。

「クレディオさん、怪我をしているじゃないですか！　いったい、誰がこんな酷ひどいことを!?」

「……ここは、危険です。俺のことはいいから……あなたは、早く安全な場所へ……っ」

「怪我人が何を言ってるんですか！　クレディオさんが痛い思いをしているのに、私だけ逃げることはできません。逃げる時は一緒にって言ったのは、クレディオさんですよ」

　強い語ご気きでそう言ったイリスは、ジェラルドとルキノに懇こん願がんする。

「お願いです、二人とも。どこか治ち療りようができるところまで、クレディオさんを運ぶのを手伝ってください」

「言われなくてもそのつもりだ。騎士様は僕が背負って運ぶから、あんたは保健医を、おチビちゃんの部屋まで連れてこい」

　いつになく真剣なジェラルドの指示に、無言で頷うなずいたルキノは保健室へと急いだ。

　彼の背中を見送ると、ジェラルドは弟の傍かたわらに膝をつく。

「襲撃者の特徴は覚えているか？」

「ジェラルド君！　そんなこと、傷の手当てがすんでからでも……っ」

　イリスが憤いきどおって注意するが、それをクレディオが手で制する。

「襲撃者、は……レーヴェ寮の、制服を着ていました。顔は見ていませんが、声が低く……左腕に、短剣が掠めた傷があるはず、です……」

「分かった。後のことは僕に任せて、お前はもう休め」

　言うべきことを、報告したせいだろう。

　これまで必死に繋ぎ止めていた意識が、急速に薄らぎ始める。

「クレディオさん、私がついてますから！　元気になるまで看病するので、安心してくださいね」

　震ふるえる声で叫ぶ主に、「自分のことは心配いらない」と告げようとする。

　しかし、想いを言葉にする前に、意識は深い闇やみに落ちた。
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　ちゃぷんと、冷水の入った洗面器にタオルを浸ひたす。

（思ったより傷が深かったわね……）

　水分を吸ったタオルを絞しぼりながら、イリスは小さくひと息つく。

　普段、自分が使っているベッドには、クレディオが眠っている。彼のベッドよりも柔らかいので、傷に障さわらないだろう。そんな理由から、クレディオをここまで運び込んだジェラルドに頼み込んで、彼を自分のベッドに寝かせたのだ。

（痛み止めの効果が出てきたのね。呼吸も安定してきたし、発熱もないわ）

　五針も傷口を縫ったのに、容体は安定している。消しよう炎えん作用のある薬と、痛み止めも少しずつだが飲ませていたので、それが効いているのだろう。

　さっきまで、痛みに脂あぶら汗あせを浮かべていたが、今では穏やかな寝顔をしていた。

（もうそろそろで、包帯を替える時間ね）

　濡れタオルを洗面器の脇に置き、ベッドサイドの椅い子すへ腰掛ける。

　小さな蠟ろう燭そくの灯あかりを頼りに、目を凝こらして壁掛け時計を見ると、時刻は深夜の一時を回っていた。夜中に一度、患かん部ぶに薬を塗って包帯を替えなくてはならないらしく、その時間になったらまた来ると、親切な保健医は言ったが――「私がやります」と、イリスはその申し出を断っていた。

　こんな時くらい、クレディオの役に立ちたかったから。

「ん……」

　その時、ベッドの中から微かな呻き声が聞こえた。

　見れば、うっすらとクレディオの瞼まぶたが開かれるところだった。

「こ、こは……？」

「クレディオさん、気がついたんですね」

　優しく声をかけると、首がこちらへ向けられる。

「イリス様、俺はいったい……」

「知らない人に刺された後、気を失ったんです。ここは寮の部屋で、ジェラルド君が運んでくれました。お腹なかの怪我の手当ても終わってますから、もう大丈夫ですよ」

「そう、でしたか……ご迷惑をおかけして、すみません」

　力ない声で謝罪され、イリスは「とんでもない！」と頭を振る。

「いつも迷惑をかけているのは、私の方ですから。むしろクレディオさんは、もっと私に迷惑をかけてください」

　頼りがいがあるところを見せようと、力こぶを作ろうとする。

　そんなイリスに、クレディオは穏やかに目を細め――ふと、違和感に気がついた。

「あの、イリス様。ここは寮の部屋なのですよね？」

「そうですよ。ここなら安全だって、ジェラルド君が言っていたので大丈夫です」

「いや、その点は心配していません。兄上は何事にもそつがありませんから。それより、俺が寝ているベッドですが……まさか、イリス様のベッドでは？」

　こわごわと尋ねるクレディオの気も知らず、イリスはあっさりと首しゆ肯こうする。

　その答えに、クレディオはブランケットを跳ね飛ばす勢いで身を起こした。――が、脇腹に激痛が走り、傷口を押さえて苦く悶もんの声を漏もらす。

「クレディオさん、急に動いたらダメですよ！　傷が開いたらどうするんですか!?」

「しかし、あなたのベッドを使うなんて……」

「怪我人が何を言ってるんですか。せめて、今夜だけはこのベッドを使ってください。私ならソファで十分です」

　それより――と続け、イリスは棚から救急箱を手に取る。

「もう少し経ったら、包帯を替えようと思っていたんです。起きたついでに、すませてしまいましょう」

「ま、待ってください！　傷の手当てくらいなら、自分でできますから」

「いけません。脇腹といっても、背中に近い傷です。手は届くでしょうけど、とても自分ではきちんとした治療はできません。……こんな時くらい、私にお世話させてください」

　懸けん命めいに訴うつたえると、クレディオはしばらく逡しゆん巡じゆんするそぶりを見せ……やがて、自分から上着を脱ぎ始めた。

「分かりました。今夜だけはお言葉に甘えます」

「あ……ありがとうございますっ」

　これで、クレディオのお世話ができる。

　嬉しさのあまり頭を下げると、「お礼を言うのは俺の方ですよ」と苦笑された。

「それじゃあ、包帯を解ほどきますね。痛かったら我が慢まんしないで言ってください」

　クレディオが上着を脱ぎ終えると、イリスはいそいそと包帯の交換にかかる。

　眠っている間に、包帯は汗を吸ってだいぶ濡ぬれていた。それを丁てい寧ねいに解きながら、イリスは真剣に傷の状態を確認する。

（傷は開いてないみたいね。出血も治まったようだし、これならすぐによくなるわ）

　包帯を取り去ると、傷口を覆おおうガーゼを外す。染み込んだ血液は僅かで、新たな出血は見られない。

　ホッと胸を撫なで下ろしたイリスは、次に消毒液を取り出した。

「今から傷口を消毒するので、少し沁しみますよ」

　前置きを言いながら、ピンセットで摘んだ脱だつ脂し綿めんにたっぷりと消毒液を浸ひたす。これはかなり沁しみるだろうが、ためらうだけ治療の時間が延びてしまう。

　心の中で謝りながら、傷口に脱脂綿を押し当てる。ぴくりとクレディオの肩が揺れたが、彼はそれ以上の反応は、何一つ見せなかった。

　痛みをこらえてくれているのが分かるからこそ、イリスの手て際ぎわは速くなる。

「はい、消毒はこれで終わりですよ。今度は軟なん膏こうを当てますけど、こっちのお薬はちょっぴり冷たいだけなので安心してください。なんたって、私のお手製ですから」

　細かく説明をすると、「俺は子供じゃないので平気ですよ」と笑われた。

　けれど、クレディオも言葉とは裏腹に、沁みない薬と分かって安心しているのだろう。先ほどより、肩の力が抜けているように見えて、イリスは彼に隠れてクスッと微笑む。

（誰でも、痛いのは嫌だものね）

　薬を指先で掬すくい、丁てい寧ねいにガーゼへ塗り込んでゆく。今度は痛みを与えないよう、クレディオの反応を窺いながら、そっと傷口を覆う。

　緩すぎず、きつすぎず。

　絶妙な加減で、半分ほど包帯を巻いた頃。

「あの、イリス様……」

　控ひかえめに名前を呼ばれ、「傷が痛みますか？」と問う。

　しかしクレディオは、首を左右に振る。

「俺を襲撃した男がどうなったのか、報告などは受けましたか？」

「さっき、様子を見にきてくれた警備の方に聞いてみましたが、まだ捕まっていないそうですよ」

「そうですか……」

「でも、不思議ですよね。どうして今日の犯人さんは、私ではなくクレディオさんを襲ったのでしょう？」

　これまでは、聖女の自分が狙われてきたのに。

　それなのに、護衛騎士であるクレディオの命を奪おうとするなんて――先ほどからずっと、イリスはそれが気になっていた。

「おそらく、作戦を変えたのでしょうね。直接イリス様を狙っても、俺が毎回阻そ止ししますから。だから、まずは邪魔者から排はい除じよしようとしたんですよ」

「それじゃあ、今回クレディオさんが狙われたのは、私を護っているせいで……」

　咄とつ嗟さに頭を下げようとするが、「謝らないでください」と先手を打たれてしまう。

「俺は最初、星ほし詠よみの巫み女こから下された予言に従い、仕方なく護衛をしていました。けれど、今は違います」

　海色の瞳を穏おだやかに細め、クレディオは語る。

「あなたは、俺が遠い昔に求めていたものを、当たり前のように与えてくれました。どんなに俺が突き放そうとしても、決して見放すこともせず――こうして、寝ずの看病までしてくれる。こんなこと、母にだってされたことはありません」

「えっ……」

「母上は俺のことがお嫌いですから。産むだけ産んで、あとは乳母に任せきり。一度だってあの人に、笑いかけられた記憶はありません」

「そ、そんな……」

　国王の隣に座していたアベルティーネは、優美で温厚そうな女性だった。

　クレディオだけでなく、血の繋つながらないジェラルドの身も案じる、素敵な母親だと思っていたのに――彼女が、実の息子であるクレディオを嫌っているだなんて。にわかには受け入れ難がたかった。

　しかし、クレディオの悲しげな眼差しは、真実を語る者のそれであった。

「クレディオさん。私があなたに何をあげたのかは分かりません」

　包帯を巻き終わり、上着に袖そでを通すのを手伝いながら、イリスはぽつぽつと呟く。

「でも、これからは私が王妃様のぶんも、クレディオさんを甘やかしてあげます。だから、遠慮なんかしないで、どーんっとわがまま言ってくださいね」

　大げさに反らした胸を叩くが、強すぎて軽く咳せき込んでしまう。

　そんな彼女の背をさすってやりながら、クレディオは穏やかに微笑む。

「俺はもう、あなたからかけがえのないものを頂きました。これ以上を望んでは、罰ばちが当たってしまいます」

「そんなことは、ないと思いますけど？」

「いえ、いいんです。俺が求めている〝特別〟は、ありふれた日常の中にある〝当然〟でしたから。なので、イリス様はこれまで通り、本能の赴おもむくままに振る舞ってくだされば十分です」

「そ、そうですか……」

　分かりましたと頷いてはみたが、ほんのちょっぴり残念だ。

　また一つ、クレディオのためにできることが増えたと喜んだのも束つかの間ま。早々に計画が頓とん挫ざしてしまった。

（でも、そんなことはどうでもいいわ）

　普段通りに振る舞っていれば、彼の望む〝特別〟は与えられるのだ。

　いつまでも今の自分であるならば、クレディオに〝特別〟を与え続けることができる。それなら、やらなければならないことはただ一つ。

　この生き方を最後までまっとうすることだ。

「さぁ、包帯の交換も終わりましたし、もう横になってください」

　上着の前を留めると、優しくクレディオを横たわらせる。はねのけられたブランケットもしっかりとかけ、眠る準備は完全に整った。

「月の光よ、どうかクレディオさんの闇を優しく照らし出してください」

　そう呟いたイリスは、何の前触れもなくクレディオの額に口づけを落とす。

　あまりに唐とう突とつな行為に、一瞬惚ほうけてしまったが――飛び起きこそしなかったものの、クレディオは怯ひるんだ様子で額を押さえて叫ぶ。

「あ、あなたは、いきなり何をするんですか!?」

「今のは、お母さんから教わった〝おまじない〟です。眠る前にこうやってお祈りをすると、病気や怪我も早く治るんですって」

　――まぁ、私には効かなかったみたいですけど。

　ほんの少し自じ嘲ちよう気味に笑うイリスに、クレディオはたじろぐ。

「……きっと、俺には効きますよ」

「えっ」

「もし、おまじないとやらに効果がなかったとしても、早く怪我を治してみせますよ。それが、あなたの願いであるのなら……」

　それだけ言うと、羞しゆう恥ち心しんが限界に達したのだろう。クレディオは寝返りを打ち、イリスに背を向けてしまった。

　きょとんとしたイリスは、すぐに笑顔に戻ると乱れたブランケットを整える。

「おやすみなさい、クレディオさん」

　柔らかな声でそう言うと、小さな声で「おやすみなさい」と返された。

　たったそれだけのことにも、イリスの心はぽっと温かくなった。
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　長い追つい跡せきの末に、ようやく辿り着いたのは古びた小屋だった。

（北の林の中に、こんな場所があるなんて初めて知ったわ）

　ローザリアの制服を着たままなので、つい思考も「女子生徒」を演じてしまう。演技派だから仕方がないかと諦あきらめ、ジュリはスカートの内側に仕込んでいた短剣を抜く。

（おとなしく投降してくれたらいいんだけど、そう簡単にはいかないわよね）

　小屋の中には人の気配がある。逃亡者の痕こん跡せきが途絶えたのは林の前だったので、この中に身を隠している可能性が高い。

　先手必勝。こちらから踏み込んでやる――と、奇き襲しゆうをかけようとした時。突然、小屋の中に灯ひがともった。かと思えば、その灯は扉の方へと向かってくるではないか。

　咄とつ嗟さにジュリは、木の陰に身を隠す。

（外に出てくるつもりか）

　短刀の柄えを握る手に力を込め、ごくりと生なま唾つばを呑み込む。

　緊張しているわけではない。戦闘を間近にして、高まろうとする気分を鎮しずめているのだ。

（……えっ）

　耳みみ障ざわりな音と共に、錆さびた扉が開かれる。

　小屋の中から出てきたのは、見知った顔だった。野生の獣けもののようないかつい面おも差ざしに、がっしりとした身体つき。

　間違いなく、レーヴェ寮の寮長を務めるロイド・エーベルストだ。

（とんだ大物に行きついちゃったわね）

　イリスに手を上げようとしたり、呪いの人形を渡してみたり。思い返してみれば、疑わしき点は多々あった。

　まさか、本当にイリスの命を狙っていたとは驚きだ。

「レーヴェ寮の寮長さん。ちょっといいかしら？」

　一旦、短刀は元の場所にしまって。木陰から出たジュリは、いつものおちゃらけた調子で声をかける。

　真夜中の林の中で別寮の後輩と遭そう遇ぐうしたロイドは、険けわしく眉を顰ひそめた。

「……お前、こんなところで何をしている？」

「それはこっちの台詞せりふよ。寮長さんこそ、こんなところで何をしていたのかしら？　夜のお散歩をしていたなんて噓うそは、言いっこなしよ」

「……俺がどこで何をしていようと、お前には関係ないことだ」

「ところがどっこい、大ありなのよねぇ」

　魔王のような形ぎよう相そうにも怯ひるまず、ロイドに歩み寄ったジュリは、彼の左腕の袖を許可も取らずにめくった。

「ビンゴ」

　犯人の左腕には、短刀で負おった傷がある。先ほど部下からそう報告が入った。ロイドの左腕にも包帯が巻かれていた。

　ジュリが鋭するどく指笛を吹くと、小屋を取り囲むように複数の騎士が現れる。

「聖女様連続襲撃事件の、重要参考人だ。捕ほ縛ばくしろ」

　一切の感情が排除された命令に、騎士達は無言で従った。

　無抵抗のまま捕らえられたロイドは、ジュリを見据えて低い声で問う。

「……お前、何者だ？」

「そうねぇ。寮長さんには特別に、あたしの正体を教えてあげましょうか」

　頭の高い位置で結った赤毛を掻き上げ、ニヤリと猫のように笑む。

　そして彼女は、襟えり元もとに輝くブローチを取り外す。

「私はジュリアーノ・ラグハーレン。神聖ランディエルの軍務を統とう括かつする、国王軍の総そう督とくである」

　彼女が掲かかげ見せた、ブローチの裏側。

　そこには、国王軍の総督の証あかしである紋もん章しようが堂々と刻まれていた。
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　風の精霊祭を翌日に控ひかえた昼下がり。

　クレディオのお見舞いと称しようして、いつもの面子メンツがイリスの部屋に集合していた。

「まさか、イリスちゃんを襲ってた犯人が、レーヴェ寮の寮長さんだったなんてね。どうよ、近づかない方がいいってあたしの勘かんは、バッチリ当たってたわよ」

　白いティーテーブルに着いたジュリは、持ってきた見舞いの菓子を、自分でもしゃもしゃと食べていた。

　精霊祭を主催する寮のトップが、重罪で騎士団に捕らえられた。そのことで、一時学院内は騒然となったが、精霊祭を中止にすることはできない。

　精霊祭の開催日が、〈星詠みの巫女〉の託たく宣せんによって下されたからだ。

「まぁこれで、おチビちゃんも安心して風の精霊祭に参加できるだろ」

　よかったな、と。壁にもたれて立っているジェラルドに祝われるが、イリスは素直にそのことを喜べなかった。

　ロイドだけは最初から最後まで、イリスの歌に付き合ってくれた。

　そんな彼に、ずっと命を狙われていたなんて、そう簡単に信じられることではない。

「本当にクマ寮長さんが、私の暗殺を企たくらんでいたのでしょうか？」

　思わず胸中の疑問をこぼすと、すかさずジュリがぶすくれる。

「あいつが邪教徒の後ろにいた黒幕だって、今じゃ学院のビッグニュースよ。みんな言ってるわ、『前から奴は怪しかった』ってね。しかも腕には、騎士様がつけたのと同じ傷があったらしいわよ。どうやらそれが決め手になって、騎士団に拘こう束そくされたとか」

「そ、そんな……」

　ロイドを捕らえたのは、クレディオが最も信頼する部下だったという。

　クレディオの部下なのだから、優秀だとは思うが、誰だって勘違いや間違いはするものだ。ロイドの捕縛には、何かしらの誤解があるのではないか――と、イリスが再度、異議を唱となえようとした時だった。

「あのっ！　ボクも、イリスさんと同じ意見なんだ」

　ジュリの隣の席に座っていたルキノが、勢いよく立ち上がる。

「確かに、寮長は怖い顔をしているかもしれない。でも、根はいい人なんだよ」

「あの極悪人顔で、いい人？」

　ないないと、ジュリが手を振って否定する。

　しかし、今日のルキノは簡単には引き下がらず、「顔は関係ないよ」と反論した。

「図書室で本が取れずにいた時、代わりに取ってくれた。巣が壊れた小鳥のために、巣箱を作ってあげていたし、迷子の野良犬に餌えさをあげているのも見たことがある。ピアノの演奏が得意で、部屋で聖歌の練習を毎日していたくらいだから、邪教徒っていうのも誤解だと思うんだ」

「まぁ。ルキノ君だけじゃなくて、小鳥さんや犬さんまで助けるなんて……やっぱりクマ寮長さんは、いいクマさんなんですよ」

　初めて明かされたエピソードに、イリスが感動して瞳を輝かせる。

　けれど、ジェラルドとジュリのコンビはクールなもので。

「そんな証言で無実が証明されるほど、世の中甘くないぞ。動かぬ証拠がなけりゃ、騎士団から相手にもされないだろうよ」

「ストルヴィアのお坊ちゃまと、同じ意見ってのは癪しやくだけど、あたしも寮長さんの無実を晴らすのは難しいと思うわよ？　本人は否定も肯こう定ていもしないで、だんまりを決め込んでるみたいだし。これじゃ、関与を認めてるようなものよ」

　口数が極きよく端たんに少ないのが、ロイドの特徴である。

　四寮合同の朝礼で、自分がすべき説明を、ルキノに命めいじたくらいだ。その無口スキルは、騎士団に捕らえられてもなお発はつ揮きされているらしい。

「あー、もうっ。どうして寮長は、こんな時まで黙っちゃうのかなぁ……」

　濡ぬれ衣ぎぬを晴らしたい相手が、自分で疑惑を深めている。

　八はつ方ぽう塞ふさがりな状況に、ルキノが頭を抱かかえた時――イリスと並んで、大きなソファに座っていたクレディオが、すっと人差し指を立てた。

「寮長の無実を証明する方法でしたら、一つだけあります」

　いまだ包帯こそ取れていないが、傷も癒いえてきたクレディオは、すでに日常生活が送れるようになっていた。実は彼のお見舞いなど、井い戸ど端ばた会議を開く口こう実じつのようなものだった。

「クレディオさん、その方法って何ですか？」

「お願いします、教えてください！」

　もしかしたら、ロイドを救えるかもしれない。

　興こう奮ふん気味に食いついてきた、イリスとルキノ。「少し落ち着いてください」と言い置き、クレディオは軽く嘆息する。

「寮長が本当に無実であるなら、真犯人が他にいるということになります。真犯人を捕らえさえすれば、おのずと寮長の身の証あかしは立ちますが……」

「……寮長が無実なら、真犯人は他にいる……」

　クレディオの言葉を、口内で反はん芻すうしたルキノは――なぜか、次第に蒼あおざめていった。

「だとしたら、イリスさんが精霊祭の舞踏会に参加するのは危険じゃないかな？　昼の演目中はまだしも、舞踏会はそうはいかない。みんな違う衣装を着て仮面で素顔を隠すから、誰が誰だか見分けがつかなくなっちゃうよ」

「つまりあんたは、舞踏会の最中に真犯人がおチビちゃんを狙うって言いたいのか？」

　ジェラルドから尋ねられ、ルキノは神しん妙みような顔で頷く。

「寮長が捕まったことで、警備も手薄になるだろうから。ボクが犯人だったら、間違いなく舞踏会中にイリスさんを狙うよ。仮に寮長が犯人だとしても、他にまだ仲間はいるだろうし、舞踏会は出ない方がいいんじゃないかな？」

「そうはいかないだろ。おチビちゃんは、〝オーヴィル殿でん下か〟のパートナーなんだ。そう簡単に欠席することはできないし、肝かん心じんの聖女がいなければ真犯人も現れないぞ？」

「あ、そうか……」

　舞踏会に出席すれば、イリスの身が危険に曝さらされる。しかし、欠席したら真犯人は現れずロイドの無実が晴らせない。

　どうしたものかと、またしてもルキノが頭を抱えた。

「ねぇ。今、ふと思ったんだけどさ……」

　静せい寂じやくが落ちた室内に、ぽつりとジュリの呟きが響く。

「舞踏会を成功させて、寮長さんの無実を晴らすためには、イリスちゃんがいなくちゃいけない。でも、舞踏会に出席したら、イリスちゃんの身が危ない」

　だったら――と続けた彼女は、ニヤッと口の両端を吊つり上げた。

「イリスちゃんが危険な目に遭あわず、舞踏会を成功させて寮長さんの無実を晴らす方法、一つだけ思いついちゃった。でもそれには、ルキノ君の協力が必要になるわ」

「ボ、ボクの……？」

「えぇ、そうよ。ちょっと耳貸して、詳しい説明をするから」

　そう言ったジュリは、ルキノの耳元でぼそぼそと内緒話を始める。

　彼女が思いついた作戦を聞くうちに、ルキノの表情が強張ってゆく。最終的に彼は、真っ青になって硬こう直ちよくしてしまった。

「と、いうわけなんだけど――ルキノ君、大丈夫？」

「……な、なんとか。というか、すごく大だい胆たんな作戦だね……」

「イリスちゃんのぶんも、危険な目に遭うかもしれないけど――それでも、ルキノ君がやるって言うんだったら、あたしは全力で協力するわよ」

　どうするかは、あなたが決めて。

　決断を丸投げされたルキノは、うつむいて逡しゆん巡じゆんするそぶりを見せた。けれど彼は、グッと拳こぶしを握り締めると、意を決して顔を上げる。

「分かった。真犯人を捕まえたら、寮長の潔けつ白ぱくは証明されるし、イリスさんも命を狙われることがなくなるんだよね？」

　それが、自分にしかできないことならばやってみせると、ルキノは力強く宣言した。
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　風の精せい霊れい祭さい当日。

　その日は朝から、校舎の東にある荘そう厳ごんな大聖堂で、各寮りよう学年別の発表が行われていた。

（あぁ成功して、本当によかったわ）

　イリスが指し揮きをする合唱は、最後から数えて三番目だった。

　直前までクレディオが、「あなたは、指揮だけに集中すればいいんです。指揮者は歌ってはいけない規き則そくですよ」と噓うそ情報を教え込んでいたお陰で、耳が破は壊かいされた聴ちよう衆しゆうは誰もいなかった。最悪の事態を回かい避ひできたことで、ハイリア寮の一年生は出番が終わると同時に、一斉に胸を撫なで下ろしたとか……。

　今は、休きゆう憩けいをかねた着替えの時間だ。

　この後には大広間で、精霊祭の目玉である仮面舞ぶ踏とう会かいが行われる。

「イリス様、準備は整いましたか？」

　廊ろう下かから静かに扉がノックされる。

　キュッと腰のリボンを締しめたイリスは、姿見に映る自分の姿を見て満足げに微笑ほほえむ。

（思った以上に似合ってるわよね）

　これなら、絶対に大丈夫だ。

　両手の拳こぶしを握にぎり締め、自分自身を鼓こ舞ぶしたイリスは、廊下で待つクレディオの元へ急ぐ。すべてに決着をつける、仮面舞踏会に参加するために――。







　楽団が奏かなでる優ゆう美びな音ね色いろが、大広間から漏もれ聞こえる。

　頭上から降り注ぐ、シャンデリアの光。飲み物や軽食が用意されたテーブルが、壁際にずらりと並んでいる。

　きらびやかな衣装を纏まとい、目元だけを隠す仮面をつけた生徒達は、一夜限りの舞踏会をおのおのの形で楽しんでいた。休むことなく踊り続ける者もいれば、お喋しやべりに花を咲かせている者もいる。中には、飲食のみに熱中していたり、静かに音楽に耳を傾かたむける少数派もいた。

　その時、流れるような楽団の旋せん律りつがぴたりと止まる。

　生徒達が何事かとざわついていると、司会を務つとめる男性教師のよく通る声が響いた。

「みなさん。これより、神聖ランディエル王国の第一王子、オーヴィル殿でん下かにご臨りん席せきをたまわります。盛大な拍はく手しゆでお迎えしましょう」

　そう言い終えた教師は、真っ先に拍手をする。

　王子の名が出た途と端たん、女子生徒は口々に歓声を上げて手を叩たたき始めた。男子生徒もまた、王子に気に入られようと、とびきりの笑顔で拍手に加わる。

　大広間内が、割れんばかりの喝かつ采さいに包まれる。

　次の瞬間。タイミングを見計らったように、トランペットが高らかなファンファーレを吹き鳴らした。

　すると、扉の前にできていた人の群むれが左右に割れる。そこを悠ゆう然ぜんと歩いてくるのは、赤と金が基調の盛せい装そうに身を包む長身の青年だ。目元を覆おおう仮面は、一流の職人の作だとひと目で分かる、見事な彫ちよう金きんが施ほどこされた逸品である。

　彼こそが舞踏会の主役、オーヴィル王子だ。

「仮面をつけても隠せない、この色香と気品！　あぁ、なんて素晴らしいのかしら」

「わたくし、殿下のお姿を拝はいしたのは初めてで、眩まぶしさのあまり眩め暈まいが……」

「まさに、理想の王子様ですわね。同じ空気を吸えるだけでも、お腹いっぱいになりますわ」

　王子の入場を邪魔しない程度に。彼の魅力の虜とりこになった女子生徒達は、声を潜ひそめてうっとりと囁ささやき合っている。

　そんな彼女達に、オーヴィルは歩ほを進めつつ手を振った。

「あー、化粧と香水くせぇ。こんなところに長居したら、病気にでもなりそうだ」

　にこやかな笑みを象かたどった唇で、ボソリと呟つぶやく。

　甘い微び笑しようからは想像もつかない、辛しん辣らつな毒どく舌ぜつだ。けれどそれも、王子から手を振られた興こう奮ふんを抑えきれない女子の嬌きよう声せいによって、誰かに聞き咎とがめられる前に掻かき消けされた。

　もったいぶるほど、たっぷりと時間をかけて。

　王子が大広間の中央に立つと、小こ柄がらな少女が人の輪から歩み出て来る。

「おお、聖女様だ！」

「なんだか今日は、いつもよりお可か愛わいらしく見えるが……気のせいか？」

　薄うす桃もも色のドレスを纏まとった少女――聖女は、しずしずとした足取りで王子の前に立つ。ドレスの裾すそを摘つまみ、伏し目がちにお辞じ儀ぎをした彼女は、どことなく普段よりも頼りなげに見えた。

　王子も優雅な所しよ作さで一礼すると、形のよい手を差し出す。

　その手に聖女が触れた瞬間、ロマンチックなワルツが流れだした。

「お可愛らしい聖女様、私を信じて身を委ゆだねてください」

　オーヴィルから耳元で甘く囁かれ、白い仮面の奥で視線が微かすかに揺ゆらいだが――聖女は何も言わず、こくりと小さく頷うなずいた。







「ついに、始まっちゃいましたねー」

　目立たない壁かべ際ぎわでは、白しろ銀がねの仮面をつけたジュリがスイーツをむさぼっている。

　シックなドレスで着飾り、見た目だけは非の打ちどころがない美女だ。――が、大皿に山盛りにされたケーキが、すべてを台無しにしていた。

「おい、食べてばかりいるんじゃない。二人から決して目を離すなよ」

　甘かん味みに夢中なジュリの隣には、普段と変わらぬ軍服姿のクレディオが、大広間の中央で踊る兄と主あるじの姿を監かん視ししている。

　今のところ、二人の周囲に怪しい人物は見当たらない。

「あの、お飲み物はいかがですか？」

　その時、クレディオの前にグラスが差し出された。

　任務で忙いそがしい彼は、間に合っていると断りかけ……給きゆう仕じをするメイドの声が、聞き慣れたものであることに気がつく。

「どうです、本物のメイドさんみたいでしょう？」

「あなたって人は……」

　小さな両手でお盆ぼんを持ち、にっこりと微笑む三つ編みのメイド。古めかしい丸まる眼め鏡がねの奥では、空色の瞳が一等星のごとく輝いている。












　クレディオは心底呆あきれたように、深くため息をつく。

「厨ちゆう房ぼうで、おとなしく洗い物をしている約束だったはずですよ？」

「先せん輩ぱいメイドさんから、『あんた暇ひまそうだから給仕を手伝いな』って言われたんです。さっきから、何回も大広間と厨房を往復してますけど、メイドさんのお仕事も楽しいですよ」

「……いいから、早く厨房に戻ってください」

　このメイドがいたら、まずいことになりかねない。

　さっさと退たい散さんさせなければ。そうは思うのだが、肝かん心じんのメイドは王子と聖女のダンスに、ボウッと見入っていた。

「うわぁ～、二人ともステキですねぇ。私の正体がルキノ君だって、バレてな……もがっ」

　何事か言いかけたメイドの口を、神速でクレディオの手が塞ふさぐ。

　そのまま彼は、彼女の耳元に唇を近づける。

「イリス様。いいかげん、軽率な発言は慎つつしんでください！」

「ふ、ふみまふぇん」

「反省したのでしたら、早くこの場から立ち去るように。約束できますね？」

　幼おさな子ごを諭さとすように尋たずねると、メイドは何度も頷く。その弾はずみで髪の位置がずれ、クレディオが慌てて直す。

「カツラも外れないよう、注意するように。――さぁ、後のことは俺とジュリさんに任せて、本当にもう行ってください」

　ようやく口が自由になり、メイドは名残なごり惜おしそうに肩を落として去ってゆく。

　作戦に関わる五人以外、この事実に気づく者はいないだろう。よもや、王子にリードされて踊る聖女が男で――本物の聖女が地味なメイドに扮ふんし、給仕に励はげんでいることなど。
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　壁際まで下がり、ルキノは小さく息をつく。

（き、緊張した……っ）

　ダンスは元から苦手な上に、女性のステップなんて知らなかった。だから、最初はどうなることかと不安だったが、王子のリードによってそれらしく踊ることができた。

　女じよ装そうをしたのも初めてだったので、転ばなかったのも奇き跡せきに感じる。

（本物の王子様と踊るなんて、女の子達に悪いことをしちゃったな）

　そんな罪ざい悪あく感かんを抱きつつ、給仕からもらったジュースで喉のどを潤うるおす。

　結局、王子と踊ったのは最初の一曲だけだった。その後、彼は生徒達が踊るのを見ていたいと言い、早々に来らい賓ひん席せきに着いてしまった。

（これからボクは、どうしたらいいんだろう？）

　背格好が似ているので、身代わりに選ばれてしまったが――自分には、寮長の無実を晴らすという目的もあった。

　口数が極きよく端たんに少なく、子供が見たら三秒で泣きだすような顔をしているけれど。ロイド・エーベルストは、悪事を働くような人物ではないはずだ。

（神官様が言っていたもんね。楽器は人の心を映す鏡だ。だから、心が美しい者にしか、キレイな演奏をすることはできないんだ……って）

　時折、ロイドの部屋からはピアノの音が聞こえてきた。彼の奏でる聖歌の調べは、耳にするだけで心が洗われるようで、つい課題をする手を止めて聴き惚ほれてしまうほどだった。

　無罪を主張するには、弱すぎる理由だと自分でも思う。

　けれど、何度考え直しても結論はそこに行き着くのだから、仕方がない。

「なぁ、聖女様」

「……っ！」

　物思いにふけっている真っ最中に、肩を叩かれて心臓が止まりかけた。

　喉元まで出かかった悲鳴を呑のみ込み、振り返ったそこには――口元に勝気な笑みをたたえた、茶ちや髪ぱつの男子生徒が立っていた。

「よかったら、俺とも一曲踊ってもらえないか？」

　口調はいささかぞんざいだが、趣味のよい衣装に小こ洒じや落れた仮面を身につけている。自分とは真逆に位置するような、押しの強いタイプの男子生徒だ。

　せっかくのお誘いだが、今は暢のん気きに踊っている場合ではない。

　先ほどから何度もダンスを申し込まれているが、ルキノはすべて笑顔で断っていた。今回も会え釈しやくをして、速すみやかに場所を移動しようとしたが……するりと伸びてきた腕に、手首を摑つかまれてしまう。

（この人は、いったい何なんだ？）

　嫌がる女性に、ダンスを無む理り強じいするなんて。名門校に通う、貴族のお坊ちゃまが聞いて呆れる。

　男として嫌悪感を抱いていると、男子生徒からにこっと笑いかけられた。

「せっかく可愛い顔をしてるんだ。そんな怖い顔をしたらもったいないぞ？」

　声を出すと男であることがバレるので、誰のせいだと心の中で突っ込む。

　当然、心の声など聞こえるはずもなく、男子生徒の暴走はまだまだ続いた。

「さぁ、来いよ。大丈夫。踊っているうちに、聖女様もきっと楽しくなるからよ」

　嫌がって抵抗してみるが、悲しいことに圧倒的な力の差があった。声が出せないせいで、周囲に助けを求めることもできない。

　会場内では、仲間達が自分のことを見守ってくれている。しかし、彼らはここぞという時にしか、助けに入ることはできない。厳重な警備で聖女を護っていては、囮おとりの意味がなくなるからだ。

（ボクだけで、どうにかしないと……っ）

　でも、どうすればいいのだろうか？

　胸板を押し返したり、身体を捻ひねってもビクともしない。こうなったら、足を踏ふんでやろうかと思った次の瞬間――、

「あなたの目は、節ふし穴あななのでしょうね。聖女様が嫌がっているのが見えないのだから」

「ぐ、あっ!?」

　静かな声が聞こえたかと思えば、急に身体からだが自由になる。

　見れば、無ぶ礼れい千せん万ばんな男子生徒の腕を、短い銀髪の青年がひねり上げていた。

「女性に優しく接するのは、紳士として当然のことでしょうに」

「お、お前には関係ないだろ！　俺はただ、聖女様と一曲踊りたかっただけだ」

「それが、聖女様にとって迷惑でしかないと、なぜ気づかないのでしょうか？　まったくもって、ナンセンスですね」

　摑んでいた腕を離してやりながら、銀髪の青年はやれやれと肩を竦すくめる。

「女性をダンスに誘うよりも先に、一からマナーを学び直すことをお勧すすめしますよ」

「ち、くしょう！　何なんだよお前、さっきから好き勝手言いやがって！」

　自分の不手際を他人に諫いさめられると、途端に不機嫌になる性格なのだろう。茶髪の青年は怒りに顔を真っ赤に染めて、声を荒らげる。

　けれど、銀髪の青年は動じたそぶりすら見せずフッと笑む。

「図星を指されて憤いきどおるのは、子供の証しよう拠こですよ」

「なんだとっ!?　てめぇ、調子に乗るのも大たい概がいにしろよ！」

　青年の冷静な態度に、ついに茶髪の男子生徒が激怒した。男子生徒は、拳を振りかぶって力一杯殴なぐりかかったが、彼の攻撃を銀髪の青年は軽々と避よける。

　目標から外れた男子生徒の拳は、料理の載ったテーブルにぶつかった。

　凄すさまじい音とともにテーブルがひっくり返り、数人の女子生徒が悲鳴を上げる。男子生徒達は困惑し、「落ち着け」と暴れる生徒を止めようとするが――彼は周囲の人々にも、見境いなく暴力を振るった。

　止めに入って殴られた生徒も怒り狂い、格調高くあるべき社交の場で、あっという間に乱らん闘とうが始まる。

（ど、どうしよう、ボクのせいで……っ）

　止めなければと思い、暴れている生徒に近づこうとすると手で制される。

「彼らは、ひどく興奮しています。近くにいたらお怪け我がをなさいますよ」

（この人は、困ってるボクを助けてくれた人だよね）

　混乱する周囲をよそに、一人だけ落ちつき払っているのは銀髪の青年だ。

「おや、髪が乱れておいでだ。私が直して差し上げましょう」

　紳士的な物腰の青年は、ルキノの髪に手を伸ばして髪飾りを外す。次の瞬間、押し合いへし合いする生徒の一人が、ぶつかってきた。

　その弾みで倒れかけたルキノを、銀髪の青年が咄とつ嗟さに抱き留める。

「大丈夫ですか？　ここにいては、聖女様の身が危険です」

　そう呟いた彼は、ルキノの手を引くと混乱に紛まぎれて歩きだす。

「こちらです。安全な場所へ移動しましょう」

　自分のせいで起きた騒ぎなのに、真っ先に逃げ出してよいものか？

　肩越しに乱闘する生徒達を振り返り、困こん惑わくから眉根を寄せるルキノに、青年は静かな声でそっと囁く。

「騒ぎの原因になっているのは、聖女様ですから。あなたさえこの場を離れれば、彼らもすぐに落ち着くでしょう」

　確かに、青年の言うことは一いち理りある。

　どうせ自分は非力なのだ。騒ぎを止めるほどの力もなければ、ここにいるだけで、茶髪の男子生徒を刺激するだけかもしれない。

　だとしたらこの場から離れ、事態の収拾を待った方がいいだろう。そう結論を出したルキノは小さく頷き、青年の後をおとなしくついていった。

　彼の手から、いつの間にか髪飾りが消えていることにも気づかずに……。







　良くも悪くも、イリスにはメイドの衣装が似合っていた。

　どのくらい似合っているかといえば――生徒や職員達から、遠えん慮りよなくこき使われるくらいにはだ。

「あぁ、忙しい忙しいっ」

　一度は厨房に戻り、おとなしく雑ざつ用ようをしていようとしたが、またも先輩メイドに「料理を運ぶのを手伝ってくれ」と、無理やり大広間に駆かり出されてしまった。

　大広間と厨房は離れているので、往復するだけでも一苦労だ。

（だけど、メイドさんのお仕事ってやりがいがあるわね。もしかしたら、私の天職かもしれないわ）

　休む間もなく動き回り、あちこちで人のお世話をする。

　他のメイド達は、影で「疲れた」とか「休みたい」と愚ぐ痴ちをこぼしていた。しかし、イリスは文句一つ言わずに、笑顔で働き続ける。誰かの役に立てることが純粋に嬉しかったから。

「それにしても、美味しそう……」

　運んでいる料理を見ていると、お腹が小さく鳴った。

　片手でつまめるような軽食が、大皿にはたくさん並んでいる。

（一個くらい、食べてもバレないわよね？）

　辺りをキョロキョロと見渡し、人影がないことを確認する。

　ごくりと喉を上下させ、つまみ食いをしようとするが――あと少しのところで、イリスは思い留とどまった。

（ダメよ、こんなことしちゃ！）

　自分の仕事は、料理を「食べる」のではなく「運ぶ」ことだ。肝かん心じんの料理を食べてしまっては、メイドの仕事がなくなってしまう。

　作法の授業でも、立ち食いは厳禁だと習ったのでなおさらできない。

（お仕事が終わってから、お腹いっぱいご飯を食べればいいんだわ。今は我が慢まん、我慢……）

　働いた後の食事は格別だと、父親は毎日のように言っていた。

　頑張った分だけ、後で食べるごはんが美味しくなる。そう信じて、メイド業に励はげむ本物の聖女だったが――薄暗い回かい廊ろうを歩いている時、少し先の曲がり角を〝もう一人の自分〟が横切るのを目撃した。

（今のは、ルキノ君よね？）

　彼は「王子」として舞踏会に参加したジェラルドと、ダンスを楽しんでいるはずだ。

　ならば、きっと一緒にいるのはジェラルドだろう。そう思ったイリスは、「どこに行くのかしら？」と気にはなったが、料理が冷めると先輩メイドに叱しかられるので、大広間を目指すことにした。

「？　なんだか、騒がしいわね」

　先ほどまで廊下にはワルツの繊せん細さいな調べが聞こえていたのに、今や生徒の悲鳴や怒ど号ごうが轟とどろいていた。

　何が起きているのだろう？

　不思議に思って大広間に入ると、ある一いつ角かくで、男子生徒達が殴り合いをしているではないか。

「あのっ、これはいったい……」

　離れた場所のテーブルに持ってきた料理を置き、近くで給仕をするボーイに尋ねる。

「聖女様にダンスのお相手を申し込んだ方が、断られて暴れているそうです」

「えっ」

「それにしても、あなた……見かけない顔ですね？」

　最近入ったのですかと聞かれるが、イリスはお礼だけ告げると、仲間達の姿を捜して駆け出した。

「あっ、クレディオさん！」

　混乱する生徒達の間を縫ぬうように進むと、乱闘騒ぎの近くでクレディオを見つけた。

　イリスの姿を視界に収めると、彼はホッとした様子で走ってくる。

「よかった。今、あなたの安あん否ぴを確認しにいこうとしていたんです」

「私なら、ずっと元気にお仕事していましたよ？」

　意味が分からずに、きょとんと小首を傾げていると、呼吸を乱したジュリも合流する。

「騎き士し様、ダメよ。ルキノ君、どこにも見当たらなかったわ」

「やはり、この騒ぎに乗じて連れ出されたか。最初に乱闘を始めた二人組も、姿を消してしまっているし……」

「二人とも、ルキノ君を捜しているんですか？」

　それなら――と、イリスは大広間の外を指さす。

「ルキノ君なら、すぐそこの曲がり角をジェラルド君と歩いてましたよ？」

「おかしいな。僕は、ここにいるんだけど」

「えっ？」

　頭上から落ちてきた声に驚いて振り返ると、オーヴィル王子から衣装を替えて、一般生徒に戻ったジェラルドがすぐ後ろに立っていた。

「ジェラルド君、どうしてここに？　ルキノ君と一緒じゃなかったんですか？」

「適当なこと言って抜け出してきた。それにしても、これまた派手にやってくれたな」

　ようやく警備の兵士が駆けつけ、取っ組み合いをしている生徒を、どうにか引き離そうとしている。そんな光景を、ジェラルドは冷めた眼差しで一いち瞥べつしていた。

「発信器の魔装具はどうしたんだ？　髪飾りのレプリカに仕込んでおいたはずだろ」

「それが、髪飾りだけこの近くの床に落ちていて、本人は消えてしまったのです」

「へぇ……発信器に気づくあたり、少しは頭が回る奴がいるようだな」

「感心している場合じゃありませんよ！　あれがなかったら、ルキノ君を捜すことができないじゃないですかっ」

　ある程度は想定していたとはいえ、最悪の事態が発生したことでイリスは声を荒らげる。

　襲撃の真犯人をおびき出すため、ルキノは自分の身代わりになってくれた。

　最初に計画を聞かされた時は、危険だからと止めたが、ロイドの潔けつ白ぱくを証明するにはこの方法しかなかった。仲間達も、側で見護っているというので、「それなら大丈夫だろう」と賛成したが――その結果がこれだ。

「おチビちゃん、発信器くらいで騒さわぐなよ。〝聖女様〟が連れ込まれるだろう場所は、当たりをつけてある。まぁ、調べたのは僕じゃなくて〝彼〟だけど」

「彼？」

　ジェラルドが顎あごでしゃくった先には、いつの間にか長身の男が立っていた。

　舞踏会用の衣装に包まれた、がっしりとした体たい軀く。目元を隠す仮面が僅わずかにずらされ、現れたいかつい顔立ちに、イリスはあんぐりと口を開く。

「クマ寮長さんが、どうしてここに……？」

　聖女を襲撃していた邪教徒の疑いをかけられ、騎士団に捕まっているはずなのに。

　呆ぼう然ぜんとするイリスを尻目に、仮面の位置を戻したロイドは、ずんずんと大おお股またで広間の外を目指す。

「……奴らの根ね城じろに案内する。ついてこい」
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「ん……」

　うっすらと目を開ければ、淡い蠟ろう燭そくの灯あかりが見えた。

（ボクは、いったい……？）

　霞かすみがかった思考をフル回転させ、ルキノはこれまでのことを思い出そうとする。

　乱闘が始まったホールから、名も知らぬ銀髪の青年と共に抜け出したところまでは覚えていた。しかし、彼が人ひと気けのない方へ行こうとしたため、途中で引き返そうとして――それから、ぷつりと記憶の糸は切れていた。

　ただ、変な臭においをかがされたことだけは、ぼんやりとだが覚えている。

（薬を使って、眠らされちゃったのか）

　こうもあっさり捕まってしまうとは、自分が情けなくなった。

　しかし、自じ虐ぎやくにふけっている場合ではない。現状を把は握あくして、早く何かしら対応策を練ねらなくては。

（よかった。ボクが目を覚ましたことに、まだ誰も気がついていないみたいだな）

　どうやらここは、どこかの屋敷の玄関ホールのようだ。壁には等間隔に燭しよく台だいがあり、蠟燭に火が灯ともされている。身体は柱にロープで縛しばられ、自由を奪われていた。口を塞ふさがれていないだけマシだろう。

　見える範はん囲いで確認できたのは、三人。

　全員が、邪じや教きよう徒との黒くろ法ほう衣いを纏まとっている。

「おや、もう気がついたのですか？」

「……っ！」

　その時。背後の死角から、唐とう突とつに声をかけられた。

　驚いて肩を震ふるわせると、声の主が視界に現れる。

（この人達は……っ）

　二人連れの一人は、自分を攫さらった銀髪の青年。もう一人は、強引にダンスを踊ろうと誘ってきた、茶髪の男子生徒ではないか。

　無言で目を瞠みはるルキノに、茶髪の男子生徒がキシシと笑う。

「なんだよ、化け物でも見たような顔しやがって。いや、驚いて当然だよなぁ？　さっきまで喧けん嘩かしてた二人が、仲良く一緒にいたらよ」

「……あれは、演技だったのか」

　騙だまされたことに気づき、キッと睨ねめ上あげる。

「おいおい、そんな怖い顔すんなよ。せっかく可愛い顔してんだから、もったいねぇだろ？　あっ、この台詞はさっきも言ったっけか」

「ボ……わ、私をこんなところに連れてきて、どうするつもりなの？」

　こうなったら、黙っていることもできない。

　顔と同じで、ルキノは声も中性的だった。精一杯の女声を作って尋ねると、男だと疑われることもなく、茶髪の男子生徒がペラペラと語りだす。

「どうするって、決まってんだろ。ラーザ様の復活のため、お前の持ってる女神の秘石を抉えぐり出して、俺達の邪魔ができないように始末するんだよ」

「そんなことをしたら、あなた達まで邪神に殺されちゃうんだよ？」

「俺達はすぐに蘇よみがえるさ。そして、ラーザ様のつくった新世界で、面白おかしく暮らすんだ」

「そんな……あなた達は、間違ってる！　邪神は滅ほろびの神。何かを創造する力を持たぬ、奪うことしかできない存在だって、昔から伝わって――……ぐっ!?」

　突然、頰ほおを叩たたかれた。

　手を出したのは、意外にも銀髪の青年の方だ。

「お黙りなさい。生き地じ獄ごくを知らぬあなたに、私達の気持ちは理解できないでしょう。いえ……縋すがるあてのないこの絶望感を、理解されてたまるものか」

　気がつくと、黒装束を纏う者が増えていた。別室に待機していたのだろう。今では十人近くになっている。

「何が絶対神だ。愚おろかな太陽と月は、苦しむ私達を嘲あざ笑わらうだけで何もしてくれなかった。けれど、ラーザ様は違う。ラーザ様こそ、すべてが平等な世界を創造する、唯ゆい一いつ無む二にの神なのです」

　青年の言葉に、他の信者達が口々に賛同した。

　フードを深くかぶり、顔は見えないが――誰もが、どこか狂きよう気き的な雰ふん囲い気きを纏っている。

「さぁ、聖女様。あなたの持つ秘石を頂きますよ」

「……っ、やめっ！」

　ドレスの襟元を摑まれ、身をよじって抵抗したが無む駄だだった。

　ビリッとフリルが裂さかれて、胸元があらわになる。もちろん、本物の聖女でない自分の胸に、秘石などあるはずもない。

「これは、どういうことだ!?」

　秘石がないだけでなく、起き伏ふくとは無縁の真まっ平たいらな胸板。

　それを目まの当あたりにした銀髪の青年から、初めて冷静さが失われた。

「貴様、男だったのか……っ！」

「はあっ!?　こんな可愛い顔してんのに、男なんてありえねぇだろっ！」

「顔なんてどうでもいい！　私達の目的は、女神の秘石だというのに……まんまと謀たばかられたのは、こちらの方だったとは」

　ギリッと奥歯を嚙かみ締めた青年は、懐ふところから短刀を取り出す。

「私達を欺あざむくことは、ラーザ様を欺くことと同義。その罪は、死をもって贖あがなってもらいましょうか」

　蠟燭の灯を反射して、研とぎ澄すまされた刃やいばがギラリと輝く。

　信者達は「殺せ、殺せ」と繰り返し、青年も大きく短刀を振りかぶった。

（も、もうダメだ……っ）

　殺されると思い、ギュッと目をつむる。

　次の瞬間、鼓こ膜まくを震わせたのは予想外の金属音だった。

「ルキノ君、大丈夫だった!?」

　密かに想いを寄せている人物の声に、ハッと菫すみれ色の目を見開く。

　信じられなかった。目の前ではジュリが、ナイフの一撃をフライパンで受け止めているではないか。

「ジュリさん、どうしてここに？」

「助けにきたに決まってるでしょ！　ちょっと遅れちゃったけど、他のみんなも一緒よ」

　刃を押し返した彼女は、フライパンで玄関の扉を指し示す。

　それと同時に、固く閉ざされていた玄関の扉が破壊され――頼もしい仲間達が、一斉に屋敷の中へ駆かけ込んできた。







「さすが、クマ寮長さん！　力持ちですね」

　裏口から侵しん入にゆうしたジュリが、ルキノの元に辿たどり着くのを待ってから。ロイドは玄関前にあった大きな石像を持ち上げ、渾こん身しんの力で扉に投げつけた。

　外見だけでなく、力までクマ並みなんてすごすぎる。

　ロイドの人間離れした怪かい力りきに、イリスは感激した。

「さぁ、お前らの悪事もこれまでだ。おとなしく僕らに捕つかまった方が、痛い目に遭あわなくてすむけど――そうはいかないだろうな」

　冗じよう談だんめかして言うと、ジェラルドがスラリと腰の剣を抜く。

　クレディオも白はく刃じんを構え、格闘戦が専門らしいロイドは拳を固める。イリスも、先ほどジュリから借りたナベ蓋ぶたの盾たてと、オタマを握って気を引き締めた。

「イリス様。彼らは邪教を狂きよう信しんしているので、どのような手段に出るか分かりません。決して、俺達の側から離れないでください」

　本当は、安全な場所で待機してほしかったが、ここまでイリスはついてきてしまった。「私の身代わりで攫さらわれたのだから、私もルキノ君を助けに行きます！」と言い張り、説得しても決して主張を曲げなかったのだ。

　勝手についてこられるよりは、最初から側にいた方がまだましだろう。

　最終的にクレディオはそう判断したが、ここは思った以上にイリスにとって危険すぎる場所だった。

「……大丈夫だ、問題ない」

　ぼそりと呟いたロイドは、襲いかかってきた邪教徒の襟首を摑み、壁際まで投げ飛ばす。武器を持った相手でも怯ひるまず、彼は隙すきを見つけては強力な拳を叩き込む。

　真っ先に戦い始めたロイドに、ジェラルドが不敵に笑んだ。

「無口なくせに、随ずい分ぶんとカッコいいこと言うじゃないか。まぁ、今回は人間が相手だからな。おチビちゃんを護りながら戦うくらい、僕にとっては造ぞう作さないことだ」

　お前はどうなんだと聞かれ、クレディオは「決まっているでしょう」と即答する。

「人間でも人外でも関係ありません。どんな敵だろうと、イリス様に指一本触れさせない。俺は、イリス様の騎士なのだから」

「みんな……っ」

　護られることは嬉しいが、今回ばかりは自分もおとなしくしてはいられない。

　わがまままを言って、ここまでついてきたのはルキノを助けるためだ。ポケットの中にある『秘密兵器』の感触を確かめ、イリスはごくりと生なま唾つばを呑のみ込む。

（私だって、戦えるんだからっ！）

　いざとなったら、催さい涙るい玉だまと煙けむり玉だまをお見舞いしてやる。

　そんな決意を、密かに固めている時だった。

「イリスちゃん、こっちよ！」

　二人の王子の後を追って参戦しようとしていると、壁際の方から名前を呼ばれた。見れば、正面階段の陰に身を隠したジュリが、大きく手て招まねきしている。

　彼女の隣には、自分の身代わりになったルキノが座り込んでいた。

「ルキノ君、無事だったんですね！」

　二人の元に駆け寄ると、ルキノから「心配かけてごめん」と謝られる。

　そんな彼にイリスは、ぶんぶんと首を左右に振った。

「謝らなきゃいけないのは私の方です。ルキノ君を危険な目に遭あわせてしまって、本当にごめんなさい」

「ううん、囮おとりになるって決めたのはボク自身だから。イリスさんは何も悪くないよ」

　ルキノは、いつもの笑顔で微笑む。

　二人が再会を喜んでいると、いきなり視界に影が落ちた。いつの間にかすぐ側には、棍こん棒ぼうを持った邪教徒が迫っており――イリスが咄とつ嗟さに、オタマで応戦しようとしたが、動くのはジュリの方が速かった。

「まったく！　感動の再会を邪魔するなんて、無神経にもほどがあるでしょ」

　フライパンで棍棒を弾はじくと、しなやかな足でがら空きの腹部を蹴り飛ばす。武器を取り落とし、腹を押さえて呻うめく邪教徒の胸倉を摑むと、ジュリはきれいな背負い投げを決めた。

　人形のように愛らしい外見からは、想像もできない光景だ。

「すごいですっ！　ジュリちゃんも強いんですね」

「ほ、本当に強いね……」

　無邪気に褒ほめるイリスに対して、ルキノは信じられないと言いたげな顔をしていた。

　そんな二人に、フライパンを肩に担かついだジュリはピースサインを突き出す。

「それより、あいつはどこに行ったのかしら？」

「あいつ……って、誰のことですか？」

「ルキノ君を攫った、銀髪のスカした男のこと。さっきから姿が見えないから、なんだか嫌な予感がするのよ」

「銀髪のスカした男の人……？」

　ぐるりと辺りを見渡すが、フードを目ま深ぶかにかぶった信者ばかりで、髪の毛の色など区別がつかない。

　ただ一人、ジェラルドと戦っている茶髪の男だけは、この場にそぐわぬ盛装だったが。

「くそっ、何なんだよお前ら！　このままだとヤバいじゃねぇか……っ」

　たった三人を相手に、束たばでかかっても歯が立たない。

　苛いら立だちながら焦あせる男と斬り結びつつ、ジェラルドはせせら笑う。

「負けが見えたなら、さっさと降こう伏ふくしたらどうだ？　こっちとしても、無駄な時間を使いたくはないんでね」

「舐なめやがって！　こうなったら、仲間を呼んできてやる」

　茶髪の男は後方へ大きく飛とび退のくと、そのままジェラルドに背を向け、破壊された玄関から外に走り出して行った。

　舌打ちをしたジェラルドは、同時に邪教徒二人の相手をしている弟に叫ぶ。

「ここは、お前らに任せるぞ！　僕はあの馬鹿を追う」

「分かりました。ですが、くれぐれも深追いなさらないでください」

「お前こそ、熱くなりすぎて暴走するなよ？　戦いは冷静さを失ったら負けだと思え」

　心配する弟に手厳しい忠ちゆう告こくを返し、ジェラルドは茶髪の男の後を追う。

（ジェラルド君、一人で大丈夫かしら？）

　彼の強さは知っているが、それでも不安になる。

　――と、その時。天てん井じようから、耳を塞ふさぎたくなるような金属音が響いた。顔を顰しかめて見上げると、巨大なシャンデリアが大きく揺れているではないか。

「偽物を摑まされたかと思えば、本物の聖女がノコノコ出てくるとは……こちらから出向く手間が省はぶけましたね」

「あっ、銀髪のスカシタさんです！」

　仲間の信者達が戦っている間に、移動したのだろう。ジュリの言っていた『銀髪のスカした男』が、二階のバルコニーにいた。そこにはシャンデリアの鎖くさりが繋がれており、すでに一本、彼が切断したようだ。

　邪教徒と斬きり合いをしながら、クレディオが鋭するどい声で怒ど鳴なる。

「貴様、気でも触ふれたか!?　そんなものを落とせば俺達だけでなく、仲間まで巻き込まれることになるぞ！」

「彼らの命など、私にとってはどうでもよいのですよ」

「なんだと……？」

　青年は、さらりと非道なことを言ってのける。

　彼の発言にはクレディオだけでなく、仲間の邪教徒達にまで動揺が走った。

「ラーザ様が封印より解き放たれた暁あかつきには、いずれにせよこの世の生命はすべて死に絶たえる。今死んだとしても、それは早いか遅いかの違いにすぎません。新世界が創造されれば、私達は時を同じくして蘇るのですから」

「お、おいっ！　そんな作戦、俺は聞いていないぞ！」

　動きを止めた邪教徒の一人が、焦った声で訴うつたえる。他の面々も、口々に「やめろ」「勝手なことはよせ」と叫ぶが――青年の心に、その声は届かなかった。

「これも、ラーザ様を復活させるため。みなさんには尊とうとい犠ぎ牲せいになって頂きます。女神の秘石も、聖女を殺してから奪った方が確実ですからね」

「そうは、させるかっ！」

　一いちか八ばちかで、クレディオは持っていた刃を投げる。

　ヒュッと風を切って飛んだ剣。だが、二階にまでは重さも相まって、あと少し届かなかった。

「くっ、せめてイリス様だけでも……」

　悔くやしげに表情を歪ゆがめたクレディオは、仲間の暴挙に混乱する邪教徒を無視して、イリスの元へ急ぐ。

　奇くしくも彼が駆け出すと同時に、青年は残酷な刃を振り下ろした。

「ラーザ様は復活する！　そうすれば〝あのお方〟も、私を褒めてくださるはずだ」

　狂ったような高笑いと共に、鎖が無情に断ち切られる。すると、重さに耐えかね、他の鎖までもが一本ずつ悲鳴を上げるようにちぎれ始めた。

　ひときわ耳みみ障ざわりな金属音が響き、シャンデリアが傾かたむく。

「ジュリさん、危ないっ！」

　咄嗟に立ち上がったルキノが、ジュリを床に押し倒す。

「どうして……？」

　空虚な声で、イリスが呟く。

　邪教徒達は「死にたくない」と言っているのに。彼らの命を摘み取る権利など、青年どころか、誰も持っていないはずだ。

　百年生きるかどうかの、長いようで短い命。自分に与えられることのなかった、自由な命をみんな持っているのだ。それなのに、その命が他人からいいように扱われ、物のように捨てられようとしているなんて、

（こんなことが、あってもいいの……？）

「イリス様！」

　ついに落ちてきたシャンデリアを呆ぼう然ぜんと見つめていると、駆けつけたクレディオから痛いくらいの力で抱き締められた。

　胸に抱き込んだイリスに、クレディオが安心させるように囁ささやく。

「大丈夫ですよ。何があっても、俺があなたを護る」

「……っ！」

　彼の言葉に、ドクリと心臓が熱く高鳴る。

（クレディオさんは私を護ってくれるけど、私を庇かばったクレディオさんはどうなるの？）

　運よく、自分一人が助かっても意味がない。

　自分だけ生き残っても、クレディオがいなければ……ルキノも、ジュリも、生きたいと望む者すべて救われなければ、意味がないのだ。

「お願い、秘石さん……」

　胸の秘石に、強く祈る。

　みんなが笑って生きていくために、力を貸して――と。

「……く、う……っ！」

　刹せつ那な。宿り主の祈りに応えるよう、胸の秘石が燃えるような熱を発した。

「わ、私がみんなを、護るんだから――……っ！」

　切実な声で叫ぶと、秘石から聖なる蒼あおい光が噴ふき出す。

　蒼い光は一瞬にして床を走り、巨大な花の模様を描き出した。幾いく重えもの花か弁べんを広げた、大輪の花――秘石に刻まれているのと同じ、女神の印だ。












　眩まばゆく輝いたその印から、轟ごう音おんを立てて光の柱が噴き上がる。

「ば、馬鹿な……ッ！」

　光の柱は落下中のシャンデリアを貫き、凄まじい力で粉ふん砕さいした。それこそ、夜空に散らばる星ほし屑くずほどの大きさに。

　シャンデリアの破は片へんは蒼く輝きながら、きらきらとホールに舞い落ちてゆく。

　そんな神秘的な光景を前に、銀髪の青年は憎にく々にくしげな表情でバルコニーの手て摺すりを殴なぐった。

「これが、秘石の力なのか……っ」

「……違う。人を想う、聖女の心が生み出した力だ」

　背後から聞こえた低い声に、青年の肩が大きく跳はねる。

　彼の後ろには、階下で邪教徒達と戦っていたはずのロイドが立っていた。

「お前、いつの間にここへ!?」

「……貴様の裏切りで、邪教徒の戦意が萎なえた。その隙にやってきた」

「お、おのれ……っ！」

　苦々しく呻いた青年は、何を思ってかバルコニーの右端へと走り出す。そのまま彼は手摺りに飛び乗ると、窓を突き破って脱出を図った。

「……なんと、無む謀ぼうなことを」

　元からいかめしい顔を、さらに険しく歪ゆがめて。割れた窓を一ひと睨にらみすると、ロイドは逃げた青年を追うために踵きびすを返す。

　その頃には、玄関ホールの床に出現した女神の印も消えていた。

「……っ、はぁ、はぁ……っ！」

　秘石の力を使った後は、身体が鉛なまりのように重くなる。

「イリス様、大丈夫ですか!?」

　腕の中で荒い呼吸を繰り返すイリス。クレディオは少しでも呼吸が楽になるように、優しく背中をさすった。

　しばらくすると、乱れていた呼吸も整い始める。

「……クレ、ディオさん……」

　ひゅーひゅーと苦しそうに喉のどを鳴らしながら、イリスは懸けん命めいに言葉を紡つむぐ。

「み、んなは……？」

「ご心配は無用です。あなたが護ってくださったので、全員無事ですよ」

「……そう。よ、かっ……た」

　護りたいと願ったものを、この手で護りぬくことができた。

　身体はだるくて辛かったけれど、大きな安あん堵ど感かんに包まれたイリスは、心から穏おだやかに微笑むと――糸が切れたマリオネットのように、ぷつりと意識を失った。

　　　　　[image: ]

　イリスが目を覚ました頃には、風の精霊祭が無事に終了していたどころか、日付まで変わっていた。

　ジェラルドが追っていた茶髪の生徒と、イリスに救われた邪教徒達は、騎士団に引き渡されたらしい。ただ一人、窓から逃走した主犯格の銀髪の青年だけは、いまだ捜そう索さくが続いている。

　何にせよ、みんなが無事でよかった。

　全身筋肉痛でベッドの住人になったイリスは、暢のん気きにも今回の一件を、そんな感想で締めくくっていた。







　イリスの自室には今、ジュリとルキノ――そして、クマ寮長さんことロイドが、お見舞い兼けん事情の報告にやってきていた。

「えっ！　クマ寮長さんが無実だって、みんな最初から知ってたんですか!?」

　背中に大きなクッションを挟はさんで、ベッドヘッドにもたれているイリスは、身体が軋きしむのも構わずに叫ぶ。

「みんなって、ルキノ君だけは違うわよ？　二人に作戦の内容を教えると、緊張して演技ができなくなると思って、秘密にしていたってわけ」

　ペロッと舌を出し、「ごめんね～」と謝るジュリ。

　彼女の背後に立つロイドも、無言でイリスに頭を下げた。

「実は寮長さん、邪教徒を自分で捕まえようとしていたみたいでね。北の林にいたのも、怪しい人影がそっちに入っていったのを見て、後を追ったんだって」

「……夜中の巡回は、最近の日課だったからな」

「そんでもって、林の中で廃はい屋おくを発見。寮長さんが中を調べたら、ルキノ君が攫さらわれたお屋敷への抜け道が見つかったそうよ」

　でも――と、ジュリはどこか不満そうに頰を膨らます。

「あの抜け道、よくも今まで誰にも気づかれずに存在していたわよね。ローザリアが建つ前から、小屋自体はあったらしいけど……今まで外部から侵入し放題で、よく事件が起こらなかったと思うわ」

「だけど、もう塞ふさいでしまったんですよね？」

　それなら、悪い人はもう入ってこれませんねと、イリスはまったりと微笑む。

「今回の計画を立てたのは、あたしの〝兄〟よ。あたしはやめとけって言ったんだけど、これが一番手っ取り早い方法だって、〝兄〟が譲ゆずらなかったの。まったく、カワイイ妹まで自分の仕事に巻き込むなんてひどい〝兄〟よねぇ～」

　すべて『兄』が悪いとジュリは主張する。

　用意したお茶を運んできたクレディオだけ、そんな彼女を冷さめた目で見つめていた。

「それより寮長さん。無口な男はモテるっていうけど、度が過ぎるのは考えものだと思いますよ？　取り調べ中でも黙っていたのは、本当だったそうじゃないですか」

「……すまん」

「まったく。〝兄〟の身元調査がなかったら、本当の犯罪者になってたところですよ？　まぁ、報告を聞いた〝兄〟は、相当驚いたみたいですけど」

　ジュリから説教（？）を受け、ロイドは再び「……すまん」と謝る。

　ロイドの素す性じようを聞いた時は、イリスも度ど肝ぎもを抜かされた。

　なにせ彼は、聖ルミナリア大神殿で大だい主しゆ教きように次つぐ地位にある、〈星ほし詠よみの巫み女こ〉の弟だったのだから。

「どうして寮長は、ジュリさんのお兄さんに捕まった時、すぐに自分から本当のことを言わなかったんですか？　下へ手たをすれば、今もまだ牢ろう屋やの中でしたよ」

　誰もが思う当然の疑問を、ルキノが尋ねる。

　ロイドの使っているエーベルストは、身分を隠すための偽ぎ名めいだ。捕まってすぐに出しゆつ自じを明かしていれば、こんな騒ぎにならずにすんだだろうに……。

　するとロイドは、どこか気まずそうにぼそぼそと語りだす。

「……ローザリアに入学する時に、姉さんと約束したんだ。家名に頼ることなく、普通の学生として勉学に励む……と」

「それじゃあ、寮長が身分をバラさなかったのは――」

「……姉さんとの約束を、守るためだ」

「そ、そうだったんですか……」

　予想を大きく裏切る真実に、本気でロイドのために奮ふん闘とうしたルキノは、がっくりと肩を落としてため息をついた。

「そういえばクマ寮長さん。ジュリちゃんのお兄さんに捕まった時、腕に怪け我がをしていたそうですね？　傷の具合は大丈夫ですか？」

「……これのことか？」

　ロイドはおもむろに袖そでをめくり、腕の傷きず痕あとを露あらわにする。

「姉さんのために、くるみのケーキを焼いている時、うっかりナイフでな……」

「くるみのケーキ？　焼いたの？　寮長さんが？」

　珍ちん獣じゆうでも見るようなジュリの眼まな差ざしに、ロイドは平然と首しゆ肯こうする。

「……姉さんは食が細い。それでも、俺の作る菓子は食べられるんだ。意外だろう？」

「い、意外って……」

　その顔で、お菓子作りをするロイドの方が意外だ。この場にいる誰もの心に、そんな突っ込みが思い浮かぶ。

　イリスだけは、「クマ寮長さんの作るお菓子は美お味いしいんでしょうね」と笑っていたが。

「そうだわ！　前にイリスちゃんを殴なぐろうとしたり、呪いの人形をプレゼントしてたじゃない。あれはどういう意味なわけ？」

　第三音楽室での一件を思い出し、ジュリがぶすくれた顔で尋ねる。

　するとロイドは、微かすかに眉根を寄せた。

「……俺がいつ、聖女を殴ろうとした？　呪いの人形とやらも、何のことだ」

「ちょっと、しらばっくれないでよ。いきなり怖い顔で拳こぶしを振り上げたり、毒草が絡まった人形をイリスちゃんにあげてたの、あたしはこの目で見てるんだから」

「……あぁ、あの時のことか」

　しばらくの間を置き、ロイドはようやく音楽室での出来事を思い出した。

「……お前達が呪いの人形だと思っているものは、俺の故郷に伝わる幸運を呼ぶまじないだ。悪あしきものを、すべて人形が吸い取ってくれると、姉さんから教わった。……毒草を巻くのも、一種の厄やく除よけ効果があるそうだ……」

「それじゃあ、殴ろうとした理由は？」

「……あれは、…………頭を撫なでようとしていただけだ」

「…………はぁ？　頭を、撫でる？」

　ロイドよりも、たっぷりの間を置いて。盛大に顔を顰しかめたジュリは、思わず鸚鵡おうむ返しに問い返す。

　それに対して、ロイドは律りち儀ぎに説明をする。

「……俺は昔から、愛らしいものに弱くてな。聖女が小リスのようで、恥ずかしい話、見ていると頰ほおが緩ゆるみそうになるんだ」

　つまり、大魔王のような形相をしていたのは、にやけそうになるのを必死でこらえていたから。振り上げられた拳は、頭を撫でくり回そうとした結果のようだ。

　人騒がせな――と、ジュリは目元を手で覆おおった。

「あら？」

　コツコツと微かすかな音が聞こえ、イリスは窓辺へ視線を移す。

　小さな青い鳥が、窓ガラスをくちばしで叩いていた。それを見たロイドがゆっくりと窓を開けてやる。

「……ご苦労だったな、ピィちゃん」

「ピ、ピィちゃん？」

　顔に似合わぬ愛らしい呼こ称しようを口にしたロイドに、クレディオが裏返った声を上げた。

「……俺の友達だ。いつも、姉さんからの伝言を届けてくれるから助かっている」

　肩に留まった小鳥の頭を、太い指先でそろそろと撫でる。

　次々と明かされる、ロイドの衝しよう撃げき的ファンシー体質。ピィちゃんの登場により、クレディオもルキノと同じく、深く肩を落として疲れたようにうなだれた。ジュリも呆れ眼まなこで、長い髪を指先でもてあそんでいる。

　しかし、イリスだけは目を輝かせて、ピィちゃんの話題に食いついた。

「クマ寮長さんは、小鳥さんの言葉が分かるんですか？」

「……俺の一族は特とく殊しゆな力を持つ者が多いからな。人間以外でも、たいていの動物の言葉は分かる」

「本当ですかっ!?　うわぁ、羨うらやましいです！」

　動物と会話するなんて、物語の中だけのことだと思っていたのに。現実にそんなことができる人がいるとは、感動ものである。

「それで小鳥さんは、どんな伝言を運んできたんですか？」

　好奇心から身を乗り出して問えば、ロイドは肩に乗る小鳥へ耳を傾かたむけた。

　小鳥は近づいてきた耳に、「ピィピィ」とさえずる。一分ほどして小鳥が鳴きやむと、ロイドは顎あごを押さえて唸うなった。

「……姉さんから、学院を辞めろと言われた」

「「「「えっ!?」」」」

　あまりにも突然の報告に、ロイドを除いた四人の声が見事にかぶる。

「……邪教徒の動向が気になるそうだ。そこで俺が、各地に飛んで調査の任に就つくことになったらしい」

「らしい――って、寮長はそれでいいんですか!?」

　思わず詰め寄ったルキノに、ロイドはためらうことなく頷うなずく。

　理由はひと言、「……姉さんの頼みだから」だそうな。

「……俺は今日のうちに、退学届けを提出する。次の寮長は……ルキノ・マリオン、お前だ」

「へっ？」

「……お前になら、俺も安心して寮長の座を任せられる」

　ぽんっと大きな手を頭に置かれ、わっしわっしと髪を掻き混ぜられる。

　これまた突然の指名に、ルキノは束つかの間ま硬こう直ちよくした後――、

「ム、ムムム、ムリですっ！　ボクなんかに寮長なんて、絶対にムリです！」

　ぶんぶんと頭を振って全力で辞じ退たいしたが、ロイドはそれをはねのけた。

「……次期寮長は、代々現寮長の一存で、最も信頼に足たる生徒に引き継がれていく。俺もそうして、先代から選ばれたんだ。選ばれた生徒に、拒否権などない」

「そ、そんなぁ……っ！」

「……お前は何も知らなくても、俺のことを信じていたと聞いた。俺の無実を晴らすため、危険な役まで請け負ったその勇気があれば……きっと、立派な寮長になれる」

　俺が認めたお前自身に、自信を持て。

　いつになく口数が多いロイドに励まされ、引くに引けなくなったルキノは、「ど、努力します」と最終的に己おのが運命を受け入れた。そんな彼の頭を褒めるように撫で、ロイドはベッドに横たわるイリスへ向き直る。

「……イリス・レルミット。邪教徒のことは、俺に任せろ。今回取り逃がした奴の行方は、必ず俺が突き止めてみせる」

「ありがとうございます。お別れするのは寂しいですけど、お姉さんからのお願いですもんね」

　頑張ってくださいと応援すると、こっくりと頷かれた。

　そしてロイドは、指先に乗せた小鳥へ向かって何事か囁く。短い言葉を受け取った小鳥は、開け放たれた窓から大空へと飛び立った。

「今のは、お姉さんへの伝言ですか？」

「……言われた通りにするという事と、寒くなってきたから、風邪をひかないように注意しておいた」

「そうですか。クマ寮長さんは、お姉さんのことが大好きなんですね」

「……あぁ、大好きだ。俺の、自じ慢まんの姉だからな」

　無む邪じや気きに笑うイリスに、初めてロイドは目元を和やわらげる。

　そんな彼の控ひかえめな笑顔を見て、イリスは心に決めた。事態が落ちついたら、久しぶりに兄へ手紙を書こう――と。







　イリスの部屋を後にしたジュリは、ルキノと共に自寮へ続く廊下を歩いていた。

「それにしても、ルキノ君やったじゃない。一年生で寮長に選ばれるなんて、そうそうあることじゃないわ」

「でも、不安だよ。ボクなんかが寮長になっても、何もできない気がして……」

「あー、もうっ。いざとなったら強気になるのに、どうして普段は根性ないのかしら？」

　大げさにため息をついたジュリは、ガシッとルキノの両肩を摑む。

「シャンデリアが落ちてきた時、あたしのこと庇かばってくれたでしょ？　あの時のルキノ君、本当にカッコよかった。あれだけの度ど胸きようがあれば、きっと寮長としてもうまくやっていけるから、もっと自信を持ちなさいよね」

　力一杯励まして、茶目っ気たっぷりに片目を閉じてみせる。

　すると、ルキノの表情もようやく明るさを取り戻した。

「ありがとう、ジュリさん。そうだよね。もっと自分に自信を持たないと、いつまで経っても目標が達成できそうにないし……」

「目標って？」

「ジュリさんと一緒にいても、恥ずかしくない人間になることだよ」

　何げなく聞いた質問の答えに、ジュリは思わず目を剝むく。

「や、やだわー、ルキノ君ったら。あたしはそこまで、お高くとまった女じゃないわよ」

「うん、それは分かってるよ。でもね、ボクが嫌なんだ。情けない自分のまま、キミの隣に立っていると、自分の無力さばっかり思い知らされるんだよね」

　だからさ――と、ルキノははにかむように微笑む。

「ボクは必ず、ジュリさんにふさわしい男になるよ。何年かかるか分からないけど、必ずなってみせるから」

「そ、そう……」

「あっ、ボクはこっちだから」

　喋しやべっているうちに、分ぶん岐きについたようだ。

　またねと手を振って、ルキノは左の通路へ走ってゆく。右の廊下を進もうとしたジュリは、なぜか頰ほおがカアッと熱くなり、ずるずるとその場に座り込んだ。

（男に好かれて、何照れてるんだよっ！）

　国王軍最年少総そう督とくが、聞いて呆れる。

　最近、ずっと〝ジュリ〟として生活しているから、気持ちまで乙女おとめ化したのだろうか？

「あたしの隣に立っても、恥ずかしくない人間になるって……」

　副総督にでもならないとムリね。

　照れる自分をごまかすように、ジュリは心の中でそんなことをぼやいた。
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　通常の学園生活が戻り、一週間と少し。

　風の精せい霊れい祭さい以降、邪教徒の襲撃は鳴なりを潜ひそめ、イリスは平和な毎日を堪たん能のうしていた。

「ねぇねぇ、イリスちゃん！」

　放課後になって寮りように戻ろうとしていると、興こう奮ふんしたジュリに呼び止められる。

「今日はこれから、何も予定がないわよね？」

「はい。寮に戻って、課題をすませるくらいしかありませんけど……」

「それじゃあ、これからあたしについてきて！　あっ、騎士様はダメですよ？　あたしが責任を持ってイリスちゃんを送り届けるから、先に寮に戻っていてください」

　口早に言いたいことだけ言ったジュリは、イリスの手を引いて駆け出す。

　クレディオが制止の声をかけるが、二人の姿はあっという間に見えなくなった。

「いったい、今のは何だったんだ？」

「……あの、イリスさんの騎士さん」

　ジュリの奇き行こうに呆れていると、おずおずと声をかけられる。

　肩越しに振り返ると、困ったように笑うルキノがいた。

「どうかしましたか？」

「えっと……これを渡すように、ジュリさんから頼まれたんですけど」

　そう言って差し出されたのは、両手に載のるくらいの小さな箱だ。アンティークな装飾が施ほどこされており、自分よりも、イリスが好みそうな品だと思った。

　蓋ふたにはメモが挟はさまっており、それを読んだクレディオは嘆たん息そくする。

（ジュリアーノのやつときたら、妙なことを思いつくものだ）

　この〝計画〟のせいで、あんなにはしゃいでいたのか。

　暢のん気きなものだと思いながらも、イリスの反応を想像し、今回ばかりは彼の〝計画〟に乗ってやることにした。







　イリスがジュリに送ってもらい寮に戻る頃には、とっぷりと日が暮れていた。

　夕食の時間なので、生徒のほとんどは食堂に行っているのだろう。自室まで誰ともすれ違うことなく、辿たどり着くことに成功した。

（この格好で部屋に戻ったらいいことがあるって、ジュリちゃんは言ってたけど……それって、どんなことかしら？）

　そんな疑問を抱きつつ、イリスは自室の扉をノックする。

「クレディオさん、ただいま戻りました」

「お帰りなさいませ、イリス様。随ずい分ぶんと、遅かっ――……」

　声をかけるとすぐに扉が開かれ、クレディオに出迎えられるが――イリスの姿を見た途端、彼は目を見開いて固まった。

　かと思えば、無言で室内に引き入れられる。

「あ、あの。これ、ジュリちゃんが私のために用意してくれたんですけど……似合ってるでしょうか？」

　イリスが纏まとっているのは、純白の可か愛わいらしいドレスだった。

　くるりと一回転すると、幾いく重えもの羽根のようなデザインのスカートが、ふわりと柔らかく広がった。フリルが贅ぜい沢たくにあしらわれ、花飾りがついたカチューシャも、ドレスと対ついの逸いつ品ぴんだ。

　怯おびえたような瞳で見上げられ、クレディオは視線を逸そらしてぶっきらぼうに答える。

「似合っていますよ、とても」

「本当ですか？」

「俺は、意味のない噓うそは言いませんよ」

　それより――と続け、軽く咳せき払ばらいをした彼はイリスの前に跪ひざまずく。

「俺と一曲、ワルツを踊ってみませんか？」

　飾り気も色気もない、実にシンプルで率直な申し出だ。けれど、クレディオからダンスに誘われたイリスは、極上の笑顔で頷うなずいて彼の手を取った。

　言葉なんて関係ない。

　ちゃんとドレスを着て、彼と踊れることが嬉しかった。

「それでは、こちらへ」

　優しくエスコートされ、部屋の中央へと誘われる。

　そしてクレディオは、白いテーブルの上に置かれた箱を開いた。すると、箱の中から自動的に、小さいけれど美しい音ね色いろが流れ出す。

「オルゴールだわ……」

「これでは、踊る気になれませんか？」

　どこか不安げに尋ねられ、イリスは「とんでもない！」と否定する。

「オルゴールでワルツを踊るなんて、とても素敵です！」

　うっすらと化粧が施された頰ほおを、さらに鮮あざやかな薔ば薇ら色いろに染めて。

　無む垢くに微笑ほほえんだイリスに、クレディオも安心したように笑みを返した。

「では、始めましょう」

「はい。よろしくお願いします」

　右手はしっかり、クレディオと繋つないだまま。左手でドレスの裾すそを摘つまみ、イリスはぺこりとお辞じ儀ぎをする。

　抱き合うようにポーズを取ると、緩ゆるやかにステップを踏み出す。

　多少ぎこちなくではあるが、二人は室内をゆったりと円を描くように移動する。簡単なステップを繰り返すだけの単調なワルツだったが、それでもイリスはにこにこと笑みを絶やさない。












「舞踏会の夜にメイドさんをやっていて、本当はちょっとだけ羨うらやましかったんです。みんな綺き麗れいなドレスを着て、楽しそうに踊っている。その輪の中に、私も入ってみたかった。――もう、生きているうちに、ダンスを踊る機会なんてないと思ったから」

「イリス様……」

「でも、こうしてクレディオさんと踊ることができただけで満足です」

　まただ。

　普段は恐ろしいほど前向きだというのに、どうして彼女は、自分の命のことになると諦あきらめが早いのだろう？

「お言葉ですが、これくらいで満足されては困ります」

「えっ？」

「あなたは、この国の王妃となるお方ですよ。王妃になられた暁あかつきには、ダンスなど飽あきるほど踊らなければなりません。王おう侯こう貴き族ぞくは、夜や会かいが好きですからね」

　何とも思っていない笑顔で、自分の未来を否定するイリスに耐たえきれず、クレディオは語り続けた。

「こんな子供の遊びのようなダンスで、満足しないでください。今度は広いホールで、楽団が演奏する曲に合わせて踊りましょう」

「でも、次がいつあるのかなんて分かりませんよ？　それまでに日につ蝕しよくが起きたら、私は聖女としての役目を果たさなければいけませんし……」

「それなら、聖女の役目を終えても生き残る手段を見つければいい」

　海色と空色の視線が交わる。

　虚きよを衝つかれたような顔をしているイリスに、クレディオは切なげに微笑む。

「たとえ俺ではなく、兄上が国王に選ばれたとしても。俺はあなたに生き続けてもらいたいんです。日蝕が終わった世界で、共に笑い合うために」

「クレディオさん……」

「俺は、イリス様を護る騎士ですから。たとえ運命だろうと、あなたの命を奪おうとするものは、決して許しません」

　繋いだ手に、痛いくらいの力が込められた。

　こうして感じる痛みは、クレディオの心の痛みのように思える。

「まだ、時間はかかるでしょう。けれど、日蝕が起こるまでには必ず、あなたを救う方法を見つけます。だから、俺達と生きる未来があることを、どうか諦めないでください」

　真しん摯しな眼まな差ざしで懇こん願がんされ、イリスは胸の奥が温かくなるのを感じた。

　聖女になり、健康な身体を手に入れてから、明日の予定を立てられる喜びを初めて知った。けれど、己おのれに課せられた宿命を忘れたことは一度もない。

　日蝕が始まれば、自分の命と引き換えに世界を救わねばならない。日蝕の終わった世界で、大好きな人達と生きることはできないのだ……と。

　それでも、夢見てしまう。

　自分もクレディオが言うように、日蝕が終わった世界で笑っていたい――と。

「私、クレディオさんを信じることにします」

　ふわりと蕾つぼみが花開くように、イリスは柔らかく微笑む。

「クレディオさんは、私に噓をついたりはしません。だからきっと、日蝕が起こるまでに私が生き残る方法を、見つけ出してくれるはずです。私はそれを、最期まで待つことに決めました」

「イリス様……」

　いつしか踊ることも忘れ、二人はジッと見つめ合っていた。

　そのことに、オルゴールの音色が途絶えて、クレディオは初めて気がつく。

「あ……もう、一曲終わっちゃったんですね」

　残念そうに笑うイリスに、「お待ちください」と言い残し、クレディオはテーブルに向かう。オルゴールを手に取った彼は、蓋ふたを閉じて側面にあるゼンマイを回す。

「あなたが望むのであれば、俺は何曲だろうとお付き合いします。夜はまだ、始まったばかりなのですから」

　オルゴールをテーブルに置いて蓋を開くと、再び曲が流れだした。

　自然と身を寄せた二人は、相変わらずぎこちない足取りでワルツを踊る。けれど、どちらの表情も楽しそうに綻ほころんでいた。

　どうやら、二人だけの舞踏会の幕が下りるのは、まだずっと先のことのようだ。

　　　　　[image: ]

　真夜中の、グレーフェンベルク城。

「アベルティーネ様、ナイトティーでございます」

「ありがとう、頂くわ」

　自室のソファでくつろぎながら、王妃アベルティーネは就しゆう寝しん前まえのお茶を楽しんでいた。

　それにしても――と、彼女のしなやかな指が、お茶の用意をした専属騎士の頰ほおに伸びる。

「せっかくの綺麗な顔に、こんな傷を作ってしまうなんてもったいない。わたくしの見ていないところで、怪我をしてくるのはおやめなさい」

「はっ。すべては、愛いとしい我が君の仰おおせの通りに」

「ふふっ、あなたは賢かしこくて素直な子ね。けれど、次に勝手な傷を作ってきたりしたら、お仕置きをしなくてはいけないわ。お願いだから、これ以上わたくしに心配をかけないでちょうだいね？」

　騎士の頰に走る傷を撫なで、ふわりとアベルティーネは微笑む。

　そんな彼女の、紅こう玉ぎよくのような瞳には――銀髪に銀ぎん朱しゆの瞳を持つ騎士の姿が、はっきりと映し出されていた。





ＥＮＤ．
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　初めましての方も、そうでない方もこんにちは。小こ柴しば叶かなうです！

　天てん空くうの瞳ひとみのイリスも二巻目ですね。いやはや、一巻で死にかけていたイリスに、こうして未来が与えられるなんて……これもすべて、読者様のお陰です！




　今回はサブタイトルの通り、作中では仮か面めん舞ぶ踏とう会かいが行われます。

　皆様は、ワルツって踊れますか？　私は踊れません。三拍子のステップは覚えたんですけど、実際に踊るのはムリでした！

　その代わり、盆踊りは得意ですよ。子供の頃、母に連れられて盆踊りを習い、色んな夏祭りで踊っていました。お祭りで流れる、全種類の曲をマスターしていたのですが――今となっては、果たして何曲まともに踊れるのやら（笑）

　ドレスで舞踏会もいいですが、浴衣で盆踊りも楽しいですよ。

　今年の夏は、お祭りに行けるといいなぁ。




　さて、ここからはお世話になった方々へお礼を。

　まずは、担当編集様。担当様が変わってから初めての作品です。それなのに、山ほどのご迷惑をおかけしてすみませんでした！　無事に二巻目が完成してホッとしています。色々と、ありがとうございました！　そして、これまでお世話になった担当様も、本当にありがとうございました！　頂いた数々のアドバイスを忘れずに、これからも頑張っていきます。

　イラストレーターの茉ま莉り花か様。今回も、華はなやかなイラストで作品を彩いろどってくださり、感謝の言葉もございませんっ！　可愛いイリスや、カッコいい男性陣を再び見ることができて、感激するばかりです。新キャラも、イメージ通りすぎてびっくりしました。

　この本の制作に携わってくださった皆様、何かと気にかけてくれる家族、応援してくれる友人達にも、心の底からの「ありがとう！」を贈りたいです。

　これからイリスがどうなるのか。それは分かりませんが、どうか皆様も、イリスと一緒にこの物語を楽しんで頂けると嬉しいです。




　それでは、どこまでも続く明るい未来で、またお会いいたしましょう。


小柴　叶拝
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１９８７年、春生まれ。典型的なＡ型。

無類の猫好き。最近パグを飼い始めました。

舞踏会と言えばダンスですね。私が踊れるのは、盆踊りくらいでしょうか。

運動会でマイムマイムを４回連続で踊ったのも、今では良い想い出です（笑）。
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去年は花粉症の症状が殆ど出なかったので、まさか治った!?　と喜んでいたんですが単に花粉が少なかっただけだったとは……今年はキツイですが花粉症の方頑張りましょう！
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